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は じ め に 


本 書 は 複数 名 の クリ エイ ター に よる イラ スト 作品 、 お よび 制作 工 
程 の 解説 を 掲載 し た メイ キン グ 集 で す 。 

制作 ・ 執 筆 を 行っ て いる の は 、 い ずれ も 気鋭 の クリ エイ ター5 名 。 
掲載 イラ スト は 、 雰 囲 気 や シチュ エー ショ ン を 指定 し た 「 テ ー マ 」 
に 基づい て 、 そ れ ぞ れ 描 き 下 ろ さ れ て いま す 。 そ の た め 解 説 部 分 
に つい て も 、 い わ ゆ る メイ キン グ 然 と し た 、 作 業 を 手順 通り に 紹介 
し て いく だ け の 内 容 で は あり ませ ん 。 特 別記 事 【 キ ャ ラ 魅 せ テ ク 
ニッ ク 】 で は 、「 テ ー マ 」 を 具体 的 に 形 に し て いく た め の 「 質 感 表 
現 ] の 技術 や 、 ク リエ イタ ー 個 人 の 「 こ だ わり 」 、 ツ ー ル や 手法 に 
左右 され な い 「 考 え 方 ]」 に つい て 、 よ り 踏 み 込 ん だ 解説 を 行っ て い 
ます 。 

プロ の クリ エイ ター に よる 発想 法 と 、 試 行 錯誤 の 様子 を 見 て いた 
だ く こ と で 、 皆 さま の イラ スト 制作 の 一 助 と し て いた だ けれ ば 幸い 
で す 。 
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本 書 の 使い 方 


本 書 は 複数 名 の クリ エイ ター に よる イラ スト メイ キン グ 集 で す 。 
それ ぞ れ の 手順 を 細か く 追 いな が ら 、 キ ャ ラク ター の 「 魅 力 」 や 「 雰 囲 気 」 を 引き 出す た め の 
アイ ディ ア と テク ニッ ク を 紹介 し ます 。 


各 メ イキ ング は 、 以 下 の ペ ー ジ か ら 構 成 さ れ て いま す 。 


>「 ギ ャ ラリ ー」 ペ ー ジ 


完成 イラ スト を 掲載 し た ペー ジ で す 。 


に 人 

イラ スト の テー マ や 作業 環境 、 制 作 過程 が 一 覧 で Ro: 
きま す 。 i 
制作 過程 < ペー ジー mo | We 

イラ スト の 制作 開始 か ら 完 成 ま で 、 手順 を 追っ て ーー | | | 

細か く 解 説 し ます 。 ーー : ー 


レ 「 キ ャ ラ 魅 せ 」 ペ ー ジ 

各 イ ラス ト の テー マ に 関連 する 、 特 別 な 解説 ペー 
ジ で す 。 

キャ ラク ター を より 魅力 的 に 見 せる た め の ア イデ ィ 
ア や テク ニッ ク 、 イ ラス トレ ー タ ー 個 人 の こだわ り 
な ど 、 感 覚 的 な こと に まで 踏み 込ん で 解説 し ます 。 


PSD デー タダ ウン ロー ド に つい て 


本 書 に 掲載 され て いる イラ スト の PSD デ ー タ を 以下 URL か ら ダ ウン ロー ド で きま す 。 
https://books.mdn.co.jp/down/3218303008/ 


※URL か ら ダ ウン ロー ド で きる ファ イル は 、 本 書 を お 読み いた だ く 際 に 、 参照 用 と し て 利用 し て いた だ く た め の も の で す 。 
その 他 の 用 途 で の 使用 、 配 布 は 一 切 禁 止 し ます 。 

※ ダ ウン ロー ド フ ァイル を ご 利用 の 際 は 、 同 梱 の 「 は じ め に お 読み くだ さい .txt」 を 必ず お 読み くだ さい 。 

※ ダ ウン ロー ド し た ファ イル を 実行 し た こと に よる 結果 に つい て は 、 著 者 、 ソ フト ウェ ア 製 作者 お よび 株 式 会 社 エ ム デ ィ エ 
ヌコ ー ポ レー ショ ン は 、 一 切 の 責任 を お いか ね ます 。 お客様 の 責任 に お いて ご 利用 くだ さい 。 


クリ エイ ター 紹介 


フカ ヒレ Fukanire 


北海 道 出身 、 関 東 在住 。 キ ャ ラク ター メイ ン の 
イラ スト で 活動 中 。 ぽ に きゃ ん BOOKS『 廃 線 
上 の アリ ス 』 装 画 、 ヒ ー ロ ー 文 庫 『 十 歳 の 最強 魔 
導師 』 装 画 、 コ ン パ イル ハー ト 『 オ メガ クイ ン 
テッ ト 』 キ ャ ラク ター デザ イン な ど を 担当 。 


A 


あ * 咲 良 ゆき Yuki Sakula 


ーーー 
* り 


『 ラ イブ レボ ルト 』 キ ャ ラ 原 案 お よび コミ カ 
ライ ズ ( 連 載 中 )、 エン バウ ンド 『 温 泉 む すめ 』 
キャ ラ 原 案 、 デ ィ ラ イト ワー クス 『Fate/Grand 
Order』 カ ー ド イラ スト な ど を 担当 。 サ ー ク ル 
「Clochette」 で も 活動 中 。 


4 WW 
| ひ た き ゆう Yuu Hitaki 
a 


ー ニ ニニ 三 書房 『 異 世界 で も 無難 に 生き た い 症 
候 群 』 装 画 、Login Records『Never Forget 
Vacation』 ジャ ケッ トイ ラス ト 、 ほ か ソー シャ 
ル ゲ ー ム イラ スト な ど を 担当 。 


埼玉 県 在住 。 ブロ ッ コ リー『Z/X-Zillions_of_ 
enemy_X-』 カ ー ド イラ スト な ど を 担当 。 サ ー 
クル 「LUISPACE」 で も 活動 中 。 年 に 一 度 分 厚い 


同人 誌 を 作っ て ます 。 主食 は 果汁 グミ 。 


白井 秀実 Hidemi Shirai 


SEGA『CODE OF JOKER』 カー ドイ ラス ト 、 
ブシ ロー ド 『 カ ー ド ファ イト ! ヴ ァ ン ガー ド ょ 
ブロ ッ コ リー『Z/X-Zillions_of_enemy_X-』 
カー ドイ ラス ト 、 ほ か 書籍 装 画 な ど を 担当 。 


@Mail hukahireruinon@gmail.com 
@TwitterID @fuka_hire 
®PixivID 58338 


Title 真昼 の 宇 


WHP https://www.sakulayuki.net/ 
WTwitterID @sakula_yuki 
WPixivID 1661253 


Title 幼馴染 の 彼女 


WMail hitakiyuu@gmail.com 
WTwitterID @yuu_hitaki 
WPixivID 28143953 


Title 夏 の 君 


®HP luicent2684@gmail.com 
®TwitterID @llluicent 
®Pixiv ID 4742132 


Title 少女 の 目覚 め 


WTwitterID @shirai_7 
@PixivID 532865 


Title 木漏れ日 
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キャ ラ 魅せ 
Techmigque 


濡れ て 透け た ブラ 
ウス を 描く (P030) 


Fukahire’s Comment 


夏 の 雨上がり 、 木 漏れ 日 の 中 に いる 女の子 で す 。 女 の 子 の 瑞 々 し さや 
爽やか な 空気 感 、 光 の 暖か さ を 出 し た いと 思い 表現 を 工夫 し て 仕上 げ 
まし た 。 ご 覧 いた だ いた 方 の 制作 の 参考 に な れ ば 嬉し いで す 。 


Making 1 マカ に レ 


濡れ た 服 と 雨上がり の 
雰囲気 を 描く 


本 章 で は 、 夏 の 雨上がり の 雰囲気 を 、 イ ラス ト で 表現 し て いく 過程 を 紹介 し 
て いま す 。 濡れ 透け の 描き 込み 方 か ら 、 空 気 感 を 作り 上 げ る 画面 効果 な ど 、 
具体 的 な 表現 方 法 や 考え 方 に つい て も 詳し い 解 説 を 行い ます 。 


じ 制作 環境 

OS Windows10 64bit 

CPU Intel” Core™ ij7-6700 
メモ リ 32GB 

タブ レッ ト Ointiq Pro M 

ツー ル CLIP STUDIO PAINT EX 


じ 制作 過程 

Part1 塗る 前 の 準備 P012 

Part 2 景 を 塗る 一 PO18 

Part3 肌 を 塗る 一 PO22 

Part4 目 を 塗る P024 

Part5 髪 を 塗る 一 F026 

Part6 スカ ー ト を 塗る 一 PF028 

濡れ て 透け た ブラ ウス を 描く 一 PO80 
Part 7 色 味 を 調整 し 仕上 げ る 一 P032 
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塗る 前 の 準備 


Part 


テー マ か ら イ メー ジ を 膨らませ て ラフ に 落と し 込ん で いき ます 。 ラフ か ら 線 画 
を 起こ し た ら 、 下塗り まで 進め ます 。 最初 の ラフ の 時 点 で 、 配 色 の イメ ー ジ 
まで 固め て お きま し ょ う 。 


旧 肛 ラフ を 拓く 


イラ スト の 方 向 性 を 決め る た め に 、 テ ー マ か ら ラ フ ライ ン を 透け させ る と いう コン セプト で す 界 。 
を 起こ し て いき ます 。 2 点 目 は 、 通 り 雨 が 上 が っ た 後 、 女 の 子 の シャ ツ が 濡 
今回 制作 す る イラ スト の 方 向 性 を 、 複 数 の テー マ の れ て 肌 に 貼り つい て 透け て いる 様子 を メイ ン に 、 水 た 
中 か ら 決め る こと が で きた の で 、 ま ず は 2 点 、 ラ フ を 起 まり や 木の葉 な どの 要素 で 透明 感 や 爽やか さ を 演出 し 


こし ます 。 た いと いう イメ ー ジ で し た @@。 

1 点 は 「 逆 光 で 透け た 布地 と 髪 の 透 明 感 を 表現 する 」、 今回 は 2 点 目 の 「 濡 れ た 髪 や 肌 、 透 けた 布地 を 表現 す 
も う 1 点 は 「 濡 れ た 髪 や 肌 、 透 けた 布地 を 表現 する 」 と い る 」 の 方 が 採用 され た の で 、 こ ちら で 進め て いき ます 。 
う テ ー マ で 描い て いま す 。 今回 は ラフ か ら 仕上 ぼ ま で を すべ て CLIP STUDIO 


1 点 目 は 、 王 道 の 真 夏 の イメ ー ジ で 、 浜 辺 に いる 白い PAINT を 使用 し ます 。 


⑩ 複数 の ラフ を 制作 する @ 今回 は こち ら の ラフ で 描き 進め る 


肌 下 持 き を 忠 こす 


新規 キャ ン バ ス を 作り ます 。 後 で 構図 の 微 調整 が で き 
る よう に 、 完 成 サ イズ の B5 判 より も 少し 大 きめ に 設定 
し まし た 。 

使用 する ラフ を 貼り つけ て 、 不 透明 度 を 下げ 薄く 表示 
し ます 。 さ ら に 上 の レイ ヤー に B5 大 の 黒 枠 を 重ね て お 
きま す ⑨。 

さら に 新規 レイ ヤー を 作り 、 下 描き を 起こ し て いき ま 
す 。 ラフ 段階 で は ざっ くり し て いた キャ ラク ター の 形 
を 、 よ り 詳 細 に 描き 込ん で いき 、 イ メー ジ を 固め ます 
の @。 私 の 場合 、 下 描き の 段階 で は ペンタッチ を 重視 し な 
いた め 、 筆 圧 の か か ら な い 2 値 の ペン 設定 を 使用 し て い 
ます @。 


り ツー ルプ ロリ パテ ィ [ べ た 塗り バン ] 


ブラ ッ サ イズ 
| 
不通 H 度 
本 | 


合成 モー ド | 通常 


‘jejes 


手 ル 補正 四国 


避け イ ヤ ー0 旨 がら は さい 
= 較 視 域 拡 連 


ュ ュ ュー 
CE 


© 使用 する ペン 設定 


⑩ ラフ を 貼り つけ 使用 する 


@ 下 描き を 起こ す 
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キャ ラ に ペン を 入れ る 


お お むね の 形状 が 固まっ た ら 、 ペ ン を 入れ ます 。 

まず は 下 描き レイ ヤー の 上 に 、 新 規 ベ クタ ー レ イ 
ヤー を 作成 し ます 。 ベ クタ ー レ イヤ ー は 、 後 か ら リ サイ 
ズ し た り 変 形 を 加え て も 、 線 の 鮮明 さ が 維 持 さ れ ま す 。 
また [消し ゴム ] ツー ル ( サ ブツ ー ル 「 ベ クタ ー 用 」) を 
使用 する と 、 線 が 交差 する 部 分 を 交点 まで ワン タッ チ 
で 消去 する こと が で きま す 。 こ の よう に ベク ター レイ 
ヤー は 、 線 画 を 描く 上 で 高い 利便 性 を 備え て いま す 。 私 
は 自分 で 調整 し た 鉛筆 風 の ペ ン を 使用 し て いま す 。 

後 の 工程 で [オー バー レイ ] を 使用 し 線画 の 色 を 変更 
する た め 、 黒 で は な く グ レー で 線画 を 作っ て いま す 。 

髪の毛 や 服 む など パ ー ツ ご と に レイ ヤー を 作っ て ペン 
入れ し た 後 、 線 画 レ イヤ ー と し て 統合 し ます 。 顔 の パー 
ツ だ け は 前 髪 と 被っ て し まう た め 、 別 レイ ヤー と し て 
残し て お きま す 。 


M ヴー ルプ ロ パ ティ [線画 用 ペン | 


県 画 用 ペ ソン 


乗算 
jejes 
ブラ ツ 油 度 
| 


カテ ゴリ 表示 
全 設定 を 初期 設定 に 詞 す 全 設定 を 初期 設定 に 登録 


+ 入り 抜き オラ ッ サ イズ 
作成 し た ペン 設定 ペン の 詳細 な 設定 


ペン を 入れ る 


間 語 に よる ブラ シッ 因 度 調整 


区 $ 計 ロ 可 


向き 彰 響 元 設定 
せる 入力 


yd ベン チ の ガイ ド を 作る ーー- 


特殊 定規 


ベン チ の 線画 を 描い て いき ます 。 

まず キャ ラク ター と は 別に 、 新 規 ベ バクター レイ ヤー を 
作成 し ます 。 定 規 ツ ー ル (サブ ツー ル 「 特 殊 定規 」) を 使用 生 隊 信 iiziia 
し て 、 ベ ンチ の 形 を 作っ て いき まし ょ う 。[ 同 心 円 ][ 放 射 開 識 
線 ] な どの 定規 を 使っ て ガイ ド を 引い た ら 、[ 図 形 ] ツ ー 
ル な ど を 使用 し て ベン チ の 線画 を 作っ て いき ます 。 ベ ン 
チ の 側面 部 分 な ど は 後 の 工 程 で 描き 足す の で 、 ひ と まず Y 編集 レイ ヤー に 作成 
真 上 か ら 見 下ろ し た 形状 だ け を 作り ます 。 
ツー ルプ ロ パ ティ で 


細か く 設 定 で きる 
特殊 定規 
特殊 定規 同 円 
平行 線 
下行 曲線 
、 人 多重 曲線 
- A ke 
| 放射 曲線 
抽 同 選 円 
角度 の ! ガイ ド 
1 
V 編集 レイ ヤー に 作成 
特殊 定規 に は 
ガイ ド に 沿っ て ベン チ の 線画 を 作る 様々 な 種類 が ある 


CLIP STUDIO PAINT の [定規 ] ツー ル に は 豊 また 、 作 成 し た 定規 は レイ ヤー と 紐 づ けら れ 、 
富 な 種類 が あり ます 。「 直 線 定規 」「 曲 線 定規 」「 図 A ら 示 示 だ け で 
形 定規 」 以外 に も 、 複 雑 な 形状 を 簡単 に 作れ る 「 特 な う こ c 示 
殊 定規 」 や 、 背 景 を 描く 上 で 非常 に 有用 な 「 パ ー ス * と * 
定規 」 な ど さ ま ざま で す 。 


定規 作成 


直線 定規 


図形 定規 


特殊 定規 


対称 定規 
所 | 生 コ 


[定規 ] ツ ー ル の 種類 


作成 し た 定規 の 
表示 方 法 
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| ベン チ を 描く 


キャ ラク ター と ベン チ を 組み 合 
わせ ます 。 


まず は Step4 で 作っ た ベン チ の 
円 部 分 を 、 編 集 メ ニュ ー つ …" 変 
形 " 一 "自由 変形 "な ど を 使用 し て 、 
パー ス を つけ て キャ ラ と 組み 合わ 
せま す 総 。 キ ャ ラ が 自然 に 座っ て 
いる 見 える よう に 、 バ ラン ス に 気 を 
つけ まし ょ う 。 ベ クタ ー レ イヤ 
は 、 後 か ら 調節 し て も 線 の 鮮明 さ が 
損なわ れる こと は な い の で 、 ま ず は 
組み 合わ せ て みて 、 違 和 感 を 感じ た 
ら 修 正 し て も 良い で し ょ う 。 


円 部 分 の 配置 が 終わ っ た ら 、 ベ ン 
チ の 側面 や ベン チ の 脚 を 描き 足し 
て いき ます 。 ま た 、 こ の 際 黒 枠 を 
旦 非 表 示 に し て 、 キ ャ ン バ ス の 下 
の 方 まで 線画 を 描い て お きま す @。 


Memo [定規 ] ツ ー ル で 引い た 線 は 、 
自由 変形 な どの 機能 で は 変形 で きま 
せん 。 定 規 に 沿っ て 描い た 線 を 変形 す 
る 際 も 、 定 規 は 追従 せ ず 邪魔 に な る 
だ け で す の で 、 必 要 な く な っ た ら す ぐ 
に 非 表示 に し て お く と 良い で し ょ う 。 


ベン チ と キャ ラ を 合わ せる 


@ 線画 を 描き 足す 


キャ ン バ ス の 下 ま で 描く 


下塗り を する 


対象 色 通明 以外 は 開 傘 幸 に も 


画 が 完成 し た ら 、 彩 色 の 下塗り マ 隙間 閉じ 回 回 | | 


Paes の 誤 基 90 
ニュ 祝 城 拡 縮 
| 


0 
まず 線画 レイ ヤー を 指定 し た 状 拉 和 方法 


ニテ メニ ュー = FV 寝 数 参照 2 PP。 


に 】 2 
ベク ター の 中 心 線 で 塗り 止ま る 
本 3 明度 | 
a 


「 囲 っ て 塗る 」 の 設定 ⑩ 大 ま か に 塗り つぶ す 


線画 レイ ヤー の 下 に 、 彩 色 レ イ 開 縛 舞 二 剛 
ヤー 用 の レイ ヤー フォ ル ダ を 作り 生生 
ます 。 フ ォ ル ダ の 中 に 、 パ ー ツ ご と マ 隙間 閉じ 画 画 画 
レイ ヤー を 作成 し 、 そ れ ぞ れ ま ず は に 3 ie0 
単色 で 塗り 分 け て いき ます 。 = 往 1 

授 維 方 法 

私 は 下塗り の 際 、「 塗 りつ ぶし 」 キワ 複 燈 多 照 2 P=。 
ツー ル の サブ ツー ル 「 囲 っ て 塗る 」 i 
と 、「 他 の レイ ヤー を 参照 」 を 使っ て = " 
いま す 。 ツー ル の 設定 は デフ ォ ル ト 
か ら 変 更 し て いる の で 、 図 を 参考 に 
し て くだ さい 。 「 他 の レイ ヤー を 参照 」 の 設定 @ は み 出 し を 消し て いく 


V アン チエ イリ アス 


まず 「 囲 っ て 塗る 」 で 塗り た い 範 
囲 を 囲っ て 塗り つぶ し ます ⑨。 


その 後 「 他 の レイ ヤー Mcwale 
2 凌 B 


TT D 湯 し は プ 
ラ シ で 塗っ て いき ます 。 

この や り 方 で 、 す べ て の パー ツ を 
ベタ 塗り し まし た 9。 


すべ て の パー ツ を 塗り 分 ける 
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キャ ラ の 塗り 分 けが 終わ っ た ら 、 先 に 背景 を 仕上 げ て いき ます 。 背景 の 色 味 
や 光源 が ある 程度 確定 し て いた 方 が 、 キ ャ ラ の 彩色 を 効率 的 に 進め る こと 
が で きま す 。 


ど 大 ま か に 色 を 乗せ る 


大 ま か に 背景 に 色 を 乗せ て いき ます 。 

まず は 一 枚 の レイ ヤー に 大 きめ の ブラ シ を 使っ て 色 
を 置き ます 。 画面 上 方 に は 植え 込み を 描く の で 、 直 線 
で アタ リ を 引い て いき ます 。 直線 よ り 上 に も 先 に 緑 を 
ざっ くり 置い て お き 、 全 体 の イメ ー ジ を 早い 段階 で 掴 
ん で お きま し ょ う 。 

また 、 構 図 を 確認 する た め に 配置 し た 黒 枠 は 、 塗 り 進 
め る 上 で は 不要 と な り ま す の で 取っ て し まい まし た 。 


背景 に 色 を 乗せ る 
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ベン チ の 中 央 に 木 を 描き ます 。 


新規 レイ ヤー を 作成 し 、 木 の 幹 か 
ら 塗 っ て いき ます 。 幹 は 一 枚 の レイ 
ヤー で 影 ま で 塗っ て いま す 。 


さら に 上 の 階層 に レイ ヤー を 作 
成 し 、 木 の 葉 を 描い て いき ます 。 木 
の 葉 を 塗る 際 は 、 デ フォ ルト の 円 形 
の ブラ シ で は な く 、 シ ェ イ プ を 三角 


イリ = ーー を う ピコ 


葉 先 の 形 が 描き や すく な り ま す 。 


= 


ブラ シ の 設定 


葉 と 幹 を 描く 


尊 植え 込み を 描く 


画面 の 奥 に 植え 込み を 描き 加え ます 。 

画面 左 の 木 を さら に 描き 込み 、 塗 り 重 ね ます 。 こ の 木 
より 下 の 階 層 に 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 ア タリ の 線 に 
kiln i ッ ト を 描い 
PMMA 手前 の 木の葉 


gy 水たまり と 雑草 を 描く 


水たまり も 描き 込ん で いき ます 。 

ざっ くり と 水たまり の 形 を 取っ た 下塗り の レイ ヤー 
を 作り ます 。 さ ら に 新規 レイ ヤー を 追加 し クリ ッ ピ ン 
グ 、 合 成 モ ー ド を [加算 ] に 設定 し 、 明 る い 色 を 入れ て い 
きま す 。 さ っ と ブラ シ を 入れ る こと で 、 光 が 反射 し て き 
ら め い て いる 様子 を 表現 し ます 。 

Sa 


Memo 背景 は 遠近 感 を 表現 する た め に 、 全体 の バラ ンス を 
見 な が ら 、 そ れ ぞ れ の パー ツ を 適宜 塗り 重ね 、 色 の 濃淡 や 塗 
り の 厚み で 画面 に 奥行 き を 加え て いき ます 。 


植え 込み と 木々 を 描く 


水たまり と 足元 の 雑草 を 描く 
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| 細か < 訟 込む 


また 、 新 規 レ イヤ ー を 作成 し て ベン チ の 下塗り と ク 
リッ ピン グ し た ら 、 影 色 を 落と し て いき ます 。 こ の 時 点 
で は 大 ま か に 、 ベ ンチ の 脚 や 、 円 形 部 分 の 側面 の 構造 を 
意識 し つつ 、 色 を 置い て いき ます 。 また 、 雑 草 の レ イ 
ヤー に も 切り 替え て 、 少 し ベン チ の 影 に な っ て いる 部 
分 を 意識 し て 塗り 込み まし た @。 


脱 | を 詞 を 補正 する 


背景 の 色 味 が 少し 単調 に 見 えた の で 、 色 調 を 補正 し 
ます ⑨。 

まず は ここ まで の 工程 で 作成 し た 背景 に 関わ る す 
べ て の レイ ヤー を 、 一 つの レイ ヤー フォ ル ダ に まとめ 
て お きま し ょ う 。 レ イヤ ー パ ネル 上 で 背景 の レイ ヤー 


@ ベン チ に 軽く 影 を 入れ 、 雑 草 を 塗り 重ね る 


フォ ル ダ を 選択 し た 状態 で 、 編 集 メ ニュ ー つ "色調 補 
正 " つ "トー ンカ ー ブ " を 選択 し ます 。 

ダイ アロ グ で 「Red」 に 切り 替え て 、 図 の よう に カー 
ブ を 変更 し まし た 。 こ の 変更 に より 、 画 面 の 明る い 部 
分 の 赤み を 強く する こと が で きま す 給 。 


⑩ 補正 前 


@ トー ンカ ー ブ を 使用 する 


© 明る い 部 分 の 赤み を 強く する 


7 さら に 色調 を 補正 する 


さら に 背景 の 色 味 を 調整 し ます 。 色 を 乗せ 終わ っ た ら グ ラ デ ー シ ョ ン レ イヤ ー の 合成 

レイ ヤー フォ ル ダ の 上 層 に 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 任 モー ド を [スク リー ン ] に 設定 し ます 。 植 え 込み 近辺 は 日 
意 の グラ デー ショ ン を 乗せ て いき ます 。 こ こ で は 画面 上 差 よう な 色合い に し て 、 木 の 葉 の 部 分 は 少し 周 
方 に 青 ~ー オ レン ジ の グラ デー ショ ン を 乗せ て いま す ⑨。 と 色 を な じ ま せ まし た @。 


⑩ グラ デー ショ ン を 作る @ グラ デー ショ ン を [スク リー ン ] に 設定 


§ 影 と 木漏れ日 を 描く 


ベン チ に 落ち る 影 と 木漏れ日 を 描き 込ん で いき ます 。 さら に 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 合 成 モ ー ド を [加算 ( 発 

新規 レイ ヤー を 作成 し 、 合 成 モ ー ド を [スク リー ン ] に 光 )] に 設定 、 木 の 葉 や 幹 、 ベ ンチ に と ころ どこ ろ ハ イラ 
設定 後 、 紫 の 描画 色 で 、 木 の 影 を 描い て いき ます 総 。 ま イト を 入れ て お きま す 。 ま た 、 背 景 の 中 で ベン チ だ け 線 
た 、 と ころ どこ る ろ る 影 に # tn 画 が あり 浮い て 見 えた の で 、 ベ ンチ の 線画 を 非 表 示 に 変 
を 表現 し ます @。 更 し ます @。 


ド 


⑩ 木 の 影 を 描く @ 塗り 残し を つく り 木 漏れ 日 を 表現 する ハイ ライ ト を 加え 仕上 げ る 
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本 格 的 に キャ ラク ター を 塗り 進め て いき ます 。 まず は 肌 の 色 を 塗っ て いき ま 
し ょ う 。 キャ ラ の 塗り に 入る 前 の 下 準備 に つい て も 、 こ こ で 合わ せ て 説明 し 
て お きま す 。 


同和 備 を する 


キャ ラク ター に ざっ くり 木 の 影 を 乗せ て み ま す 。 

キャ ラ の 下塗り レイ ヤー を 一 つの フォ ル ダ に ま と 
め 、 そ の 上 に [乗算 ] レイ ヤー を 作成 し て 、 ク リッ ピン グ 
し ます 。 今回 は キャ ラ 全 体 に 影 が か か っ て いる の で 、 
IN すす を 
こ で は 事 影 を 大 ま か に 折 形 と 人 人 
Ne pomera re 
お きま し ょ う 。 こ の レイ ヤー は Part7(P.037) で また 使 
用 し ます 。 

さら に 、 線 画 の 色 を 変更 し て 塗り と な じみ や すく し 
て お きま す 。 線画 の ベク ター レイ ヤー は 、 彩 色 の レイ 
ヤー フォ ル ダ よ り 上 の 階層 に 配置 し 、[ 乗 算 ] に 設定 し 
て お きま す 。 ま た 線画 レイ ヤー の 上 か ら 、[ オ ー バ ー レ 
イ ] レイ ヤー を クリ ッ ピ ング し て 、 赤 ピン ク 系 の 色 を 
ベタ 塗り し ます @。 ⑩ 木 の 影 を 乗せ て 確認 する @ 線画 の 色 を な じ ま せる 


今回 の イラ スト に つい て 、 イ ラス ト 自 体 は 描き 下る ろ し で す が 、 キ ャ ラク 
ター に 関し て は 、 オ リ ジ ナ ルキ ャ ラ の 設定 を 使用 し て いま す 。 

この キャ ラ は 何 度 か 描い た こと が あり 、 あ る 程度 詳細 な 設定 が 固まっ て 
いた の で 、 今 まで の デザ イン を 参考 に し な が ら ラ フ を 起こ し まし た 。 

また 、 配 色 に つい て も 、 こ れ ま で 描い た イラ スト を 元 に 決め て いま す 。 オ 
リ ジ ナ ル の イラ ス トト を 描く 際 は 、 と こま で 描き 込ん で いな い に し ろ 、 人 な 
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下塗り に クリ ッ ピ ング し た レイ 
ヤー 上 で 、 肌 の 影 を 入れ ます 。 


ボケ 足 の 強い ブラ シ を 使っ て 、 身 
= 3 ー で 

と 色 を 乗せ て いき ます 。 影 の 形状 と 
境界 線 の 処理 は 、 質 感 を 表現 する 上 
で 重要 な 要素 で す の で 、 こ だ わり を 
持っ て 作業 し まし ょ う 。 こ の 際 、 下 
塗り より も 彩 度 の 高い 色 を 使用 し 
て いま す ⑨。 


また 、 使 用 し た ブラ シ の 設定 は 図 
@ を 参考 に し て くだ さい 。 


ブラ シッ 濃度 
本 | 
連続 吹き 付け 
手 ブル 補正 


⑩ 肌 の 影 色 を 入れ る @ オリ ジ ナ ル ブ ラ シ の 設定 


職 詳細 に 塗り 進め る 


影 を 詳細 に 塗り 進め ます 。 


服 や 髪の毛 が 落と す 影 の 部 分 に 
より 濃い 色 を 置き ます 介 。 


また 、 濃 い 色 を 置い た だ け だ と 沈 
ん だ 印象 に な っ て し まう の で 、 影 の 
内 側 部 分 に は 、 青 み が か っ た 紫 系 の 
色 み を 足し て いき ます 。 さ ら に 、 脚 
に は 水たまり で で きる 反射 光 の 水 
色 も 入れ て お きま す @@。 


キャ ラク ター の 類 部 分 に は 、 ふ 
わっ と し た ブラ シ で チー ク の 赤み 
を 描き 入れ ます 。 


⑥ 各所 に 濃い 影 を 入れ る @ 青み を 足す 


チー ク を 入れ る 
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目 は キャ ラク ター の 印象 を 決定 する 上 で 特に 重要 な パー ツ で す 。 色 面 と し 
て は と て も 小さ いで す が 、 視 線 の 集中 する 箇所 で す の で 、 し っ か り と 着地 点 
の イメ ー ジ を 持っ て 、 妥 協 な く 塗 り 重 ね て いき まし ょ う 。 


TT 塗る 前 の 準備 


目 の 彩色 に 入る 前 に 、 レイヤー 構成 や ツー ル に つい 
て 説明 し て お きま す 。 

私 の 場合 、 目 の 彩色 は 下 か ら 順 に 「 白 目 」「 遼 」「 ま つげ 」 
の 彩色 レイ ヤー を 作成 し て いま す 。 

キャ dss 


PR すく な る で し ょ う @⑩。 析 画 時 点 で か な り 描き 込ん で いる 

ちな み に 瞳 に つい て も 、 以 前 描い た イラ スト を 参考 
に し な が ら 塗 り 進め て いま す 。 以 前 描い た イラ スト の 
デザ イン や 配色 を 踏襲 する 際 は 、 画 面 上 に イラ スト を 
表示 し て お く と 、 最 終 的 な 完成 像 が イメ ー ジ し や すく 
て 良い で し ょ う @。 


@ 以前 描い た イラ スト を 、 特に 障 の 部 分 を 参照 し な が ら 作業 し て いる 


用 白目 と まつ げ を 描く 


まず 、 白 目 の 影 を 描き ます 。 白 目 と 肌 の 境界 部 分 は 目 
立つ と 違和感 が ある の で 、[ エ アブ ラ シ ] ツー ル で ぼ か 
し ます 。 

まつ げに つい て は 、 目 頭 と 目尻 の 部 分 を 赤 茶 色 で ぼ 
か し 、 肌 色 と な じ ま せ て いま す 。 


白目 と まつ げ を な じ ま せ る 


譜 皿 に 影 を 落と す 


ざっ くり と 瞳 に 影 を 落と し ます 。 

まず は 新規 レイ ヤー を 作成 し て 下塗り に クリ ッ ピ ン 
グ 後 、 瞳 の 中 央 に それ ぞ れ 卵 型 を 描き 込ん で 、 瞳 孔 を 表 
現し まし た 。 こ の の な どど を 
加え て つつ 、 瞳 < 
重ね て いき ます 6 0。 失 画 色 に つい て も 適宜 変更 し な 
が ら 、 ま た 明暗 だ け で な く 彩 度 に も 変化 を つけ た 色 選 
び を 心がけ つつ 塗り 進め まし ょ う 。 目 の 立体 感 を 強調 
し 、 さ ら に 色 の 深み も 強め て いく よう 作業 し て いま す 。 


4 ハイ ライ ト を 足す 


ハイ ライ ト を 加え ます 。 

線画 の 上 の 階層 に 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 合 成 モー 
ド を [加算 (発光 )] に 設定 し ます 。 

まず は 、 瞳 の 下方 と 瞳孔 部 分 に うっ すら と 明る い 色 
を 入れ て 、 映 り 込み を 表現 し まし た 旨 。 

2 NL ライ pm 


に 障 孔 の 下方 を 少し な ぞ り 、 蘭 部 分 の 輪郭 線 に も 小さ 
く 点 を 打ち ます @。 
最後 に 瞳 の 上 方 、 暗 色 部 分 に 2 


て 、 質 感 を より 高め ます 。 合 わせ て 口 も 彩色 すれ ば 、 顔 
の 完成 で す @⑲。 


ノ 


⑩ 卵 型 を 描く 


@ 暗い 部 分 
を 塗っ て いく 


さら に 深い 
色 を 重ね る 


⑩ うっ すら と 
写り 込み を 描く 


@ 強い ハイ ラ 
イト を 入れ る 


⑥ 別 の 色 を 加 
える 
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Part 


ツヤ の ある 髪の毛 を 塗っ て いき ます 。 髪 を 塗り 重ね る 際 は 、 毛 の 流れ と 光源 
を 意識 し て 、 色 を 乗せ て いき まし ょ う 。 ツヤ 感 を 強調 する た め に 、 合 成 モ ー ド 
も 活用 し ます 。 


Tf 塗る 前 の 準備 


髪 の 彩 色 に 入る 前 に 、 ツ ー ル や 塗り の 方 針 を 説明 し の 流れ る 方 向 を 意識 し て 塗っ て いき まし ょ う 。 
て お きま す 。 また 、 髪の毛 の 塗り に 際 し 、 オ リ ジ ナ ル の ブラ シリ 水 


現状 の 下塗り を 置い た 状態 倫 か ら 塗り 重ね て いき 、 彩 に じみ 」 を 設定 し て お きま すき 。 キ ャ ラク ター の 塗り 
参考 の イラ スト の 状態 まで 近づけ て いき ます 《@。 髪 の 込み は ほとん どこ の ブラ シ で 行なっ て いま す が 、Part3 
で 紹介 し た ブラ シ 「 ふ わ 」 も 適宜 併用 し て いま す @。 


不透明 度 100 


ソ 下地 混色 | 妥 | 委 


100 & 


連続 吹き 付け 
手 ブ し 補正 
ぐ ⑨ 「 水 彩 に じみ 」 設 定 ⑥ 「 ふ わ 」 設 定 
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| 髪 に 影 を 入れ る 


まず 、 髪 の 毛 の 下塗り レイ ヤー の 上 に 新規 レイ ヤー 
を 作成 し 、 ク リッピ ング し て お きま す 。 合成 モ ー - ド は 
[通常 ] の まま 、 髪 の 毛 ロ ヽ 、 技 3 
PP TP コー イタ 
彩 に じみ 」 ブ ラ シ を 使用 し て いま す 。 


⑩ 髪 に 影 を 入れ る 


開 | ツヤ と 毛 先 を 調整 する 


光源 の 逆 側 に 位置 する ツヤ に 、 青 系 の ブラ シ を 塗り 
重ね て 、 色 味 に 変化 を つけ て いき ます 。 新 規 レ イヤ ー を 
作成 し 、 下 塗り に クリ ッ ピ ング し た ら 、 画 面 右 方 の 髪 ツ 


さら に 、 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 下塗り に ク 


リッ ピン 


人 合成 モー ta NEE 


⑩ ツヤ に 青 を 、 毛 先 に オレ ンジ を 足す 


影 に 使用 し た 色 


さら に 作成 し た 影 色 の レイ ヤー を 複製 し 、 合 成 モ ー 
ド を [乗算 ] に 設定 し ます 。 色 を 濃く し た い 部 分 を 残し 
て [消し ゴム ] ツー ル で 消し て いき 、 濃 淡 を 調整 し た ら 、 
複製 元 の レイ ヤー と 統合 し ます @。 


@ 影 色 を 濃く する 


け て いる よう に 見 せる こと が で きま す 。 
そこ か ら ま た 、 髪 の ツヤ の エッ ジ を ブラ シ で 削っ た 
り 足 し た り し て 、 色 味 の 強 弱 を 調整 し ます 。 髪の毛 の 濡 
れ た 質感 を 表現 する た め に 、 よ り 濃 い ツ ヤ を 加え て 、 硝 
の 毛 の 厚み で 影 に な る 部 分 も 描き 足し ます 。 
最後 に 、 光 源 に 近い 画面 左側 の 後頭 部 を 、 ON 
本 顔 の 右側 の 毛 束 


@ ツヤ を 調整 する 
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Part 


スカ ー ト は 、 ま ず 最 初 に チェ ッ ク 柄 を 描き 込ん で 、 そ の 上 か ら 色 を 塗っ て いき 
ます 。 プリ ー ツ の 重なり や 、 座 っ た と き に で きる シワ の 形 を 考え な が ら 塗 り 重 
ね まし ょ う 。 


貞 肛 チェ ッ ク を 挫 く 


今回 も 元 に な っ た キャ ラク ター を 確認 し な が ら 塗 っ 
て いき ます 維 。 制 服 の チェ ックス カー ト を 履い て いる 
イメ ー ジ で す の で 、 最 初 に チェ ッ ク 柄 を 描き 込ん で い 
きま す @。 

まず は スカ ー ト の 下塗り に 新規 レイ ヤー を クリ ッ ピ 
PH Ua 


PPP し て で 。 き 
る 四角 形 は 、 少 し 色 を 明る くし て お きま す 。 
その 上 か ら 、 赤 線 の 中 心 を 通る 白い 線 と 、 赤 線 の 両側 
ーー 本 ずつ 線 を 引い て いけ ば 、 チ ェ ッ ク 柄 の 完成 で す 
@⑨。 


@ 下塗り の 状態 チェ ッ ク 柄 を 完成 させ る 
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脱 を 入れ る 


プリ ー ツ スカ ー ト に 影 を 入れ て いき ます 。 

新規 レイ ヤー を 作成 、 下 塗り レイ ヤー に クリ ッ ピ ン 
グ 後 、 合 成 モ ー ド を [乗算 ] に 設定 し 、 影 を 描い て いき ま 
す 。 こ の 際 、 紫 系 の 描画 色 を 使用 し て いま す 。 

影 を 入れ る 際 も スカ ー ト の 広がり と 、 プ リー ツ の 重 


な ど は 、 通 常 よ り も シワ 2 を 細か く 和 人 和信 れ て いき ます 。 
座っ た と き に どの よう な シワ が で きる か よく 考え な が 
ら 、 あ る い は 写真 な どの 資料 を 確認 し な が ら 描 画 し て 、 
シワ の 形状 に 説得 力 を 持た せま し ょ う 。 


影 と シワ を 描き 込む 


同上 る い 面 を 塗る 


プリ ー ツ スカ ー ト の 一 部 に 明る さ を 足 し ます 。 

本 来 、 プ リー ツ ス カー ト の 生地 は 厚み が ある の で 、 肌 
は 透け ませ ん 。 し か し ここ で は 画面 に 透明 感 を 出す た 
め に 、 明 る い 色 を 入れ て いき ます 。 新 規 レ イヤ ー を 作 
成 し 、 下 塗り に クリ ッ ピ ング し た ら 、 光 の 当たる 面 を 意 


明る い 面 を 描き 込む 
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キャ ラ 魅せ 
echmique 


濡れ て 透け た ブラ ウス を 描く 


雨 に 濡れ て 透け た 薄い 生地 は 、 見 た 目 に も わか りや すい 質感 表現 で す 。 透 け 
感 に 説得 力 を 持た せる た め に も 、 レ イヤ ー を 細か く 切 り 替 え 塗 り 重 ね な が 
ら 、 細 部 まで こだわ っ て 作業 し まし ょ う 。 


還 間 プラ ウス を 塗る 


白 の ブラ ウス を 塗り 進め て いき ます 。 薄 い 生地 の ブ 
ラウ ス が 、 濡 れ て 透け て いる 様子 を 表現 し まし ょ う 。 

まず ブラ ウス の 下塗り レイ ヤー の 上 に 、 レ イヤ ー を 
新規 作成 し て クリ ッ ピ ング し ます 。 ク リッ ピン グ し た 
レイ ヤー 上 で 、 ブ ラウ ス の 布地 に 透け て いる 、 体 の シル 
エッ ト を ざっ くり 描き 込ん で いき ます 。 こ の 際 、 透 け に 


濡れ 透け の 表現 の た め に 、 実 際 に シル 
エッ ト を 描き 込む 必要 が あり まし た が 、 服 


9 る 


下塗り 


ら ゆ る 工程 で 重要 で す 。 

スカ ー ト の よう な シル エッ ト の わか り づ 
らい 衣服 は も ちろ ん で す が 、 シ ワ が どこ を 
起点 に 発生 し 、 ま た どこ で 終わ る の か な ど 
も 、 体 の 凹凸 や ポー ジン グ に 影響 を 受け る 
の で 完成 時 に 隠れ て 見 えな い 箇 所 に つい て 
も イメ ー ジ を し て お きま し ょ う 。 


シル エッ ト の 色 体 の シル エッ ト を 描く 
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3 下着 を 描き 込む 


下着 を 描き 込ん で いき ます 。 

新規 レイ ヤー を 下塗り に クリ ッ ピ ング し 、 ま ず は 
ざっ くり と 下着 の 形状 を 描き 込ん で いき ます 。 カ ッ プ 
も ある 程度 ディ ティ ー ル を 詰め て お く と 、 濡 れ 透 け の 
表現 に も 説得 が 出 ます 。 

ここ で は ピン ク を ベー ス 色 に 、 カ ッ プ 部 分 に スト ラ 
イプ を 入れ まし た 。 ス トラ ッ プ ( 肩 紐 ) も 、 う っ すら と で 
す が 忘 れず に 描い て お きま す 。 


下着 を 描く 


I シワ と 影 を 描く 


服 の シワ と 影 を 描き 込ん で いき 
ます 。 新 規 レ イヤ ー を 下塗り に ク 
リッ ピン グ し 、 合 成 モ ー ド を [乗算 ] 
に 設定 し ます 。 こ こ に ざっ くり と 
影 を 乗せ ます 。 描 画 色 に は 、 青 み が 
か っ た グレ ーー ベー ジュ な ど 、 色 相 
を 変化 させ な が ら 塗 っ て いき ます 。 


影 色 の 一 例 シワ と 影 を 描く 


了 濡れ て 透け た 布地 を 塗る 


下着 の 上 に ブラ ウス の 色 を 乗せ て いき ます 。 

まず は 新規 レイ ヤー を 下塗り に クリ ッ ピ ング し ま 
す 。 下着 を 覆う よう に 、 ブ ラウ ス の 白 を 塗っ て いき ま 
取 同士 が 重 5 部 分 上 


ー 


メー ジ で す 。 こ の 際 下 着 を 完全 に 塗り つぶ し て 見 え 
な く な っ て し まわ な いよ う 、 さ じ 加 減 に 気 を つか いま 
し ょ う 。 
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Part 


色 味 を 調整 し 仕上 げ る 


全体 の 色 味 を 調整 し て 、 イ ラス ト を 完成 させ ます 。 色 味 を 調整 する こと で 、 
画面 に 奥行 き を 作り 出し 、 人 物 に 視線 を 集中 させ る こと が で きま す 。 最後 に 
構図 を 調整 すれ ば 完成 で す 。 


TF 水滴 を 描く 


体 の 流れ る 水滴 を 描き 加え ます 。 
まず 、 彩 色 レ イヤ ー フ ォ ル ダ の 上 
に 、 新 規 レ イヤ ー を 作成 し クリ ッ ピ 
ング 、[ 乗 算 ] に 設定 し ます 。[ 乗 算 ] 
レイ ヤー 上 に 、 肌 の 上 の 水 の 筋 を 描 
いて きま す 。 体 の ライ ン に 沿っ て 流 
れ 落 ち て いく 様子 を 表現 し まし ょ 
う 。 類 、 腕 、 首 、 脚 、 な ど 、 ほ ぼ 全 身 に 
水 の 筋 を 描き 入れ ます 。 


さら に 上 の 階層 に 新規 レイ ヤー 
を 追加 し 、 流 れる 水 に ハイ ライ ト を 
描き 足し ます 。 加 えて 、 毛 先 や 体 の 
頂点 か ら 滴り 落ち る 水滴 の 形状 を 
描き 込ん で いき ます 。 


髪 の ツ ヤ 感 、 ブ ラウ ス の 透け 感 と 
相まって 、 キ ャ ラク ター の 瑞 々 し さ 
を さら に 強調 で きま し た 。 


毛 先 や 吾 に は 水滴 を 強め に 描き 入れ る 


腕 は 2 本 の 骨 が 交差 し て いる こと を 意識 し 
て 、 水 の 筋 を 走ら せる 


脚 の 丸み に 沿っ て 零れ 落ち そう な 水 を 表現 する 


背景 の 色 味 を 調整 する 


こと か ら は 全体 的 な 色調 の 調整 や 仕上 げに 入っ て い 


6 全体 的 に 少し 赤み が か っ ER 1 し 
た が 、 胡 に 選 


まず 、 編 集 メ ニュ ー つ “色調 補正 "の いずれ か を 使用 し 
て 、 木 の 影 色 を 青紫 に 変更 し ます 。 この 際 、 影 の キワ 部 
分 の み 赤 っ ぽい 色 を 残し て お きま し ょ う 。 


調整 前 。 画 面 が 赤 ホ っ ぽい 


OK 
キャ ン セ ル 
V′ プレ ビュ ー 
マゼンダ 


イィ エロ ー 


階 主 の バラ ンス 
シャ ドウ 


ソ 王 度 を 梨 持 


“カラ ー バ ラン ス " は 色 域 ご と に 細か く 調 整 で きる 


画面 上 部 に か か っ て いた [スク リー ン ] レイ ヤー に 切 
り 替 え 、 こ ちら も 青 系 の 色 に 変更 し まし た 。 これ で 画面 
全体 の 色 味 が 変わ り ま し た 9。 

色調 補正 の 方 法 に つい て 、 使 いや すい も の で 構い ませ 
ん が 、" ト ー ン カー ブ " や “カラー バラ ンス "な どの 使用 が 
適当 だ と 思い ます 。 


3 全体 を 青 っ ぽく 調整 


OK 
キャ ン セ ル 
V′ プレ ビュ ー 


リセ ッ ト 


“トー ンカ ー ブ " も どの 色 を 調整 する か 選ぶ こと が で きる 
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CLIP STUDIO PAINT の 色調 補正 機能 こ た は 、 さ 明る さき ・ コ ント ラス ト .。 
ま ざ ま な 種類 が あり ます 。 色相 ・ 彩 度 ・ 明 度 .… 88U 
代表 的 な も の と し て 、 明 暗 を 調整 する "明る さ ・ 階 調 化 .… 
階 調 の 反転 $8! 


コン トラ スト "W、 明 度 だ け で な く 色 相 や 彩 度 も レベ ル 補 正 .. 
合わ せ て 変更 で きる "色相 ・ 彩 度 ・ 明 度 "@、 画 像 トー ンカ ー ブ .… 


の シャ ドウ ・ 中 間 調 ・ ハ イラ イト の バラ ンス を 操 カラ ー バ ラン ス .… 
は EE 2 値 化 .… 
な s 
作 ずる レベ ル 補正 iid | クラ デー ショ ンマ ッ プ - 
本 6 “色調 補正 "機能 一 覧 
の 、 い ソ ーー ~ nd ふ 


それ ぞ れ が どの よう な 処理 に 向い て いる か 把握 
し て お く と 、 ほ か の 環境 に 移っ て も 応用 が 利く の 
で 、 一 度 詳 し く 機能 を 調べ て みた り 、 自 分 で 試し 
て みた りす る と 良い で し ょ う 。 


人 "明る さ ・ コ ント ラス ト *" 


@ 色相 ・ 彩 度 ・ 明 度 * 


@ "レベ ル 補 正 " 
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同 間 作 点 を 調整 する 


イラ スト を 見 る と き 、 キ ャ ラク ター に 視線 が 集中 する 
よう に 、 画 面 全体 の 焦点 を 調整 し ます 。 

一 旦 引 いて 見 る と 、 背 景 の 描き 込み に 対し 、 キ ャ ラ が 
少し 埋もれ て し まっ て いた の で 、 キ ャ ラ に ピン ト を 合わ 
せる よう に 効果 を 加え て いき ます 。 具 体 的 に は 、 背景 全 
体 を 少し だ け ぼ か し て いき まし ょ う 総 。 

この 時 点 で 、 背 景 の レイ ヤー フォ ル ダ を 複製 し 、 複 
製 フ ォ ル ダ を 統合 し て お きま す 。 そ し て フィ ルター メ 
ニュ ー つ "ぼかし "な ど を 使用 し て 、 統 合 し た 背景 レイ 
ヤー を ぼかし て お きま す 。 

その 後 、 画 面 手前 部 分 は [消し ゴム ] ツー ル で 、 ふ ん わ 
り と 消し て いき 、 画 面 奥 の 植え 込み 部 分 だ け 、 上 に 重ね 
た (ぼけ た ) レイヤー を 残し て お きま す @。 

これ で 遠景 (画面 典 ) だ け ぼ や けた よう に 見 せる こと 
が で き 、 画 面 に 奥行 き を 出し つつ 、 画 面 手前 の キャ ラ に 
視線 を 誘導 で きる で し ょ う 。 


@ 植え 込み 部 分 だ け ぼ け を 残す 


⑩ この 後 、 一 旦 背景 全体 を ぼかす 


画面 の 奥行 き を 強調 する 
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Step3 で 、 背 景 を ぼかす こと に よっ て 、 擬 似 的 
に キャ ラク ター に ピン ト を 合わ せる 処理 を 施し 
まし た が 、 実 際 に カメ ラ な ど で 撮 影 す る 際 、 ピン 
ト の 合っ て いる 範囲 の こと を 「 被 写 界 深度 」 と 呼 
びび ます 。 

実際 に 写真 を 確認 し て み ま し ょ う 。 総 で は 果物 
や ビン な ど 、 静 物 に 対し て は すべ て ピン ト が 合っ 
て いま す 、 一 方 で 背景 に は ピン ト が 合っ て お ら 
ず 、 ボ ケ ボ ケ で 何 が ある の か 確か め る こと は で き 
ませ ん 。 

② つ は さら に 画面 中 央 の 皿 だ け に ピン ト を 合わ 
せま し た 。 先 ほど まで 皿 と 同じ よう に ピン ト の 
合っ て いた ビン や カゴ は 、 す っ か り ボ ケ て し まっ 


⑩ 全体 に ピン ト が 合っ て いる 


@ 中 央 の 皿 に ピント が 合っ て いる 


て いま す 。 先 ほど より ピン ト の 合っ て いる 範囲 が 
狭く な っ て いる か ら で す 。 

ピン ト の 合っ て いる 範囲 が 狭い こと を 、 被 写 界 
深度 が 「 浅 い 」 と いい ます 。 被 写 界 深度 が 浅い と 、 
画面 に ある も の すべ て を 確認 する こと が 難し く 
な る 一 方 で 、 特 定 の 箇所 に 視線 を 集中 させ る こと 
が で きま す 。 被 写 界 深度 を コン トロ ー ル する こと 
に よっ て 、 画 面 の 中 に 「 主 役 」 を 作り 出す こと と が で 
きる の で す 。 

この よう に 写真 に 用 いら れる 技術 や 演出 手法 
は 、 イ ラス ト に も 応用 する こと が で きま す 。 先 ほ 
どの よう に 「 擬 似 的 に 」 再 現す る こと に よっ て 、 そ 
の 効果 も 同様 に 再現 され る で し ょ う 。 


用 間 キャ ラ っ に 木 の 影 を 落と す 


キャ ラク ター に 木 の 影 を 落と し ます 。 す 。 現状 の 画面 の 色 味 に 合わ せ て 、 木 の 影 も 色調 補正 を 
Part3(P022) で 作成 し た まま 非 表示 に し て いた 、 キ ャ かけ たり 、 レ イヤ ー の 不透明 度 を 調整 し て お きま す 。 
ラク ター に か か っ て いる 木 の 影 の レイ ヤー を 表示 し ま 


レイ ヤー を 表示 し て 
色 味 を 調整 する 


1 木漏れ日 を 表現 する 


キャ ラク ター に か か る 木漏れ日 の 光 を 描き 込み ます 。 

新規 レイ ヤー を 作成 し 、 合 成 モ ー ド を [加算 (発光 )] に 
設定 し ます 。 そ し て キャ ラク ター に か か る 木漏れ日 の 光 
を 描き 込ん で いき ます 。 背 景 の 木 の 幹 な ど に も 、 輪郭 近 
くに 少し 明る い 色 を 描き 込み まし た 。 


木漏れ日 を 描き 入れ る 
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剛 | キャ ラク ター を 仕上 げ る 


キャ ラク ター EE これ で キャ ラ の 仕上 げ は 完了 で す 。 
6 の ド ここ まで きた ら 、 最 後に 改め て 画面 全体 を 引い て み 


部 近く に 人 イラ イト を 加え ます 。 さ ら に 新規 レイ ヤー を て 、 ほ か に 修正 すべ き 点 は な いか 、 気 に な る と ころ は な 
作成 し 、 合 成 モ ー ド を [スク リー ン ] に 設定 、 瞳 に 明る い いか 、 よ く よ く 確 認 し て お きま し ょ う @。 
色 を 加え まし た ⑨。 


⑩ 顔 の 輪郭 に 
ハイ ライ ト を 、 
瞳 に 明る い 色 
を 入れ る 


@ 全体 を 確認 し 、 修 正 点 を 洗い 出す 


請 少 較 を 調整 する 


最後 に に イラ スト の 構図 を 調整 し ます 。 

Part1(P013) で も 書い た 通り 、 こ の イラ スト は 後 か 
ら 構図 を 調整 で きる よう に 、 本 来 の 仕上 が り よ り 大 きめ 
に キャ ン バ ス を 作っ て いま す 。 そ の た め 、 一 通り 作業 が 
終わ っ た ら 、 最 後に 現状 の イラ スト か ら 仕 上 が り サ イズ 
に トリ ミン グ す る 必要 が あり ます 。 

まず 、 こ こま で の 作業 デー タ を の レイ ヤー を 、 一 旦 す 
べ て 統合 し て お きま す ( こ こ で 上 書き 保存 し て し まわ な 
いよ うに 注意 し まし ょ う ! ) ⑩。 

次 に 、B5 判 十 塗 り 足 し 3mm の キャ ン バ ス を 新規 作成 
し て 、 先 ほど 統合 し た 画像 を コピ ー& ペ ー ス ト し ます 。 
その 後 、 統 合 し た 画像 を 縮小 、 移 動 を 行い つつ 構図 を 確 
定 さ せま す 。 イ ラス ト 全 体 の 奥行 き や 、 キ ャ ラク ター の 
印象 を 損なわ な いよ うに 、 慎 重 に 構図 を 決め まし ょ う 。 
縮小 と 移動 が 完了 し 、 構 図 が 確定 し た ら 完 成 で す @。 
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Making 2 


Title | 幼馴染 の 彼女 
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肌 に 赤み を 加え 、 寒 さ 
を 表現 する (P050) 


キャ ラ 魅せ 
Techmigque 


全体 の 雰囲気 を 
整え る (P.074) 


くん 2 
A ; N 2 や わら か い 線 を 作る 
(P068) 


MZ ahi Mi - 


Sakula Yuki’s Comment 


今回 は 「 寒 さと 空気 感 」』 の 表現 に こだわ っ て 制作 し まし た ! 効率 の 良 
い 塗 り 方 や 手順 で は な いか も し れ ま せん が 、 私 な り の や り 方 で 表現 


させ て いた だ きま し た ! 寒い 雰囲気 な ら で は の 女の子 の 可愛 さ が 伝 
わっ た ら 嬉 し いで す 。 


Making 2 咲 良 め ゆ き 


冬 の 日 の 寒さ と 
空気 感 を 表現 する 


本 章 で は 「 寒 さ 」 を 表現 する 具体 的 な 方 法 を 紹介 し ます 。 目 に 見 えな い 「 寒 
さ 」 は 表現 が 難し く 思 えま す が 、 キ ャ ラク ター の 見 せ 方 を 工夫 する こと で 、 
周囲 の 空気 感 ま で 作り 上 げ る こと が で きま す 。 


叶 き 大 染 


じ 制作 環境 じ 制作 過程 

OS Windows8.1 64bit Part1 本 格 的 に 塗る 前 に 一 P044 

CPU Intel® Core™ j5-7600 Part2 肌 を 塗る 一 PO48 

メモ リ 16GB [キャ ラ 双 を > 肌 に 赤み を 加え 、 寒 さ を 表現 する 一 PO50 
タブ レッ ト Ointiq 13HD Part3 髪 を 塗る P052 

モニ ター FlexScan 24.1 イン チ Part4 瞳 を 塗る 一 PO056 

ツー ル CLIP STUDIO PAINT EX Part5 タイ ツ を 塗る 一 P058 


Part6 ジャ ケッ ト を 塗る 一 PO60 
Part 7 スカ ー ト を 塗る 一 P062 

Part 8 マフ ラー と 小物 を 塗る 一 P064 
[キャ ラ 絶 せ > や わら か い 線 を 作る P068 
Part9 背景 を 描く 一 PO70 

[キャ ラ 魅 せ > 全体 の 雰囲気 を 整え る 一 PO74 
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本 格 的 に 塗る 前 に 


まず は 「 寒 さと 空気 感 を 表現 する ] と いう テー マ か ら 、 大体 の 完成 像 を イ 
メー ジ し ます 。 「 冬 ] 「 ふ ん わり し た 感じ の 女の子 ]「 あ た た か い 飲み 物 ] 「 赤 
く な っ た 鼻 」 な ど 、 要 素 が 掴め て きた ら 、 実 際 に 描き 起こ し て み ま し ょ う 。 


Part 


症 | ラフ を 起こ す 


CLIP STUDIO PAINT を 起動 後 、 
B5 サ イズ で 新規 キャ ン バ ス を 作成 
し 、 ざ っ くり と 「 寒 い 季 節 に あ た た —~ 


メー ジ で アタ リ を 作り ます (「 レ イ 2 4 
ヤー1」) ⑳。 ポーズ が 決ま っ た ら / SS 

「 レ イヤ ー1」 の 不透明 度 を 下げ 、 上 デー 
の 階層 に レイ ヤー を 1 枚 追加 (「 レ | 

イヤ ー2」)、 顔 や 身体 を 描き 込み ま 

す 。 背 景 も 描き 足し て 「 木 に 寄り か 
ル エ ッ ト が で き て きま し た @。 


ここ で 編集 メニ ューー"“ 変 形 "っ 
“拡大 ・ 縮 小 ・ 回 転 " を 使い 、 人 物 を 
ぐっ と 拡大 し メイ ン に 見 せる 構図 
に し ます き 。 さ ら に も う 1 枚 、 上 の 
階層 に レイ ヤー を 追加 (「 レ イヤ ー 
3」)、 服 や 小物 を 描き 加え ます 倫 。 
この 際 「 レ イヤ ー1」 は 非 表 示 、「 レ 
イヤ ー2」 は 不透明 度 を 下げ て お き 、 
ある 程度 描き 込ん だ ら 「 レ イヤ ー 
フォ ル ダ ー1」 に レイ ヤー を まとめ 
まし た 。 


© さら に 赤い 線 で 服 な ど を 描き 足す 


と - 100% 通 常 
マン ルター 1 


綴 100 % 通 常 
通常 


現在 の レイ ヤー 構成 


ラフ を 元 に 下 描 き を する 


ラフ を 元 に 下 描き を 作っ て いき 
ます 。 ま ず レ イヤ ー フ ォ ル ダー 
「 フ ォ ル ダー1」 の 不透明 度 を 下げ 、 
上 の 階層 に 「 フ ォ ル ダー2」 を 作成 、 
「 フ ォ ル ダー2」 内 に 新規 レイ ヤー 
を 作成 後 、[ 鉛 筆 ] ツー ル で 描き 込ん 
で いき ます 。 顔 だ け は ラフ の 時 点 で 


か な り し っ か り 描 き 込ん で いた の こさ > : 
で 、 下 描き と し て 流用 し ます 。[ 投 げ 0 ラフ の 顔 の 部 分 だ け を 流用 。 実 際 に は 選 @ 描き や すい 向き で 作業 する 


択 範囲 は 点線 で 示さ れる が 、 図 で は 水色 で 
な わ 選 択 ] ツ ー ル で 大 ま か に 顔 の 部 強調 し て いる 


分 を 指定 し 「 フ ォ ル ダー2」 内 に コ 
ピー& ペ ー ス ト し ます ⑨。 


段々 と 作業 が 細か く な っ て いき ま 
す が 、[ ナ ビ ゲ ー タ ー] パレ ッ > 


員 き 大 染 


Memo [ナビ ゲー ター] パレ ッ ト で 
は キャ ン バ ス の 拡大 縮小 、 回 転 表示 、 
反転 表示 な ど が 行え ます 。 ウィ ンド ウ 
メニ ューー ミ ナビ ゲー ター で パレ レッド 
の ON/OFF が 切り 替え られ ます 。 


議 伯 着 色 を する 


大 ま か な 配 色 の イメ ー ジ を 作り 
ます 。 下 描き より 下 の 階 層 に 新規 
レイ ヤー を 作成 し 、 [エアブラシ] 
ツー ル や [塗り つぶ し ] ツー ル を 使 
用 し て 、 大 ま か に 色 を 置い て いき 
ます 。 同 じ 要 領 で 、 色 ご と に 新規 レ 
イヤ ー を 作成 し 、 塗 りつ ぶし て い 
きま す 。 


配色 の イメ ー ジ を 掴ん だ ら 、 こ こ 
まで の レイ ヤー を わか りや すく ま 
と め て お きま す 。「 フ ォ ル ダー1」 は 
「 ラ フ 」、「 フ ォ ル ダー2」 は 『「 下 書き 」 
と レイ ヤー 名 を 変更 し まし た 。 


現在 の レイ ヤー 構成 


ーー 


最終 的 な 完成 像 を イメ ー ジ し な が ら 仮 色 を 置く 
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請 稼 画 を 忠 こす 


まず レイ ヤー フォ ル ダ ー「 ラ フ 」 
を 非 表 示 に し て 、「 下 書き 」 の 不透明 
度 を 下げ て お きま す 。 次 に 新規 に 
「 線 画 」 フ ォ ル ダー を 作成 し 、[ ペ ン ] 
ツー ル で 線画 を 描き 起こ し ます 。 こ 
の 際 [ ペ ン ] ツー ル の 設定 も 使い や 
すい よう 調整 し て いま す 。 


意識 し て 引い て いき ます 。 人 物 に 加 
えて 小物 や 細か い 部 分 、 背 景 に も 軽 
く 線 を 入れ て お きま す 。 


100 ロ 

00 ロ 

90 ねむ 
連続 吹き 付け 


紙質 


使用 し た ペン の [ツー ルプ ロ パ ティ ] 


議 | 錠 を 邊 調整 する 


CLIP STUDIO PAINT で は 、 一 度 
引い た 線 の 太 さ を 調整 する こと が 
出来 ます 。[ 線 修正 ] ツー ル を 選択 、 
[サブ ツー ル ] を 「 線 幅 修正 [ツー 
ルプ ロ パ ティ ] を 「 指 定 幅 で 太ら せ 
る 」 に 設定 し ます 総 。 これ で 任意 の 
箇所 を な ぞ っ て いく と 、 線 が 太く な 
り ま す 包 。 ここ で は 人 物 全 体 の 外 


側線 だ け を 太く し まし た 。 9 「 指 定 幅 で 太ら せる 」 トー ーー 
の 値 は 0.2 に 設定 @ 外側 の 線 を な ぞ る 


_ 線画 が 完成 し た 
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下塗り を する 


塗り 分 け に 入る 前 に 、「 ラ フ 」「 下 書き 」 を 非 表 示 に し 
ます 。 その後 新規 レイ ヤー フォ ル ダ ー「 全 部 」 を 作成 し 、 
その 中 に 「 線 画 」 フ ォ ル ダー を 格納 し ます 。 また 「 全 部 」 
の 中 に 新しく 「 色 」 フ ォ ル ダー を 作成 し まし た 。 

ここ か ら 「 色 」 フ ォ ル ダー 内 に パー ツ ご と に レイ ヤー 
を 作成 し 、 ベ ー ス と な る 色 を 置い て いき ます 。 線画 に 
沿っ て 隙間 な く 塗 りつ ぶし まし ょ う 。 

は じ め か ら 肌 の よう な 明る い 色 を 置 こ うと する と 、 


と 100 % 通 常 


2 に コ 


100 % 通 常 
マ 線画 


100 % 通 常 
レイ ヤー 11 


着色 前 の レイ ヤー 構成 。 今 後 は 「 全 
部 」 内 で 作業 する 


は じ め は 暗い 色 を 置い て お く と わか りや すい 


キャ ン バ ス の 色 (「 用 紙 」 レ イヤ ー の 色 ) と 見 分 け づ らく 、 
塗り 残し が 出 や すい た め 、 最 初 は 暗い 色 を 仮に 塗る と 
良い で し ょ う 継 。 そ の 後 対象 レイ ヤー に 「 透 明 ピ クセ ル 


を ロッ ク 」 を 適用 すれ ば 、 既 に 色 の 塗ら れ て いる 箇所 に 
の み 描 き 込 み で きる よう に な る の で 、 本 来 の 色 で 塗り 
つぶ し て し まい まし ょ う 紛 。 

同じ 要領 で し レイ ヤー を 追加 し て いき 、 下 塗り が 完了 し 
。 こ こ か ら 本 格 的 な 着色 作業 に 入っ て いき ます 。 


まし た 


| 


「 透 明 ピ クセ ル を ロッ ク 」 後 、 肌 色 で 塗り つ 
ぶす 


男 | {ヤー 18 


100 % 通 常 
下書き 


) 暫 


ym 100% 通 常 

「 レ イヤ ー12= ま つげ 」 

「 レ イヤ ー13= 髪 」 

「 レ イヤ ー14= テ 肌 ・ タ イツ 」 

「 レ イヤ ー15= 上 着 」 

「 レ イヤ ー16= ニ マフ ラー・ ス カー ト 」 
「 レ イヤ ー17= 向 」 

「 レ イヤ ー18= 背 景 」 
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Part 


ここ か ら は 本 格 的 な 着色 作業 に 入っ て いき ます 。 まず は 肌 に 入れ る 影 や ハ 
イラ イト に つい て 説明 し ます 。 また 作業 の 手順 が 前 後 し ます が 、 次 の 見 開き 
で は 肌 に 赤み を 加え て 寒さ を 表現 する 方 法 を 紹介 し ます 。 


| ハイ ライ ト を 入れ る 


ここ か ら は 、 下 塗り し た レイ ヤー に クリ ッ ピ ング し 
て 影 な ど を つけ て いく 作業 に な り ま す 。 今回 は 「 肌 」ー 
「 髪 」 つ 「 目 」 つ 「 服 」 っ 「 小 物 」 の 順 で 塗り ます 。 

早速 肌 の レイ ヤー の 上 に 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 レ 
イヤ ー メ ニュ ー つ "レイ ヤー 設定 " つ " 下 の レイ ヤー に ク 
リッ ピン グ " を 選択 し ます 。 こ れ で 下塗り の レイ ヤー の 
範囲 か ら 、 塗 り が は み 出し て し まう こと は あり ませ ん 。 
クリ ッ ピ ング し た レイ ヤー に 「G ペ ン 」 で 、 鼻 の 頭 に 白色 


加計 し 


。 100% 
、 し 色 


軒 「 100 % 通 常 


a 100 % 通 常 
レイ ヤー 14 


100 % 通 常 


クリ ッ ピ ング し た レイ ヤー に 描き 込む 


ペーーーーー 


ーー デ 


ハイ ライ ト に 白 を 入れ る 


で ハイ ライ ト を 入れ ます 。 肌 ( いさ を 意識 し 
つ 、 く っ きり と 白 を 入れ まし た 。 角 度 に よっ て は 、。 この 
時 点 で 輪郭 や 唇 に ハイ ライ ト を 入れ る 場合 も あり ます 。 


Memo クリ ッ ピ ング し た レイ ヤー( 上 の 階層 の レイ ヤー) で 
は 、 ク リッ ピン グ さ れ た レイ ヤー( 下 の 階層 の レイ ヤー) で 描 
画 さ れ て いる 範囲 に し か 描き 込む こと は で きま せん 。 は み 出 し 
を 防ぎ た いと き に 活用 し ます 。 


手 ブ し 補正 


「G ペ ン 」 の [ツー ルプ ロ パ ティ ]。 
アン チエ イリ アス を デフ ォ ル ト の 
「 中 」 か ら 「 弱 」 に 変更 


図 で は 既に 類 が 紅潮 し 
て いる が 、 こち ら に つい 
て は P.050 で 説明 する 


|| 薄い 影 を 入れ る 


ここ か ら は 、 お も に [ 筆 ] ツ ー ル で 肌 の 影 を 落と し て 
いき ます 。 さ ら に レイ ヤー を 追加 し て クリ ッ ピ ング し 
ます 。 

まず は 顔 周 りか ら 塗 っ て いき ます 。[ 筆 ] ツ ー ル の 「 濃 
い 水 彩 」 で 1 段階 目 の 影 を 落と し ます 。 髪の毛 か ら 落 ち 
る 影 、 ま ぶた 、 鼻 や 唇 な ど 、 細 か いと ころ まで 塗っ て お 
きま し ょ う 。 


ブラ ツ サ イズ 
= 
絵の具 量 
= 
綻 の 具 濃 度 
= 


色 延 び 

ブラ ツ 軸 度 
1 段階 目 の 薄 い 影 は 、 血色 の 良 ブル 補正 
さそ うな 色 を 選ぶ 


[ 筆 ] ツール と [エア ブラ シ ] 
ツー ル で ほとん ど 塗 り を 済ま 
せ て し まう 


髪の毛 か ら 落 ちる 影 、 ま ぶた の 影 な ど を 細か く 描き こむ 


認 濃い 影 を 入れ る 


再度 レイ ヤー を 追加 、 ク リッ ピン グ し 、 薄 い 影 の 上 か 
ら な ぞ る よう に 塗っ て いき ます 。1 段 階 目 より は 濃い 色 
を 選び 、 影 が 下 に 伸び る に つれ て 気持 ち 薄 くし て いく 
よう な 感じ で 塗り ます 。 

また 、 鼻 と 同じ よう に 爪 に も ハイ ライ ト を 入れ ます 。 
爪 は 固い の で くっ きり と 描け る [ペン ] ツ ー ル で 入れ ま 
し た 。 


肌 の や わら か さ を 残 す た め 、 彩 
度 が 低く な りす ぎ な いよ うに 色 
を 選ぶ 
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キャ ラ 魅 せ | 


Techmique | 


肌 に 赤み を 加え 、 寒 さ を 表 現す る 


「 寒 さ 」 を 表現 する た め に 、 紅 潮 し た 顔 や 未 端 部 位 の 赤み を 塗っ て いき ます 。 
一 見 効果 の わか り づ らい 、 地 味 な 作業 だ か ら こ そ 丁 寧 に 仕上 げ ま す 。 実 際 の 
手順 は 前 後 を 行き 来 する 形 に な り ま す が 、 こ こ で は まとめ て 解説 し ます 。 


この 工程 で は お も に [エア ブラ 
シ ] ツー ル を 使用 し ます 。 まず は 新 
規 レ イヤ ー を 作成 し 、 肌 の 下塗り レ 
イヤ ー に クリ ッ ピ ング し ます 。 


キャ ン バ ス を 適宜 回 転 反転 し な 
が ら 少 し ずつ 塗り 進め て いき ます 。 
肌 よ り 若 干 濃い 色 で 顔 の 下 か ら 上 
へ 向かっ て ぼん や り 影 を つけ ます 。 ED 影 色 より 赤い 色 
色 を 置い て いる か いな いか 、 図 で 
は わか り に くい で す が 、 ぼ ん や り し [サブ ツー ル ] は 「 柔 ら か 」 を 使用 
た 色 で も キャ ラ の 表情 に 大 きく 関 
わっ て きま す の で 、 加 減 に 気 を つけ 
て 塗っ て いき ます 。 


連続 吹き 
手 ブ プレ 補正 


影 を つけ た ら 類 の 赤み も 少し ず 
つ 塗 っ て いき ます 2。 今 回 は 「 寒 さ 」 を 
表現 し た い の で 、 類 の 赤み は 気持 ち 
強め に 塗っ て いま す 。 こ ちら も や り 
すぎ に は 注意 し まし ょ う 。 


顔 全 体 に 赤み が か っ て いる の が わか る だ ろう か 。 類 の 部 分 は 周囲 に 比べ 
強め に 色 を 入れ て いる が 、 や りす ぎ に は 注意 する 


050 


関 か じ か ん だ 指先 を 表現 する 


了 選 


顔 と 同じ よう に 、 手 足 を は じ め す 
る 未 上端 部 分 も また 、 露 出し て いる と 
寒さ で 赤 ら み や すく な り ま す 。 顔 
に 続い て 、 指 に も 色 を 入れ て いき ま 
し ょ う 。 


指先 も [エア ブラ シ ] ツー ル で 赤 
み を 加え て いき ます 。 指 先 だ け に 色 
を つけ た い の で 、[ 自 動 選択 ] ツ ー ル 
を 使用 し て 、 指 を 一 本 ずつ 選択 し な 
が ら 、 そ れ ぞ れ 丁 寧 に 塗っ て いく と 
良い で し ょ う 。 や は り ぱ っ と 見 で は 
わか り づ らい 、 塗 っ て いる か 塗っ て 
いな いか 微妙 な も の に 見 えま す が 、 
この よう な 細か い 作 業 を 積み 重ね 
が 、 最 終 的 な クオ リティ に も 影響 し 
ます 。 


emo [自動 選択 ] ソ ツール に は 「 編 
集 レ イヤ ー の み を 参照 選択 」「 他 レイ 
ヤー を 参照 選択 」「 参 照 レ イヤ ー 用 
選択 」 の 3 種類 が あり ます 。 それぞれ 
ツー ルプ ロ パ ティ で も 細か く 設 定 で き 
る の で 、 用 途 に 応じ て 調整 し まし ょ う 。 


[自動 選択 ] ソ ツール で 指先 を 一 本 ずつ 選 
択 し て 作業 。 実際 に は 選択 範囲 は 点線 で 
示さ れる が 、 図 で は 水色 で 強調 し て いる 


A 
t 


| 顔 に 赤い 斜線 を 引く 


実際 の 手順 で は 少し 後 で 行い ます が 、 全体 の バラ ン 
ス を 見 た と き 、 類 の 色 が 意外 と 薄く 感じ られ た の で 、 も 
う 少 し 描き 足し て みる こと に し まし た 。 

[ペン ] ツー ル の 「G ペ ン 」 を 選択 し 、Step1 か ら ま た 
少し だ け 色 を 変更 し て 、 類 に 線 を 引い て いき ます 。 

また 、 鼻 に も 赤み が 足り な い 気 が し た の で 、[ エ アブ 
ラ シ ] ツー ル で ほん の り 赤 くし た 後 、 や は り [ペン] ツー 


ル で も 線 を つけ 加え まし た 。 


これ で より 冬 の 日 の 寒さ を 強調 する こと が で きた と 


思い ます 。 


匠 る 
に 


実際 に は Part8(P064) の 後に 行っ た 


や 


ER . 


顔 と 同じ よう に 、 
ほん の り と し た 


赤み を 表現 する 


051 


咲き 洒 決 
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Part 


暗く 面積 の 広い 髪 色 は 画面 を 引き 締め る 一 方 、 重 た い 印 象 に な り が ち で す 
の で 、 ハ イラ イト を 加え た り 、 髪 の 重なり や 奥行 き を 表現 し た り 、 毛 先 の 色 を 
少し 明る くし た り 、 色 に 細か い 変 化 を 持た せる と 良い で し ょ う 。 


間 甘い を 入れ る 


まず は 肌 と 同じ よう に 、 下 塗り レ 
イヤ ー の 上 に 新規 レイ ヤー を 作成 
し 、 ク リッ ピン グ し ます 。 肌 の と き 
と 少し 異な る の は 、 ク リッ ピン グ し 
た レイ ヤー の 合成 モー ド を [乗算 ] 
に 変更 し て いま す 。 


[乗算 ] で は 、 本 来 落と し た い 影 
色 を 選ん で 描画 する と 、 混 色 に よっ 
て か な り 暗 い 色 で 出力 され て し ま 
いま す 。 そ の た め 気 持ち 明る く 彩 度 
の 低い 色 で 第 1 段階 の 影 を 塗っ て 
mermhPmnP 


側 や 、 毛 先 が 重なっ て いる 部 分 に 色 
を 入れ まし た 。 


Memo 合成 モー ド [ 乗 算 ] は 、 下 層 
の レイ ヤー に 対し 、 対象 の レイ ヤー 
の 色 を 掛け 合わ せる モー ド で す 。 設 
定 す る と 元 の 色 よ り 濃く 暗い 色 に な 
り ま す 。 厳密 な 色 選 び を し な く て も 、 
自然 に 下層 レイ ヤー と 色 が な じ む の 
で 、 影 な ど を 塗る 際 に 使用 する と 良 
いで し ょ う 。 


1 


[乗算 ] で は 色 選 びに 注意 する 


[乗算 ] で は 下塗り と 
自然 に 混色 され る 


| Pe 


p100% 妃 常 
ye 色 


100% 通 准 


100% 適 演 
ルイ ヤー 13 


マフ ラー の 影 や 毛 
先 の 重なり 合っ 
た 部 分 な ど 、 可 能 
な 限り 細か く 色 
を 入れ る 


| ハイ ライ ト を 入れ る 


次 に 、 光 の 位置 を 意識 し や すく す 
る た め 、 髪 の ハイ ライ ト を 先 に 入れ 
て お きま す 。 新 規 レ イヤ ー を クリ ッ 
ピン グ し 、 合 成 モ ー ド を [加算 ( 発 
光 )] に 設定 し ます 。 


[ 筆 ] ツ ー ル (サブ ツー ル 「 筆 ペ 
ン 」) で 、 天 使 の 輪っか の よう に 頭頂 
部 を 円 状 に 描き こん で いき 、 立 体感 
を 表現 し ます 給 。 ハ イラ イト を [ 消 
し ゴム ] ツー ル な ど で 整 え 、 形 が 定 
まっ た ら 、 ハ イラ イト の 上 下 を [ 色 
混ぜ ] ツ ー ル (サブ ツー ル 「 ぼ か し 」) 
で 軽く ぼかし ます @。 


この まま で は 完成 時 に か ける 全 
体 の ハイ ライ ト と 被っ て 明る く な 
りす ぎる た め 、 レ イヤ ー の 不透明 度 
を 71% ま で 落と し まし た 。 


emo 合成 モー ド [ 加 算 ] は 、 下 層 
の レイ ヤー と 対象 の レイ ヤー の 色 を 
足し て 、 よ り 明 る い 色 を 出力 する モー 
ド で す 。[ 加 算 (発光 )] で は より 強い 効 
果 を 得る こと が で きま す 。 ハイ ライ ト 
な ど 、 光 が 強く 当たっ て いる 人 箇所 に 使 
用 する と 良い で し ょ う 。 


[加算 (発光 )] で 
は 描画 色 が 明る 
く 出力 され る 


下塗り に 合う 色 を 選ぶ 


| 100 % 適 淀 
イヤ ー 20 
| 


に な 9】 = 


ニブ ラッ サ イズ 
= 


V 画面 上 の サイ ズ 

キ ゴブ ラッ 所 度 
手 ブ プレ 補正 
スナ ッ プ 可能 


参照 し レイ ヤー の 線 か ら は み 出 さ な い 


旨 円 状 に 描き 込む 


「 筆 ペン 」 の [レイ ヤー プロ パテ ィ ] 


100 0 


「 ぼ か し 」 の [レイ ヤー プロ パテ ィ ] 


@ ハイ ライ ト の 上 下 を 軽く ぼかす 


9 不透明 度 の 
値 を 下げ る 
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[乗算 ] レ イヤ ー を も う 1 枚 加え 、 
Step1 と 同色 で 塗り 重ね る 


彫 濃い 影 を 入れ る 


濃い 影 を 落と す た め 、[ 乗 算 ] レイ ヤー を 増やし ます 。 
使用 する 影 色 は Step1 と 同様 で す が 、 レ イヤ ー の 不 透 
明度 は 34%% ま で 下げ て いま す 。 

まず は 筆 ツ ー ル (サブ ツー ル 「 透 明 水 彩 」)) の ブラ シ サ 
イズ を 大 きめ に 設定 し 、 頭 頂部 と 毛 先 に 薄く 色 味 を つ 
け ま す ⑨。 そ こ か ら 乗 算 レ イヤ ー を さら に 増やし 、 ハ イ 
ライ ト の 真下 に も 薄い 影 を つけ て 、 髪 の 立体 感 を 強調 
し ます @。 

その 後 元 の レイ ヤー( 不 透明 度 34% の 方 ) に 戻り 、 細 
か い 影 を 付け 加え ます 。 画面 の 右側 に 影 が 多く 落ち て 
いる イメ ー ジ で 塗っ て いき ます 失 。 こ の 際 、 髪 の 流れ も 
意識 し な が ら 作業 する と 良い で し ょ う 。 


[乗算 ] に 設定 し た レイ ヤー を 複数 枚 重ね る と 、 そ の 
すべ て の 色 が 掛け 合わ され る た め 、 一 番 上 の レイ ヤー に 乗せ 
た 色 は 最も 濃く 出力 され ます 。 


ハイ ライ ト の 下 に 色 に 影 を 置き 、 頭 の 丸 髪 の 流れ を 意識 し て 影 を 塗り 足す 
み を 表現 する 
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Step 


一 度 頭 全 体 を 見 直し て 、 後 頭 部 や 顔 ま わり に も う 少 
し 処理 を 加え る こと に し まし た 。 

まず 、 髪 の ハイ ライ ト を 描き 込ん だ レイ ヤー を 選択 
し 、「 透 明 ピ クセ ル を ロッ ク 」 を 適用 後 、 そ の まま 青 と 紫 
を 薄く 後頭 部 に 入れ まし た 紳 。 青 は 奥行 き の あ る 印象 


を 与え る と され 、 立 体感 を 強調 する こと が で きま す 。 
次 に 「 透 明 ピ クセ ル を ロッ ク 」 を 解除 し 、 毛 先 な ど 顔 


青 と 紫 で 頭 と 髪 の 立 体感 を 強調 する 


頭 の 立体 感 と 毛 先 の 透明 感 を 表現 する 


周り 以外 の 髪 以外 に も 色 を 加え て いき ます @。 こ の 処 


理 を 施す こと で 、 や は り 重 な り 合っ た 髪の毛 に 奥行 き 
を 加え る こと が で きる で し ょ う 。 

最後 に 前 髪の毛 先 な ど 、 肌 に より 近い 部 分 に 対し [ エ 
アブ ラ シ ] ツー ル で 肌色 を うっ すら 加え ます 
より 毛 先 の 透明 感 を 表現 し まし た 。 

以上 で 髪の毛 の 着色 は 一 通り 完了 し まし た 。 


。 こ れ に 


重なり 合っ た 髪 の 奥行 き を 表現 する 


薄い 肌色 で 毛 先 の 透明 感 を 表現 する 


056 


Fart 


ませ ぜん 。 
し ょ う 。 


瞳 は イラ スト の 印象 を 決定 づけ る 、 最 も 重要 な 箇所 と いっ て も 過言 で は あり 
今 ま で 以上 に 妥協 な く 細 部 まで 塗り 重ね 、 印象 的 な 瞳 を 仕上 げ ま 


| まつ げに 色 を つけ る 


瞳 を 塗る 前 に 、 ま つげ の 線画 に 色 
を つけ ます 。 


線画 レイ ヤー に 切り 替え 「 透 明 ピ 
クセ ル を ロッ ク 」 し ます 。 肌 色 に な 
じ む よう な 黒 に 近い 茶色 を 選択 し 、 
目頭 と 目尻 の まつ げ を [エア ブラ 
シ ] ツー ル で 塗り ます 。 ま つげ の 中 
央 付近 に も さっ と 塗っ て 色 味 を つ 
け ま し ょ う 。 


肌色 に な じ む 色 を 選ぶ 


まつ げ が 自然 な 
色 味 に な っ た 


謗 | 輸 を 描 く 


いよ いよ 瞳 を 塗っ て いき ます 。 ま ず は 今 ま で と 同じ 
要領 で 、 瞳 の 下塗り レイ ヤー の 上 に [乗算 ] レイ ヤー を 
新規 作成 し 、 ク リッ ピン グ し ます 。 

先ほど まつ げに 使っ た 色 の まま [ 筆 ] ツ ー ル (サブ 
ツー リル "注い 水 虹 り で 本 れ を 持 まま す 。 右 因 操 な ら 


く 確認 し な が ら 湖 り ま し ょ う ° 

瞳孔 を 描き 終わ っ た ら 、 瞳 孔 の まわ り に 虹彩 の 模様 
を 描き ます 。[ ペ ン ] ツ ー ル (サブ ツー ル 「G ペ ン 」) を 使 
用 し 、 瞳 孔 に 近づき すぎ ず 、 外 寄り に な りす ぎ な いよ 
う 、 バ ラン ス を 見 な が ら 一 本 ずつ 丁寧 に 描き こん で い 
きま す 。 


へ 


N 


時 折 表示 を 正 位置 に 戻し 、 お か し な と ころ が な いか 確認 する 。 特に 
瞳 は 絵 全 体 の 印象 に 大 きく 関わ る の で 、 視 線 の 方 向 な ど し っ か り と 
チェ ッ ク し よう 。 


半 瞳 に 影 を 描き 入れ る 


瞳孔 の 上 か ら [ 筆 ] ツー ル ( サ ブツ ー ル 「 透 明 水 彩 」) を 


使っ て 、 瞳 の 上 方 に 影 を 落と し ます 。 こ の と き 、 ま つげ ー ー 
と 隣接 する 部 分 は 色 を 薄く し て お きま す 。 その後 瞳 の 
輪郭 部 分 も 「 透 明 水 彩 」 で 薄く な ぞ り ます 。 

さら に [加算 発光)】 レ イヤ ー を 作成 し クリ ッ ピ ング 、 


RR TPR EE A まつ げ の 近く は ほん の 少し 色 を 薄く し 下方 に ぼん や り と ハイ ライ ト 
ん や り と 描き 入れ ます 。 を 入れ る Nas - 


ハイ ライ ト に 
使用 し た 色 


咲き 洒 決 


yd 瞳 に 色 を 加え 仕上 げ る 


その まま 同じ レイ ヤー に 「 透 明 水 
彩 」 で 瞳 に は 黄 の ハイ ライ ト を 、 上 
方 の 暗い 部 分 の 左右 に は 青 、 紫 と 八 
イラ イト を 入れ る こと で 、 瞳 の きら 
めき を 強調 し ます 。 


ハイ ライ ト を 
描き 込ん で いく 


その 後 、 影 に 使用 し た [乗算 ] レ イ 
ヤー に 切り 替え 、 瞳 孔 の 色 を より 深 
く 濃く 塗り 重ね ます 。 


最後 に 、 線 画 レ イヤ ー よ り も さら 
に 上 の 階層 に レイ ヤー を 新規 作成 
し 、[ ペ ン ] ツ ー ル (サブ ツー ル 「G ペ 
ン 」) で 白 の ハイ ライ ト を 描き こみ 
ます 。 こ の ハイ ライ ト が キャ ラク 
ター の 印象 を 決定 づけ る 、 と いっ て 
も 過言 で は あり ませ ん 。 位置 や 形状 
を 細か く 調 整 し て 、 妥 協 の な いも の 
に 仕上 げ ま し ょ う 。 


この 時 点 で 顔 の 印象 が ほぼ 決定 し た 


057 


058 


7 
タイ ツ を 人 塗る 
脚 は 素肌 が 出 て いる 箇所 は 一 切な く 、 必 然 的 に タイ ツ の 質感 に 関す る 説明 


が ほとん ど で す 。 し か し 、 う っ すら と 肌色 を か け て 布地 の 向こう の 素肌 を 表 
現す る な ど 、 色 味 に 幅 を 持た せる こと を 常に 意識 し な が ら 作 業 し まし ょ う 。 


Part 


旧称 を ぼかす 


まず タイ ツ の 下塗り レイ ヤー( 作 例 で は 肌 の レイ 
ヤー を 使用 し て いま す ) の 上 に 、[ 乗 算 ] レイ ヤー を 新規 
作成 し 、 ク リッ ピン グ し ます 。 膝 の 皿 横 の くぼん だ 部 分 
に 、[ 筆 ] ツー ル ( サ ブツ ー ル 「 透 明 水彩 」) で 大 ま か に 影 
を 落と し ます 。 その 後 ブ ラ シ の 入り と 抜き 部 分 を 、[ 色 
混ぜ ] ツ ー ル (サブ ツー ル 「 ぼ か し 」) で ぼかし ます 。 


Memo 下塗り レイ ヤー は 、 基 本 パー ツ や 色 ご と に 分 ける べき 
で す が 、 パ ー ツ 同士 の 距離 が 離れ て お りか つ 色 味 も 異な る 場 
合 、 間 違え て 別 の パー ツ に 別 の 色 を 置く 心配 が 少な い の で 、 
ー つ の レイ ヤー で 下塗り し て も 良い で し ょ う 。 レ イヤ ー 数 が 少 
な く な れ ば マシ ン に か ける 負荷 も 少な く な り ま す 。 


立体 感 を 意識 し つつ 、 影 に ぼかし を か ける 


| ふく ら は ぎ と 太もも を 塗る 


ふく ら は ぎ も 、 下 方 を な ぞ る よう に 影 を 置き 、 そ れ を 
その まま ぼかし まし た 。 

太もも も 同様 に 、「 透 明 水彩 」 で 影 を 落と し 「 ぼ か し 」 
ツー ル で ぼかす 、 と いう 手順 を 繰り 返し て 塗っ て いき 
ます 


丸み を 意識 し て ふく ら は ぎ に 影 を 
入れ る 


同じ よう に 太 も 
も に も 影 を 入れ 
て ぼかす 


細か い 影 を 描き 足す 


奥 ( 左 脚 ) の 太もも は 少し 濃い 目 
に 影 を 落と し た 後 、 同 じ よ うに ぽか 
し を か け ま す 。 また [エア ブラ シ ] 
ツー ル な ども 使い な が ら 、 お 尻 に も 
影 を つけ ます 。 立 体感 や 影 の 濃い 
場所 を 意識 し な が ら 塗 る と 良い で 
し ょ う 。 


スカ ー ト に よる 細い 影 も 描き 加 
えま す 。 細 か い 影 な の で 、 ぼ か し は 
あえ て か け ま せん で し た 。 


大 き な 影 は 「 ぼ か し 」 で 整え 、 細 か い 影 は その まま に し た 


Fy 色 の 強弱 を 調整 する 


より 立体 感 を 出す た め の 処 理 を 
か け ま す 。 ま ず 大 きめ の [エア ブラ 
シ ] ツー ル ( サ ブツ ー ル 「 和 柔らか 」) 
で 、 上 か ら ぼ ん や り 影 を 落と し て い 
きま す 。 


次 に ふく ら は ぎの 側面 に 細く 影 
を 入れ て ぼかし ます 。 ま た ふく ら は 
ぎ 全 体 に も 「 柔 ら か 」 で ぼん や り と 
し た 影 を 落と し て いき ます 。 脚 の 太 
い 部 分 は 生地 が よく 伸び て 薄く な 
る た め 、 細 い 足 首 の あたり は 逆 に 色 
を 濃く し て お く と 良い で し ょ う 。 


タイ ツ の 質感 を 強調 する 


[通常 ] レイ ヤー を 作成 し て クリ ッ ピ ング 、 不 透明 度 
を 47% ま で 下げ て ます 。 肌色 より 暗め の 色 を 選び 、 脚 
の 太い 部 分 に ぼん や り と 「 柔 ら か 」 で 塗り ます 。 こ れ で 


タイ ツ の 透け 感 を 表現 し まし た 。 


ぼん や り と タイ ツ に 影 を 加え すぐ に ぽか す 


透け 感 を 表現 し た 


また 、 再 度 [ 通 常 ] レイ ヤー を 作成 し て クリ ッ ピ ング 、 


[エア ブラ シ ] ツ ー ル (サブ ツー ル 「 ト ー ン 削り 」) で うっ 
すら と 色 を 入れ ます 。 これ で タイ ツ の 生地 感 が より 強 


調 さ れ ま し た 。 


下 通 明 芽 


合成 モー ド 


に 


科 子 サイ ズ 


幸子 補 度 


[< 


「 ト ー ン 削り 」 で 色 を 入れ る 
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ジャ ケッ ト を 塗る 


ここ で は ジャ ケッ ト の 解説 を 行い ます 。 基本 的 な 手順 は 今 ま で と あま り 変わ 
りあ り ま せん が 、 か が め た 身体 の 立体 感 や ボリ ュー ム 感 を 意識 し て 、 細 か い 
シワ や 影 を 丁寧 に 描き 込ん で いき ます 。 


i 肩 口 に 影 を 入れ る 


ジャ ケッ ト の 下塗り レイ ヤー の 上 に 、 新 規 レ イヤ ー 
を 作成 後 ク リッ ピン グ し 、 合 成 モ ー ド を [乗算 ] に 設定 
し ます 。 作業 自 体 も [ 筆 ] ツ ー ル の 「 透 明 水彩 」 ま た は 「 濃 
い 水彩 」 で 線 を 引い た 後 、[ 色 混ぜ ] ツ ー ル で 「 ぼ か し 」 て 
いく と いう 工程 を 繰り 返し ます 。 

実際 に 服 の シワ を 見 て みた り 、 ま た 光 の 当たる 位置 
や 、 伸 び や す い 生 地 か そう で な いか 、 服 の 分 厚 さ な ど を 
考え な が ら 、 試 行 錯誤 し な が ら 塗 っ て は ぼかし て を 繰 
り 返 し て いき ます 。 


シワ の 線 を 少し 強め に 引い て ぼかす 


| 細か い シ ワ と 落ち 影 を 描き 加え る 


ある 程度 シワ を 描き 込ん だ ら 、 少 し 薄い 影 を 足し て 、 
より リッ チ な 画面 を 目指 し ます 。 微 妙 な 布 の 凹凸 や 角 
度 、 細 か い シ ワ を 想定 し て 塗り 足す と 良い で し ょ う 。 こ 
の 際 絵柄 に よっ て は 、 描 き 込 み 過 ぎ て し まう と 、 特 に 顔 
周り と 不 釣り 合い に な っ て し まう の で 、 そ の あたり の 
バラ ンス を 常に 意識 し な が ら 描 き 進め ます 。 


また 胸 の 上 に 落ち た 腕 の 影 や 、 マ フラ ー に よっ て で 
きた 影 な どの いわ ゆる 「 落 ち 影 」 は 、 ほ か の 影 より 少し 
強め に 色 を つけ ます 。 その後 は 色 の 境界 線 か ら 少 し ず 
つ 丁 寧 に ば か し て 、 下 地 の 色 や ほか の 影 と な じ ま せ ま 
す 。 


巻き 込む よう な シワ の 構造 や 、 落 ち 影 を 意識 し な が ら 描き 込む 


半 胸 の ボリ ュー ム 感 を 表現 する 


胸 も 同様 に 、 ま ず は 「 透 明 水 彩 」 で 
ぼかし まで 想定 し た 範囲 に ざっ く 
り と 影 を 落と し ます 。 こ の 際 、 光 の 
当たる 向き な ど を 考え な が ら 描 き 
込み ます 。 


それ を 「 ぼ か し 」 で 少し ずつ ムラ 
の な いよ うに ぽか し て いき ます 。 ボ 
リュ ー ム 感 と や わら か さ を 表 現し 胸 の ボリ ュー ム 感 を 強調 する 
た い の で 、 こ こま で の 工程 より さら 
に 丁寧 に ぼかし を か け ま す 。 


yd 脇腹 に シワ を 描き 加え る 


脇腹 部 分 は 、 シ ワ が も っ と も 集中 する 場所 で す 。 し か 
し 描き 込み すぎ た り 、 不 自然 に な っ て し まわ な いよ う 
気 を つか いな が ら 作 業 を 進め ます 。 

服 の 下 に ある か が め た 身体 の 感じ や 、 丸 く な っ た 痛 
中 な ど を 意識 し な が ら 、 シ ワ と 影 を 描き 加え て は また 
ぼかし て いき まし ょ う 。 


0 薄い 影 と ハイ ライ ト を 加え 仕上 げ る 


ここ で 再び 新規 レイ ヤー を 作成 し 下塗り に クリ ッ ピ 
ング 、[ 乗 算 ] に 設定 し ます 。[ エ アブ ラ シ ] (サブ ツー ル 
「 柔 ら か 」) を 大 きめ の ブラ シ サ イズ に 設定 し 、 全 体 に ぼ 
ん や り 影 を 加え ます 。 

また 、 更 に 新規 レイ ヤー を 作成 し クリ ッ ピ ング 、[ 加 
算 ( 発 光 )] に 設定 し 、 肩 と 胸 に うっ すら と ハイ ライ ト を 
入れ まし た 。 


全体 に 影 を ハイ ライ ト を 加え た 
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/ ギン ガム チェ ッ ク の スカ ー ト を 塗っ て いき ます 。 テク スチ ャ を 用 いる な どの 方 
いり 法 も あり ます が 、 今 回 は 手 作 業 で 一 か ら 描き 込ん で いま す 。 バラ ンス と 立 
体感 に 気 を つけ て 作業 し まし た 。 


| 立体 を 意識 し て 縦 張 を 描く 


スカ ー ト の チェ ッ ク 柄 は テク ス 
チャ 等 を 用 い ず 、 自 分 で 入れ て いき 
ます 。 

下塗り レイ ヤー の 上 に 新規 レイ 
ヤー を 作成 、[ 乗 算 ] に 設定 後 ク リッ 


ウツ ダグ し ます 。 も し て [ 其 ] ツ ウール プチ エック の 線 の 色 
(サブ ツー ル 「 透 明 水彩 」) を 使用 し 、 

立体 感 を 意識 し な が ら チェ ッ ク の 

縦 線 を 引い て いき ます 。 


スカ ー ト の 流れ と 脚 の 立体 感 を 考え て 塗る 


| 等 間隔 で 横 縮 を 引く 


さら に 新た に 作成 し た [乗算 ] レ イヤ ー を クリ ッ ピ ン 
グ し 、 今度 は 等 間隔 で 横 に 線 を 入れ て いき ます 。 そ の 
際 、 別 の スカ ー ト の ヒダ に は み 出 し て 描き づら い 場 合 
は 、[ 自 動 選 択 ] ツ ー ル で ヒダ を 一 つ ず つ 選 択 し て 描き 
まし た 。 


スカ ー ト の ヒダ を 一 つ ず つ 選 択 し て 線 を 引く 。 図 で は 選択 範囲 を 水色 で 強調 し て いる 


細い 線 の 色 


半 別 の 色 の 線 を 描き 加え る デー 


こと の まま で は た だ の ギン ガム チェ ッ ク 模 様 な の で 、 
さら に 別 の 色 で 線 を つけ 足し て いき ます 。 これ まで 同 
様 [乗算 ] レイ ヤー を 2 つ 作 成 し 、 下 塗り に クリ ッ ピ ン 
グ し ます 。 そ の 後 異 な る 色 で 、 そ れ ぞ れ の レイ ヤー に 縦 
線 と 横線 を 描き 入れ て いき ます 。 こ の 際 、[ 筆 ] ツ ー ル の 
「 透 明 水 彩 」 と 「 濃 い 水 彩 」 を 適宜 使い 分 け て いま す 。 

また 、 反 対 側 ( 脚 の 奥 ) の スカ ー ト な ど 、 見 落と し や す 
い 場 所 も ある の で 、 時 折 ズ ー ム ダウ ン し て 全体 を 確認 
し な が ら 進 め ま す 。 


MEA . MN a 
細か い 箇 所 を 塗り 忘れ な いよ う 気 を つけ る 


f スカ ー ト に 細か い 影 を 描き こむ 


スカ ー ト に で きる 影 を 描き 込ん で いき ます 。 チ ェ ッ 
ク 柄 が 濃い 色 の た め 、 影 も 気持 ち 濃い 色 を 選択 し ます 。 

他 の パー ツ と 同様 、 影 つけ は 「 透 明 水 彩 」 ブ ラ シ で 
塗っ て は [ 色 混 ぜ ] ツ ー ル で 「 ぼ かす 」 手 順 の 繰り 返し で 
す 。 重なり合う スカ ー ト の ヒダ に で きる 影 、 ジ ャ ケッ ト 
に よっ て で きる 影 、 そ し て シワ を 意識 し な が ら 描 き 込 
み ま す 。 ま た 柄 の 色 が 濃く て 全体 的 に 少し 見 づら いた 
め 、 不 要 な は み 出 し や 塗り 忘れ な ど に も 気 を 払い ます 。 


入り 組ん だ 構造 に な っ て いる 分 、 丁寧 か つ 慎重 に 塗っ て いく 


スカ ー ト 全体 に 影 を 落と す 


最後 に [エア ブラ シ ] ツ ー ル (サブ 
ツー ル 「 和 柔らか 」) で 、 上 か ら ぼ ん や 
り 影 を つけ ます 。 こ こ で も や は り 一 
度 全体 を 見 渡し て 、 ス カー ト の 反対 
側 な ど 見 落と さ ず に 塗っ て お きま 
す 。 


これ で キャ ラク ター の 服 の 部 分 
は ほとん ど が 塗り 終わ り ま し た 。 以 
降 で は マフ ラー や ボタ ン な どの 塗 
り 残 し を 説明 し ます 。 


スカ ー ト 全体 に 影 を 落と す 
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ここ まで で キャ ラク ター 部 分 は 基本 的 に 塗り 終わ り ま し た 。 残り の マフ ラー 
は 基本 的 に スカ ー ト と 同じ 要領 で 塗っ て いき ます 。 手 に 持っ た 缶 コ ー ヒ ー 
は 、 目 に つく 位置 に ある の で 、 し っ か り と 描き 込ん で アク セン ト に し まし ょ う 。 


| チェ ッ ク 柄 を 描き 込む 


マフ ラー も スカ ー ト 同じ よう に 、 チ ェ ッ ク の 柄 を 描 
き 込み ます 。 ま ず マ フラ ー の 下塗り レイ ヤー の 上 に 、 縦 
縮 、 横 締 そ れ ぞ れ の 新規 レイ ヤー を 作成 、2 つ と も 合成 
モー ド を [乗算 ] に 設定 し 、 下 塗り レイ ヤー に クリ ッ ピ 
ング し ます 。 ス カー ト と 違い 、 マ フラ ー に は ヒダ が な い 
の で 、 縦 納 も 横 編 も 間隔 と 立体 を 意識 し つつ 、 バ ラン ス 
良く 引い て いき まし ょ う 。 はみ出 し て 塗り づら い 場 合 
は [自動 選択 ] ツ ー ル で 部 分 部 分 を 選択 し な が ら 塗 っ て 
いき ます 。 


| マフ ラー に 影 を 落と す 


や は り ス カー ト 同 様 、 再 度 [乗算 ] レイ ヤー を 新規 作 
成 、 ク リッ ピン グ 後 、 別 の 色 で 細い 線 を 描き 足し ます 。 

チェ ッ ク 柄 が 完成 し た ら 、 マ フラ ー に 影 を 落と し て 
いき ます 。 まず は [ 筆 ] ツー ル ( サ ブツ ー ル 「 透 明 水 彩 」) 
で 、 は っ きり し た 暗い 影 か ら 、、 バ ラン ス を 見 な が ら 塗っ 
て いき ます 。 


チェ ッ ク の 線 の 色 


マフ ラー の 一 部 分 を 選択 し て 線 を 引く 。 図 で は 選択 範囲 を 
水色 で 強調 し て いる 


| 


細い 線 の 色 マフ ラー の 影 色 


チェ ッ ク 柄 が 完成 し た ら 、 マ フラ ー に 影 を つけ る 


園 残り の 部 分 を 塗っ て いく 


マフ ラー を 塗り 終え た ら 、 人 物 に つい て は ほとん ど 
完成 し て いる の で 、 この 後 は 塗り 残し た ブラ ウス 部 分 
と ボタ ン 、 加 えて 白目 部 分 に も 色 を つけ ます 。 

まず 、 ボ タン は 光沢 感 を 強調 する た め に 、[ 乗 算 ] レ イ 
ヤー を 作成 し 影 を つけ ます 。 そ の 後 さ ら に [加算 (発光 )] 
レイ ヤー を 作成 し 、 は っ きり と し た ハイ ライ ト を 入れ 
まし た 。 

ブラ ウス 部 分 は 、 ほ と ん ど ジ ャ ケッ ト に 隠れ て いて 
見 えま せん が 、 妥協 せ ず に 塗っ て いき ます ⑨。「 透 明 水 
彩 」 な ど を 使用 し て 、 暗 め の 影 と 薄め の 影 を 使い 分 け な 
が ら 、 細 か い シ ワ を 表現 し ます 。 こ こま で で 、 お お むね 
服 の 着色 が 終了 し まし た 。 

また 、 白 目 に 色 を 入れ て いな か っ た の で 、 こ の あたり 
で 影 を つけ 加え て お きま す @。 眼球 の 丸み を 意識 し な 
が ら 、 ま つげ の 下 に うっ すら の 影 を 引き まし た 。 


| 


0 ブラ ウス と ボタ ン を 塗る 。 
細か い 部 分 こそ 妥協 せ ず に 仕上 げ て いく 


白目 の 影 色 


@ 白目 に 影 を 入れ る 。 顔 の 印象 に 関わ る 部 分 は 小さ く て も 慎重 に 
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氷 千 の 絵柄 を 描く 


ここ か ら は 小物 、 今 回 は 「 缶 」 を 塗っ て いき ます 。 

まず は 下塗り レイ ヤー の 上 の 階層 に 新規 レイ ヤー を 
作成 、 レ イヤ ー を クリ ッ ピ ング させ 、 缶 の 上 下 に 缶 本 来 
の 金属 の 色 を 乗せ ます ⑨。 

この 後 は 、 表 面 の 柄 を [エア ブラ シ ] ツー ル や [ 筆 ] 
ツー ル で 描い て いき ます @。 実 際 の 商品 を 見 な が ら オ 


缶 本 来 の 色 


本 


缶 の 絵柄 の 明 色 


本 


缶 の 絵柄 の 暗色 


マー ジュ し て 描く と 、 よ り そ れ らし く 見 える で し ょ う 。 
また 、 人 物 に 使わ れ て いな い 配 色 を 用 いる と 、 ア クセ ン 
ト に な っ て 良い で し ょ う 。 今 回 の よう に 特に 目 を 引く 
位置 に ある 場合 、 そ れ な り の 描き 込み が 要求 され る た 
め 、 使 用 する 色 も 細か く 切 り 替 えま し た 9。 


0) 缶 の 上 下 を 塗っ た 


@ 実際 の 商品 を 参考 
に し た 


@ 目立つ 位置 な の で 
し っ か り と 描き 込む 


の た 
CEORGIA 


hy 


EM"EROLt a 
mouNTe 
の 


| 缶 に 影 を つけ る 


向 の 柄 が 完成 し た ら 、 和 缶 の 側面 に 影 を 落と し て お き 
ます 。 まずは 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 合 成 モ ー ド を [ 乗 
算 ] に 設定 、 レ イヤ ー を 下塗り レイ ヤー に クリ ッ ピ ング 
し ます 。 

[ 筆 ] ツ ー ル (サブ ツー ル 「 透 明 水彩 」) を 選択 し 、 缶 の 
下部 に 一 段 軽 く 影 を つけ て 、 両 サイ ド に も ざっ くり と 
影 を 描き こみ ます 。 

その 後 、 影 を [ 色 混ぜ で ] ツ ー ル (サブ ツー ル 「 ぼ か し 」) 
で ぼかし て 、 立 体感 を 出し ます 。 こ の 際 、 指 の 下 の 影 の 
み は ぼ か さ な い で お きま し ょ う 。 


剛 缶 に ハイ ライ ト を 入れ る 


さら に [加算 (発光 ) レ イヤ ー] を 追加 し クリ ッ ピ ング 
し て 、 ざ っ くり と し た ハイ ライ ト を 描き 込み ます 。 描 き 
込ん だ ハイ ライ ト は 、 缶 の 形状 を 考え な が ら 同 じ 要 領 
で ぼかし て いき ます 。 

十分 に ぼかし た ら 、 そ の 上 か ら 再 度 は っ きり と し た 
ハイ ライ ト を 入れ ます 。 缶 の フチ や 端 に 特に 強く 入れ 
る と 良い で し ょ う 。 こ の ハイ ライ ト も 、 と ころ どこ ろ ぼ ぽ 
か し て 調整 し ます 。 

これ で 小物 含め て 、 キ ャ ラ は ほぼ 塗り 終わ り ま し た 。 


ポン 


缶 の 丸み を 考え て 影 を ぼかす 


フチ に 特に 強い 光 を 入れ る と 良い 
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キャ ラ 魅 せ 
echmique 


や わら か い 線 を 作る 


キャ ラク ター は ほぼ 完成 し まし た が 、 も う 少 し 手 を 加え て 、 髪 の 東 感 や 肌 の 
ぷに っ と し た や わら か さ を 強 調 し て み ま し ょ う 。 
線画 に 色 を つけ る こと で 、 仕 上 が り の 印象 を 大 きく 変え る こと が で きま す 。 


較 間 衝 画 を 着き する 


線画 に 色 を つけ る こと で 、 よ り 自 然 な 画面 に 見 える 
よう に な り ま す 。 
線画 レイ ヤー に 切り 替え て 、「 透 明 ピ クセ ル を ロッ 


BE 分 に 合 】 巴 H 
で 、 自 然 


に 見 える 


この よう な 調子 


ク 」 に 設定 し ます 。 た と えば 身体 の 輪郭 ( 肌 部 分 ) は 、[ エ て いき ます 。 
ンー ル (ん み が 


線画 の 手 の 部 分 に 色 を つけ た 。 線 が より や わら か い 印 象 に な っ た の が わか る だ ろう か 
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ON 線画 の 上 か ら 髪 を 足す 


線画 より 上 の レイ ヤー で 、 輪 郭 の な い 髪 の 束 を 描き 
足す こと で 、 よ り ふ ん わり 乱れ た 印象 に 仕上 げ ま す 。 

今回 は 瞳 の ハイ ライ トレ イヤ ー よ りさ ら に 上 の 階 
層 で レイ ヤー を 新規 作成 し まし た 。 髪 の 毛 の 着色 レイ 
ヤー か ら 、[ ス ポイ ト ] ツー ル で 色 を 拾い な が ら 、[ 和 健 ] 
ツー ル (サブ ツー ル 「 濃 い 水彩 」) で 、 髪 の 毛 を 描き 足し 
て いき ます 。 こ の 際 、 細 く な め ら か な タッ チ を 心がけ ま 
す 。 こ ぼれ た 前 髪 や 、 後 ろ 髪 な ど を 中 心 に 、 全 体 の バラ 
ンス を 見 な が ら 描 き 足し ます 。 


線画 を さえ ぎる 毛 束 は 、 や わら か い 印 象 を 与え る 


隣接 し た 領域 の 色 に 近い 暗色 で 、 線 画 の 一 部 に 
色 を つけ る 技法 は 、「 色 トレ ス 」 と も 呼ば れ ま す 。 
も と も と は アニ メー ショ ン の 技術 に 由来 する と 
され て いま す が 、 ア ニ メ に 限ら ず 、 輪 郭 を 黒 の 実 
線 で 描画 し て いる イラ スト に 応用 で きま す 。 

黒 の 実線 は 画面 を 引き 締め る 一 方 で 、 グ ラ デ ー 
ショ ン や ぼかし を 多用 し た 塗り と は な じ ま ず に 、 


まつ げ や 唇 な ど に 色 ト レス を 使用 する と 少し 印象 が 変わ る 


画面 の や わら か さ を 損 な っ て し まう 場合 が あり 
ます 。 具 体 的 に は 、 

* 肌 の や わら か い 部 分 、 パ に っ と し た 類 

・ 水 や 風 、 炎 な どの 流体 、 エ フェ クト 
な ど 、 や わら か い イ メー ジ の 箇所 に 応用 し て みる 
と 良い で し ょ う 。 
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Part 


、 。 背景 を 描く 


ここ で は 背景 に つい て 解説 し ます 。 あく まで キャ ラ を メイ ン に 置い た イラ スト 
で は あり ます が 、 キ ャ ラ を より 引き 立た せる 上 で も 欠か すこ と は で き な い 要 
素 で す の で 、 丁寧 に 塗っ て いき ます 。 


| 革 革 を 塗る 


まず は 、 下 塗り レイ ヤー の 上 の 階層 に 新規 レイ ヤー 
を 作成 、 合 成 モ ー ド [乗算 ] に 設定 し て クリ ッ ピ ング 。 も 
と も と ざっ くり 塗っ て いた 緑 の 上 に 、[ 筆 ] ツー ル な ど 
で 、 青 系 の 影 を さっ と 落と し て いき ます 。 キ ャ ラ の 影 が 
で きる 部 分 を 中 心 に 色 を 置い て 、 キ ャ ラ よ り 手 前 に 来 
る 草 や 葉 に は あま り 手 を 入れ な いよ うに し まし た 。 ま 
た 画面 右 下 に あと で 雪 を 描き 入れ る の で 、 少 し 白 だ け 
を 残し て お きま す 。 


| 本 を 塗る 


この 時 点 で まだ 木の下 塗り を し て いな か っ た の で 、 
まず キャ ラ よ り 下 の 階層 に 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 下 
塗り し ます 。 

さら に 上 の 階層 に レイ ヤー を 作成 し て クリ ッ ピ ング 
し 、 幹 に 光 が 当 た っ て いる 部 分 を 大 ま か に 塗り ます 。 八 
イラ イト は 改め て 塗る の で 、 こ の 時 点 で は あま り 明 る 
すぎ な い 色 を 選び まし た 。 ま た 合成 モー ド も [通常 ] の 
まま で す 。 


草 の 影 色 


a 


画面 典 や キャ ラ の 下 を 中 心 に 色 を 入れ た 


下塗り の 色 


陳 


幹 の 明る い 部 分 の 色 


語 細か い 影 を 描き 込む 


さら に 上 の 階層 に 作成 し た レイ 
ヤー を [乗算 ] に 設定 し クリ ッ ピ ン 
グ 。 木 の 表面 の 細か い 線 は [鉛筆 ] 
ツー ル で 描き 込み 、 ま た [ 筆 ] ツ ー 
ル や 、[ エ アブ ラ シ ] ツー ル を 使っ て 
表面 の 凹凸 や 影 を 表現 し ます 。 こ の 
際 、 色 を 細か く 切 り 替 えな が ら 塗 っ 
て いく と 、 よ り 深 み が 出 る で し ょ 
う 。 また 今回 、 樹 皮 の 流れ は 縦 向き 
に 設定 し て 、 流 れ に 沿う よう に 塗っ 
て いま す 。 


木 の 影 色 の 一 例 


yd ハイ ライ ト を 入れ る 


新規 作成 し た [加算 (発光 )] レイ 
ヤー を クリ ッ ピ ング 、 凸 凹 を 意識 し 
な が ら 木 の 表面 に ハイ ライ ト を 入 
れ ま す 。 こ こ で も や は り 縦 方 向 に 
塗っ て いき ます 。 


その 後 、 再 度 [乗算 ] レイヤー を 
作成 し クリ ッ ピ ング 、[ エ アブ ラ シ ] 
ツー ル で 、 寄 りか か る キャ ラ の 影 を 
濃い め に 落と し て いき ます 。 


ハイ ライ ト の 色 


濃い 影 色 


縦 方 向 に 塗っ て いく 
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Step 


草 葉 と 線画 の 色 味 を 調節 する 


木の根 元 を 暗く 塗り 込ん だ 分 、 地 面 の 葉 の 影 や 暗 さ また 背景 に つい て も キャ ラ 同 様 、 線 画 に 彩色 し て い 
を 調整 し つつ 、 影 を 描き こん で いき ます 。Step1 で 作成 "きま し ょ う 。 線 画 レ イヤ ー に 切り 替え 「 透 明 ピ クセ ル を 
し た [乗算 ] レイ ヤー に 青み が か っ た 影 色 を 足し て いき ロッ ク 」 に 設定 後 、 木 や 草 葉 の 輪郭 線 を 、 同 系 統 の 暗色 
ます 。 やはり キャ ラ の 手前 の 草 葉 に は あま り 色 を 乗せ で 塗っ て いき ます 。 

な いよ うに し て 、 奥 行き を 出し まし ょ う 。 


2 


草 葉 の 影 色 


草 葉 の 線画 も 同様 に 処理 し た 


岡 青み を 加え て 奥 


画面 の 一 部 に 青み を 足し て 、 立 体 
感 を 強調 し ます 。 画面 端 、 木 の 左側 
を [エアブラシ] ツール (サブ ツー ル 
「 柔 ら か 」) で 、 う っ すら と 色 を 乗せ 
て いき ます 。 木 と 色合い が 大 きく 異 
な る の で 、 気 持ち 色 を 乗せ る 程度 で 
i 人 Rk 


画面 下 の 草 に も 同じ よう に 青み 
を 足し 、 奥 行き を 出し まし た 。 こち 
ら も 膝 の 下辺 り に 、 ほ ん の 少し だ け 
色 を 置い て いま す が 、 木 と 違い 草 と 
は 色 味 が 似 て いる の で 、 先 ほど より 
は 濃い め に する と 良い で し ょ う 。 


行き を 出す 


アー 


幹 の 明る い 部 分 の 色 


木 の 左側 に うっ すら 色 を 乗せ る 


| 


画面 の 一 部 に うっ すら と 色 を 乗せ 、 奥 行き を 出す 


A 遠景 の 木々 を 描き 足す 


今 ま で 描き 込ん だ 背景 レイ ヤー の 下 に レイ ヤー を 新 
規 作成 し ます 。[ 筆 ] ツール (サブ ツー ル 「 透 明 水彩 」) を 
使用 し て 、 画 面 後 方 の 人 物 の 後ろ る に 、 ざ っ くり と 何 本 か 
木 を 描き ます 。 奥 に 配置 し た 木 ほど 薄い 色 で 描き まし 
た 。 


木 の 描 画 色 


バラ ンス を 見 な が ら 木 を ぼかす 


足元 に 雪 を 描き 足す 


背景 の 下塗り レイ ヤー より 上 の 階層 に 、 新 規 レ イ 
ヤー を 作成 し ます 。 画 面 右 下 の 空白 部 分 に 雪 を 描き 足 
し ます 。' 透 明 水 彩 」 を 使っ て 、 短 い ス トロ ー ク で ぼん ぽ 
ん と 叩く よう に 色 を 塗っ て いき 、 足 元 に 残っ た 雪 を 表 
現し まし た 。 

これ で イラ スト は ほぼ 完成 で す 。 次 ペー ジ で は 、 
ちょ っ と し た 雰囲気 づく り の た め の 仕 上 げ 作 業 を 解説 
し ます 。 


ここ で その 奥 の 木 の レイ ヤー を 選択 し た まま 、 フ ィ 
ルター メニ ュー つつ "ぼかし "つっ “ガウ ス ぼ か し "を 選択 し 
ます 。 ぼ か し た い 値 と 具合 が プレ ビュ ー し な が ら 設 定 
で きる の で 、 バ ラン ス を 見 な が ら 、 木 を ぼかし て いき ま 
す 。 


足元 に 雪 を 描き 足す 
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キャ ラ 魅 せ | 
Techmique | 


ここ か ら は 全体 の バラ ンス を 見 な が ら 、 画 面 の 雰 囲 
気 を より イメ ー ジ に 近づけ て いき ます 。 ま ず 一 番 上 の 
階層 に 新規 レイ ヤー を 作成 、[ エ アブ ラ シ ] ツー ル で 画 
面 上 方 ( 奥 に ある 木 の 上 の 方 )、 画面 右上 (キャ ラ の 頭 
上 )、 画 面 下方 (足元 ) に ふん わり と 、 白 い モ ヤ の よう に 
薄く 描き 込み ます ⑨。 ち ょ っ と し た 処理 で す が 、 こ れ が 


@ 白い 息 を 描く 


⑳ 薄い モヤ を 描く 


全体 の 雰囲気 を 整え る 


イラ スト は ほぼ 完成 し て いま す が 、 こ こ か ら は 全体 の 雰囲気 を より 引き 出す 
た め に 、 細 か な 加工 を 施し ます 。 改 め て 全体 を 見 直し 、 よ り ク オリ ティ を 上 
げ る た め に 何 を すべ きか 考え て みる と 良い で し ょ う 。 


薄い モヤ や 白い 息 を 描き 足す 


ある だ け で だ いぶ 雰囲気 が 違っ て きま す 。 

さら に 寒い 各 な ら で は の 白い 息 を 描き こん で いき ま 
す 。[ 筆 ] ツ ー ル (サブ ツー ル 「 濃 い 水 彩 」) で 、 な ん と な く 
ぼかし 具合 を 考え な が ら 形 を 描き 出し ます 。 同 じ よ う 
に 息 を 複数 顔 周 り に 描き 、[ 色 混ぜ ] ツー ル (サブ ツー ル 
「 ぼ か し 」) を か け ま し た @。 


9 まつ げ を より 自然 に 加工 する 


線画 は 髪 の 色 より 上 の 階層 に ある た め 、 線 画 で 描か 
れ た まつ げ は 、 現 状 髪 の 上 に 乗っ て いる よう に 見 えま 
す 。 これ を っ 拉 拓 中 まっ EAA2oLaL み riA6u 
状態 に し まし ょ う 。 ま ず は 線 


ev 
NT ET 


また 、 最 上 層 に 新規 レイ ヤー を 作成 、 合 成 モ ー ド [ 加 
算 ( 発 光 )] に 設定 し て 、 瞳 に 十字 の ハイ ライ ト を 描き 加 
えま し た 。 
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W 光 を 加え て 雰囲気 を 整え る 


Step2 で 使用 し た レイ ヤー の ま 
ま [ 鉛 筆 ] ツ ー ル な ど で 、 缶 の フチ に 
強め の 十字 ハイ ライ ト も 描き 足し 
ます 。 


また 、 画 面 右 上 に [エア ブラ シ ] 
ツー ル で ぼん や り と 大 きめ の ハイ 
ライ ト を 置き ます 。 こ れ で 陽光 が 差 
し 込ん で いる か の よう な 表現 が で 
きま し た 。 


2 タイ ツ の 質感 を 向上 させ る 


改め て 全体 を 確認 し 、 気 に な っ た 
点 に 手 を 加え ます 。 


引き 続き [加算 (発光 )] レイ ヤー 
上 で 、「 透 明 水彩 」 を 使用 し 、 さ ら っ 
と 一 本 線 を 引い た ら 、 す ぐに 「 ぼ か 
し 」 ま す 。 再度 「 透 明 水 彩 」 で 、 よ り 
細い 線 を 一 本 引き ます 。 そ の 細い 線 
の 入り と 抜き を 、「 ぼ か し 」 で ぼん や 
り と ぼかし 、 ほ ど 良 い 光 沢 を 表現 し 
まし た 。 


思 肩 口 に ハイ ライ ト を 足す 


最後 に ジャ ケッ ト の 下塗り の 上 に [加算 (発光 )] レイ 
ヤー を 作成 、 ク リッ ピン グ し て 、 光 の 当たる 方 向 を 考え 
な が ら 、 肩 口 か ら 上 腕 に か け て ! 透 明 水彩 」 で ハイ ライ 
ト を 入れ まし た 。 ハ イラ イト の 入り 抜き を ぼかし た ら 
完成 で す 。 


075 


Making 3 


ひ た き ゆう 
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キャ ラ 魅せ 
Techmigque 


肌 を 伝 う 水滴 を 
表現 する (P.094) 


Yuu Hitaki's Comment 


健康 美 を イメ ー ジ し て 、 濡 れ 表 現 や 背景 と な じ む 絵 作 り を 意識 し て 描 
きま し た 。 基 本 的 に は 厚 塗り で 塗っ て いく の で 、 あ まり 機能 的 な 使い 方 
は な いか も し れ ま せん が 、 少 し で も 参考 に な る 部 分 が ある と 嬉し いで 
9 


Making 3 ひだ さめ う 
水 に 濡れ た 肌 の 
質感 を 追求 する 


本 章 で は 「 水 濡れ 」 や 「 健 康 美 」 と いっ た 要素 に 重点 を 置い て 制作 し て いま 
す 。 肌 を 流れ る 水 は 、 体 の ボリ ュー ム 感 を 表現 する 上 で 非常 に 効果 的 で す 。 
同時 に 、 露 出 度 が 高く と も 健康 的 な 印象 を 与え る 方 法 を 紹介 し ます 。 


じ 制作 環境 じ 制作 過程 

OS Windows 7 64bit Part 1 ラフ か ら 線 画 を 起こ す 一 P080 
CPU InteP Core™ i7 Part2 大 ま か に 塗り 分 ける 一 P082 
メモ リ 16GB Part3 詳細 に 塗り 進め る 一 P084 

タブ レッ ト Intuos Pro size M、 Cintiq 13HD Part4 背景 と 小物 を 塗る 一 P092 

モニ ター FlexScan 27.0 イ ンチ [キャ ラ 絶 せ > 肌 を 伝 う 水滴 を 表現 する 一 PO94 
ツー ル CLIP STUDIO PAINT EX Part5 環境 光 を 加え 仕上 げ る 一 PO96 
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ラフ か ら 線 画 を 起こ す 


まず は テー マ に 沿っ て ラフ を 作り 、 ラ フ を アタ リ に し て 線画 を 描い て いき ま 
。 今回 は より 正確 な 立体 を 描写 する た め に 、 ラ フ の 段階 か の ら 3DCG を 使 
用 し て いま す 。 


Part 


彫 | テ ー マ か ら ラ フ を 起こ す 


CLIP STUIDIO PAINT を 立ち 上 げ 、B5 サ イズ で ラフ 
を 起こ し ます 。 

今回 の イラ スト は 「 水 に 濡れ た 質感 を 追究 する 」 と い 
う テ ー マ が あっ た の で 、 そ こ か ら イ メー ジ を 膨らませ 
て いき ます 。 今回 は 「 水 濡れ 」 を 表現 する た め に 「 濡 れ て 
光る 肌 」「 体 を 伝 う 水滴 と いっ た キー ワー ド を 発想 し 
まし た 。 

これ ら の キー ワー ド を 踏ま えて 「 健 康 的 な 水着 少女 」 
と いう イメ ー ジ で ラフ を 起こ し て いき ます 。 こ の 時 点 
で 日 焼け 跡 な どの ディ ティ ー ル も ある 程度 盛り 込ん で 
いま す 。 


| ラフ を つめ て いく 


も う 少 し 具体 的 に な る まで 、 ラ フ の 内 容 を つめ て い 
きま す 。 

現状 の ラフ の まま で は 、 少 々 大 人 っ ぽい 印象 を 受け 
て し まい ます 。 今 回 の イラ スト は 「 少 女 」 を 描く と いう 
テー マ が あっ た た め 、 よ り テ ー マ に 近づけ る た め に 修 
正 を 加え まし ょ う 。 こ こ で は 髪型 を 変更 し て 、 ス ポー 
ティ な 高校 生 く らい の イメ ー ジ に 修正 し まし た 。 

また ポー ズ に つい て も より 詳細 な も の に し て いき ま 
す 。 まずは 右腕 に 浮き 輪 を 持た せ て み ま し た 。 背景 も 、 
木々 や 海 、 空 を 少し 加筆 し まし た 。 


ラフ を より 詳細 に する 
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i 3D 素 材 を 利用 する 


キャ ラ に 持た せ た 浮 き 輪 の パー 
ス を 正確 に する た め 、3D モ デル を 
利用 し ます 。 


ここ で は Maya と いう 3DCG ソ フ 
ト を 使っ て 、 浮 き 輪 を 作っ て いま す 
⑳。 テ クス チャ は ひと まず 大 ま か な 
イメ ー ジ で す 。 


レン ダリ ング し た 浮き 輪 は 、 ビ ニー 
ル の 透明 感 を 表現 する た め に 、 透 過 
処理 を し て いま す 9。 こ こま で 来 た 
ら 、 一 度 浮き 輪 の デー タ を 適当 な 形 
式 で 書き 出し て お きま し ょ う 。 


主導 画 を 起こ す 


⑳ 3DCG ソ フト で 浮き 輪 を つく る 


再び CLIP STUDIO PAINT に 戻り 、 先 ほど 作成 し た 
浮き 輪 の デー タ を 読み 込み ます 。 浮 き 輪 を ラフ に 合わ 
せ た ら 、 上 の 階層 に 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 線 画 を 描 
き 起 こし て いき ます 総 。 適 宜 回 転 表 示 や 反転 表示 を 使 
用 し な が ら 作 業 し て いく と 良い で し ょ う @。 ま た 線画 
に つい て 、 身 体 、 顔 、 髪 で それ ぞ れ 別 レ イヤ ー に 起こ し 


て いま す 。 


線画 が 描き 終わ っ た ら 、 線 画 レ イヤ ー の 下層 に 新規 
レイ ヤー を 作成 し ます 。 こ の レイ ヤー は マス ク と し て 
使用 する た め 、 線 画 の 内 側 を すべ て 塗り つぶ し て いき 
ます 紛 。 は み 出 し や 塗り 残し の な いよ う 注 意 し まし ょ 


つ 。 


Memo CLIP STUDIO PAINT 
は .fbx、.Iwo、.Iws、.obj な ど 、 各 
種 3D デ ー タ 拡張 子 を 読み 込む こ 
と が で きま す 。[ フ ァイル] メニ ュー 
つ " 読 み 込 み " つ "3D デ ー タ "か ら 
読み 込む か 、 対 象 の ファ イル を ド 
ラッ グ & ド ロッ プ す る こと で 、3D 
デー タ が キャ ン バ ス 上 に 配置 さ 
れ ま す 。 また ファ ミリ ー ソ フト で あ 
る CLIP STUDIO MODELER と 
は 連携 が 取り や すく 便利 で す 。 


4③⑬ 0 ノ グ 
い _- \ | ーー 


@ 反転 表示 な ど を 使用 する 


@ 浮き 輪 を 透過 させ る 


0 ラフ に 沿っ て 線画 を 描く 


V a 
a > ング 


マス ク を 作る 
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sk 


082 


Part 


上 色分け する 


ご と に レイ ヤー を 分 け て 、 パ ー ツ 単位 で 塗り つぶ 
etre が は み 出 し た り し な いよ うに 、 
Part1 の Step4(P.081) で 作成 し た マス ク 用 の レイ ヤー 
を 使用 する と 良い で し ょ う 。 色 分 け 用 に 作成 し た 新規 
レイ ヤー は “* 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピ ング "で 、 マ スク 


大 ま か に 塗り 分 ける 


まず は ざっ くり と 色分け し て いき ます 。 後 の 工程 の こと も 考え つつ 、 パ ー ツ ご 
と に 塗り 分 け て お きま し ょ う 。 ある 程度 塗り 分 けた ら 、 こ の 時 点 で ざっ くり と 
で す が 影 も 置い て いき ます 。 


用 レイ ヤー を 指定 し て お きま す 。 
ー 通 り 塗 り 分 けた ら 、 別 レイ ヤー を 追加 し て 、 日 焼け 
跡 も 塗り 分 け て お きま す @。 さ ら に レイ ヤー を 追加 し 
、 合 成 モ ー ド を [乗算 ] に 設定 し 、 大 ま か に 影 色 を 乗せ 
て いき ます 。 


o パー ツ ご と に 塗り 分 ける 


| 肌 に 影 を つけ る 


細か く 影 を 塗り 進め て いき ます 。 

肌 の レイ ヤー に 切り 替え 、 ざ っ くり と 影 を 塗り 重ね 
ます 。 その 後 、 適 宜 [ 色 混ぜ ] ツー ル ( サ ブツ ー ル 「 ぼ か 
し 」) な ど を 使用 し て 、 影 の 境界 を な め ら か に し て いき 
ます 。 


日 焼け 跡 を 塗る 


⑨ 大 ま か に 影 を 乗せ る 


旧 上 を 塗る 


肌 に 隣接 し て いる 目 を 塗っ て いき ます 。 

[エア ブラ シ ] ツー ル (サブ ツー ル 「 強 め 」) を 使用 し て 
塗り 進め ます 。 最 終 調整 で 目 を 塗り こむ お 予 定 な の で 、 こ 
こ で は ざっ くり と 色 を 入れ ます 。 

塗り 分 け は 白目 の 影 が 入れ や すい よう に 白目 レイ 
ヤー、 瞳 レイ ヤー に 分 か れ て いま す 。 白 目 は 落ち 影 
れず に 光 り まし ょ う 。 腹 に 9 


上 炉 を 塗る 


新規 レイ ヤー を 作成 し [エア ブラ シ ] ツー ル ( サ ブ 
MP し ます 。 旨 の 山 各 あ 


賠 | 克 の も を 塗る 


髪の毛 を 塗り 進め ます 。 

髪の毛 の レイ ヤー に 切り 替え 、 大 ま か な 陰 影 を つけ 
て いき ます 。 髪 の 毛 の 境界 線 は 複雑 で す の で 、 色 分 けし 
た 部 分 を あら か じ め 選 択 し て お いて か ら 、 影 色 を 乗せ 
て いく と は み 出 さ ず に 作業 し ます 。 

HARA 毛 の 流れ 


類 を 赤く する 


大 ま か に 塗っ て か ら 細か く 塗 る 
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詳細 に 塗り 進め る 


各 パ ー ツ に つい て 、 詳 細 に 塗り 込ん で いき ます 。 特に 光源 に つい て 意識 し 
な が ら 、 影 や ハイ ライ ト を 加え て いき まし ょ う 。 また 、 時折 全体 の バラ ンス を 
確認 し な が ら 、 そ れ ぞ れ の パー ツ に 調整 を 施し て いま す 。 


Part 


| 全体 の バラ ンス を 見 る 


ここ まで の 進捗 に 、 ラ フ で 描い た 
背景 を 合わ せ て み ま す 。 


画面 全体 を 確認 し な が ら 、 こ の ま 
ま 作業 を 進め る か 、 背 景 や 構図 を 見 
直す か 、 よ く 吟 味 し ます 。 少 し 悩ん 
だ 結果 、 今 回 は この 構図 で 良さ そう 
な の で 、 こ の まま 進め る こと に し ま 
し た 。 


現状 の キャ ラク ター 背景 を 合わ せ て 確認 する 

| レイ ヤー を 整理 する sj 上 ez 競 要 
る | プ 100 % 通 常 
ここ で 、 色 分 け の た め に バラ バラ に 分 か れ て いた レ TYP 

イヤ ー を 、 あ る 程度 結合 し て 整理 し て お きま す 。 今 回 は |『 ea 

色 の レイ ヤー を 「 髪 の 毛 」「 浮 き 輪 」「 身 体 」 の 3 つの レイ っ 100 % 通 

ヤー を 整理 し まし た ⑨。 Ei | 
a 内 100 % 通 常 
この 際 、 レ イヤ ー の 結合 に より マス ク が 外れ る と 、 塗 Se 


り が 線画 の 外 に は み 出 し て し まい ます @。 こう いっ た レイ ヤー を 整理 する 
と き は [レイ ヤー] パネ ル 上 で 、 マス ク の レイ ヤー サム 
ネイ ル を Ctrl キー を 押し な が ら ク リッ ク す る と 、 マ スク 
部 分 の み を 選択 され る た め 、 そ の 後 、 選 択 範囲 メニ ュー 
つ " 選 択 範囲 を 反転 "すれ ば 、 マ スク の 外側 の み 選 択 で 
きま す 。 こ の 状態 で 、 各 レイ ヤー の は み 出 し た 塗り を 消 
去 す る と 良い で し ょ う @。 


@ マス ク が 外れ て 塗り が は み 9 は み 出し を 消去 する 
出る 


影 を 塗り 込む 


さら に 影 を 塗り 込ん で いき ます 。 

新規 レイ ヤー を 作成 し 、 合 成 モ ー ド を [乗算 ] に 設定 
し ます 。 乗 算 で 影 を 塗る 場合 は 、 こ れ く らい 明る い 色 で 
塗っ て いま す ⑨。 あ まり 暗い 色 で 塗っ て し まう と 、 イ ラ 
スト 全体 の 色 の バラ ンス が 変わ っ て し まう の で 、 明 る 
い 色 を 使う よう に し まし ょ う 。 こ の くら い の 明 る さ で 
も 、 乗 算 が か か っ て いる と 実際 に は この よう に な り ま 
す @。 

塗り の 工程 は 基本 的 に 


、 ま ず は この よう に ざっ くり 


三 ミノ ] い ーー RN KO 


0) 乗算 の と き は 明る い 色 で 塗る 


を 繰り 返し 完成 に 近づけ て いき ます 。 


@ 実際 は この くら い の 色 味 に な る 


ry 肌 に 環境 光 を 加え る 


肌 に 環境 光 を 加え ます 。 


新規 レイ ヤー を 作成 し 、 今 回 の イ 
ラス ト で は 、 右 肩 ( 浮 き 輪 の 下 ) に 明 
る い 黄 色 、 首 、 お 腹 、 脚 まわ り に 水 
色 を 入れ て お きま す ⑨。 こ の 際 、 光 


色 を 置い た ら 、 レ イヤ ー の 合成 
モー ド を [ソフ トラ イト ] に 設定 し 、 
レイ ヤー の 不透明 度 を 下げ て な じ 
ませ ます @。 


0 明る い 色 を 置く [ソフ トラ イト ] で な じ ま せ る 
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背景 を 塗り 分 ける 


キャ ラク ター を 非 表示 に し た 後 、 下 層 に 新規 レイ 
ヤー を 作成 、 大 ま か に 砂浜 、 海 、 空 を 、 青 、 水 色 、 灰 色 の 三 
色 で 塗り 分 け て お きま す 。 

その 後 、 再 度 キ ャ ラ を 表示 し て 、 全 体 の バラ ンス を 確 ー 
認 し な が ら 、 背 景 を 好き な 角度 まで 傾け て いき ます @。 92gs 


@ キャ ラ と の バラ ンス を 見 な が ら 傾 ける 


隊 | 背景 を 描き 込む 


背景 に ラフ な タッ チ で 緑 の 葉 を 
描き 込み ます ⑨。 


その 後 、 砂 浜 、 海 、 空 に グラ デー 
ショ ン を か け て いき ます @。 隣 接 
する 色 を スポ イト し な が ら 、 そ れ ぞ 
れ の 境界 線 を 曖昧 に する よう に か 
け て いく と 良い で し ょ う 。 特 に 砂浜 
と 海 の 境界 は な め ら か な グラ デー 
ショ ン に し ます 。 ⑩ 南国 感 の ある 植物 を 描き 加え る @ グラ デー ショ ン を か ける 


さら に 、 簡 単に で す が 海 の 青 に 白 
い 波 を 描き 加え て お きま す @。 


e 白波 を 加え る 


4 髪 に ハイ ライ ト を 入れ る 


髪の毛 に 光 を 入れ て いき ます 。 


まず 、 髪 の 毛 レ イヤ ー の 上 に 新規 
レイ ヤー を 作成 、 ク リッ ピン グ し ま 
す 。 そ し て 作成 し た レイ ヤー に 白 で 
ハイ ライ ト を 入れ て いき ます ⑨。 


その 後 Ctrl キ ー を 押し な が ら 、 八 
イラ イト の レイ ヤー サム ネイ ル を 
クリ ッ ク し て 選択 範囲 を 作成 し 、 
選択 範囲 メニ ュー つつ “選択 範囲 を 
拡張 "を 実行 し ます 。 拡 張 幅 は 1 一 
2pixel 程 度 に し まし た @。 さ ら に 
新規 レイ ヤー を 作成 し 、 選 択 範囲 
を 黄色 で 塗り つぶ し ます 9。 そ こ 
に 別 の 色 味 を 追加 し て 色 に 幅 を 持 
た せ た ら 、 な じ ま せ る た め に レイ 
ヤー の 不透明 度 を 下げ て お きま す 
の 9。 


Memo Ctrl キー を 押し な が ら レ イ 
ヤー サム ネイ ル を クリ ッ ク す る と 、 レ 
イヤ ー 内 で 描画 され て いる 部 分 の み 
選択 する こと が で きま す 。 こ の 操作 
は 、CLIP STUDIO PAINT だ け で な 
く 、Photoshop、SAI な ど と も 共通 し 
て いま す 。 


0 白 で ハイ ライ ト を 入れ る 


キャ ン セ ゼル 


@ 選択 範囲 を 拡張 する 


@ 黄色 で 塗り つぶ す © ほか の 色 を 加え る 


@ 透明 度 を 下げ 
な じ ま せ る 
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[| 肌 に を 入れ る 


肌 に も 明る い 色 を 足し て いき ます 。 

光源 を 意識 し な が ら 、 顔 、 首 、 肩 、 腕 、 腰 、 脚 を フチ 取る 
よう に 明る い 色 を 入れ ます 。 この 際 、 身 体 の 凹凸 や 、 光 
の 当 た こ ぃ よう 。 ア クセ ント 的 
な 強い 色 味 で す の で 、 色 の 入れ すぎ に も 注意 し ます 。 
この よう に 、 身 体 の アウ トラ イン に 強い 色 を 入れ る 


こと で 、 キ ャ ラク ター が 逆光 の 位置 に ある こと を 表現 
する こと が で きま す 。 


フチ 取る よう に 明る い 色 を 入れ る 


上 アイ ス を 塗る 


手 に 持っ た アイ ス を 塗っ て いき 
ます 。 


まず 左上 方 に 暗い 色 を 置き ます 。 
グラ デー ショ ン を 意識 し 、 上 に 行く 
ほど 濃い 色 に な る よう に し ます 総 。 
そこ に 、 透 明 感 を 意識 し な が ら 影 を 
入れ て いき まし ょ う @。 中 を 通る 
バー の 影 を 書き 入れ る と より リア 


ル に な り ま す 。 ⑩ 上 方 を 暗く する @ 影 を 入れ る 


続い て 新規 レイ ヤー を 作成 後 、 合 
成 モ ー ド を [ソフ トラ イト ] に 設 
し 、 右 下方 を 明る くし て いき ます 。 
これ で アイ ス の 透明 感 を 強調 する 
こと が で きま す ⑥@。 


その 後 さ ら に 新規 レイ ヤー を 作 
成 し 、 フ チ な ど に ハイ ライ ト を 加え 
ます @。 


© 下方 を 明る くす る る © ハイ ライ ト を 加え る 
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0 水着 を 塗る 


少し 手順 が 前 後 し ます が 、 水 着 の 塗り に つい て 説明 
し ます 。 

黒い スト ラッ プ 部 分 に 、 白 い 布 地 部 分 が 引っ 張ら れ 
て いる よう に 、 細 か い シ ワ を 描き 込ん で いま す 界 。 

さら に 塗り 進め 、 水 着 部 分 に も 身体 の 凹凸 や 立体 感 
を 反映 し て いき ます 。 特 に 胸 の ボリ ュー ム 感 は 重要 と 
な る の で 、 形 に 治っ て 影 を 入れ 、 丸 み と や わら か さ を 表 
現し ます 。 また 、 全 体 的 に 色 が 寂し か っ た の で 、 布 地 部 
分 を 青 を 足し 、 ス トラ ッ プ 部 分 に も ロゴ を 模 し た デザ 
イン を 描き 足し ます @。 


[ 賠 肌 を 塗り 進め る 


全体 の バラ ンス を 見 な が ら 、 肌 の 塗り を 進め ます 。 

胸 の 下 、 脇 の 下 に 濃い 影 を 描き 足し ます 。 腹筋 や 肪 骨 
に も 影 色 で 描き 足し て 、 身 体 の 立体 感 を 強調 し ます 。 

また 、 鎖 骨 な ど 出 っ 張っ て いる 部 分 に は 明る い 色 を 
入れ て いき ます 。 明るい 面 と 暗い 面 を 意識 し な が ら 塗 
り 重 ね 、 よ り 複 雑 な 色 面 に する こと で 、 リ アル な 身体 の 
凹凸 表現 し て いき ます 。 


旨 細か い シ ワ を 描き 込む 


@ 影 を 入れ 布地 に 青 を 足す 


面 を 意識 し な が ら 色 を 塗り 重ね る 
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3 浮き 輪 の 形 を 調整 する 


改め て イラ スト 全体 を 確認 する と 、 浮 き 輸 部 分 が 
スッ キリ し すぎ て いて 、 少 し さび し い 印 象 に 見 えま し 
た 。 そ こ で テク スチ ャ を 変え て 、 レ ンダ リン グ し 直し ま 
す ⑨。 

レン ダリ ング し 直し た 浮き 輪 を 、 再 度 CLIP STUDIO 
PAINT で 読み 込ん で 、 向 き や 傾 き 具 合 な どの バラ ンス 
を 調整 し な が ら 配 置 し ます 。 よ り 動 き が 感じ られ る よ 
うな ポー ジン グ を 意識 し つつ 、 キ ャ ラク ター と 組み 合 


⑩) 浮き 輪 を レン ダリ ング し 直す 


わせ る と 良い で し ょ う @。 

この 際 、 浮 き 輪 と キャ ラ の 位置 関係 が 変わ っ て し まっ 
た た め 、 背 景 が 一 部 欠け て し まっ て いま す が 、 一 旦 そ の 
まま に し て お きま す 。 ま た 樹木 の 部 分 に つい て も 、 バ ラ 
ンス が 変わ っ て し まっ た の で 、 一 旦 ざ っ くり と し た ア 
タリ を 置き 直し て いま す 。 背 景 は まとめ て 人 後 で 修正 し 
ます 。 


が で きま す 。 移動 や 回 転 は も ちろ ん 、 光 源 の 
影響 を 受け る か どう か な ど 、CLIP STUDIO 
PAINT 上 で も それ な り に 細か い 操 作 が で き 
る の で 、 簡 単 な 調整 は こち ら で 行 う の が 良い 
で し ょ う 。 


@ 浮き 輪 を 配置 し 直す 

先述 し た 通り 、CLIP STUDIO PAINT は 和 名 上 ーー==ss_ ee smoqcae。 eo 
種 3D デ ー タ 拡張 子 を 読み 込む こと が で きま ミー ty 
す 。[ フ ァイル ] メ ニュ ーー* 読 み 込み " つ "3D オフ ウト Ame > 
デー タ " か ら 読 み 込む か 、 対 象 の ファ イル を |" DAV 1 
ドラ ッ グ & ド ロッ プ す る こと で 、3D デ ー タ 18 sl | E 
が キャ ン バ ス 上 に 配置 され ます 。 ま た この 際 、 2 eo 
3D レ イヤ ー が 作成 され ます 。 stim 5 

3D レ イヤ ー 上 で は 、 配 置 され て いる 3D オ a | "で 一 mm 一 
ブ ジ ェクト を 、[ 操 作 ] ツ ー ル で 操作 する こと [操作 ] の サブ ツー ル 

トロ 


ツー ルプ ロ パ ティ [オブ ジェ クト ] 


mh ああ 人 もら ま 


オブ ジェ クト の 上 に 操作 アイ コン が 表示 され る 


3 浮き 輪 の 色 を 調整 する 
浮き 輪 の 色 を 調整 し ます 。 


新規 レイ ヤー を 作成 し 、 合 成 モ ー 
ド を [オー バー レイ ] に 設定 、 イ ラス 
ト 全 体 の バラ ンス を 見 な が ら 、 浮 き 
輪 に 明る い 色 を 乗せ て いき ます ⑨。 


さら に 編集 メニ ュー つつ “色調 補 
正 " つ "カラ ー バ ラン ス " な ど を 使用 
し て 色 を 調整 し た 後 、 新 規 レ イヤ ー 
を 作成 し [加算 (発光 )] に 設定 、 八 
イラ イト を 描き 足し ます @。 


0 浮き 輪 全 体 を 明る くす る @ ハイ ライ ト を 加え る 


浮き 輪 に 模様 を 加え る 
浮き 輪 に 模様 を 追加 し ます 。 


[テキ スト ] ツー ル で 文 を 打ち 込 
み 、 模 様 と し て 使用 し ます 総 。 複 製 
し て 各所 に 配置 、 ま た 角度 や 位置 に 
合わ せ て 変形 し まし ょ う 。 さ ら に 透 
明度 を 下げ て な じ ま せ ます @。 こ 
こ で は 文 を 使用 し て いま す が 、 キ ャ 
ラク ター の 好き な デザ イン を 考え 
な が ら 模 様 を 選ん で みて も 楽し い 
で し ょ う 。 


また 、 縫 製 切り 替わり 部 分 の ヒラ 
ヒラ も 細か く 塗 り 分 け ま す 欠 。 


@ 模様 の 色 を な じ ま せ る 


ヒラ ヒラ を 塗る 
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Part 


育 景 と 小物 を 塗る 


ここ まで の 工程 で 背景 の バラ ンス が 変わ っ て し まっ た の で 、 修 正 を 加え て い 
きま す 。 さら に 要素 を 描き 加え る こと で 、 画 面 の 奥行 き を 表現 し ます 。 小物 
も 描き 加え て アク セン ト に し まし ょ う 。 


隊 松森 を 描く < 


Part3 の Step12(P090) で 背景 の バラ ンス が 変わ っ 
て し まっ た の で 、 修 正 し て いき ます 総 。 

まず は 樹木 (ヤシ の 木 ) を 描き 込み ます 。 新規 レイ 
ヤー を 作成 し 、 単 色 で シル エッ ト を 描き ます 。 こ の 時 点 
で 樹木 の 種類 まで 具体 的 に 決定 し て いた の で 、 写 真 等 
を 参考 に し な が ら 、 形 状 を 作っ て いき まし ょ う 拓 。 ラ フ 
Aichi し た が 、 今 回 は 


⑩ 仮 置き し て いた 樹木 


@ シャ ー プ な 線 で 描画 する 


シル エッ ト が 完成 し た ら 、 さ ら に 新規 レイ ヤー を 追 
加 し て 、 シ ル エ ッ ト の レイ ヤー に クリ ッ ピ ング し ます 。 


その 後 光源 と 葉 の 重なり (前 後 関係 ) に 気 を つけ な が 
ehdo 


で 塗り ま ま し 。 映 の 。 ee 
いま す @。 


⑥ 構造 を 意識 し な が ら 色 を 置く 


ラフ で それ な り に 詳細 に 描き 込ん で いた と し 
て も 、 実 際 の 作業 工程 で 大 幅 な 変更 が 必要 と な る 
場合 が あり ます 。 あ a2 時 a の ta 


また 、 修正 の 必要 な 箇所 を 洗い 出す た め に も 、 


イラ スト 全体 を 逐一 確認 する よう に し まし ょ う 。 


パー ツ ご と に 塗り 進め て いる と 、 塗 っ て いる 部 分 
を 拡大 し な が ら 作 業 し て いる こと が 多い の で 、 ど 
うし て も 視野 が 狭く な り 、 RR 
RR 


| 背景 を 描き 込む 


背景 を 描き 込ん で いき ます 。 

まず は 画面 左端 、 欠け て し まっ た 砂浜 部 分 を 描き 足 
し ます 。 画 面 奥 の 海 と 空 も 塗り 進め まし た 。 海 は 画面 
の 上 方 ( 奥 ) ほど 暗い 色 で 、 下 方 (手前) ほど 明る い 色 で 
塗っ て いま す 。 空 は 海 に 近い 位置 ほど 明る い 色 で 塗っ 
て いき 、 そ れ か ら 雲 を 描き 込ん で いき ます 。 雲 は 重なり 
を 意識 し な が ら 濃 湾 を つけ て いく と 、 立 体感 と 奥行 き 
が 出る で し ょ う 。 


| 前 景 を 描き 足す 


画面 の 左下 に 空間 が あっ た の で 、 植 物 を 描き 足し ま 
す 。 

描き 方 と し て は 、Step1 の 植物 と 同様 の 手順 で す 。 ま 
ず は 単色 で シル エッ ト を 描い て か ら 、 ク リッ ピン グ し 
た レイ ヤー で 色 を 載せ て いき まし ょ う 。 

な お この 際 、 キ ャ ラク ター より 手前 に 配置 し て いま 
す 。 キャ ラ の 手前 に 物 を 配置 する こと で 、 画 面 の 奥行 き 
を 強調 する こと が で きま す 。 


詳 を 人 W り を 指 く 


ここ で また 画面 全体 を 見 る と 、 概 
ね 青 緑色 系 、 黄 色 系 が 配色 され て い 
る こと が わか り ま す 。 ア クセ ント と 
し て 赤い 花 を 描き 加え まし ょ う 。 


や は りほ か の 工程 と 同様 に 、 ま ず 
は ざっ くり と 形 を 取っ て か ら 総 、 


詳細 に 描き 込ん で いき ます @。 0) 赤 を ざっ くり と 入れ る 


手前 に 植物 
を 描き 足す 


@ 形 を 整え 、 陰 影 を つけ る 
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キャ ラ 魅せ 
echmique 


肌 を 伝 う 水滴 を 表現 する 


具体 的 な 水 濡れ の 表現 を 解説 し ます 。 目 に 見 える 形 で 水滴 を 描き 込ん で いく 
こと は 、 単 純 で 最も 効果 的 な 水 濡れ の 表現 で す 。 そ の 際 、 画 面 が うる さく な 
りす ぎ な いよ う 注 意 し て 進め まし ょ う 。 


TP 水滴 の 影 を 作る 


キャ ラク ター と 浮き 輪 に 水滴 を 描い て いき ます 。 

まず は 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 目 立つ 色 で 水滴 の 形 
を 描き 込み 、 マ スク を 作り ます 。 身 体 の 凹凸 や 、 浮 き 輪 
が 重力 に よっ て 滴る 感じ を イメ ー ジ し て 、 説 得 力 の あ 
る 形 を 作っ て いき ます 。 

その 後 、Ctrl キ ー を 押し な が ら レ イヤ ー サ ムネ イル を 
クリ ッ ク し 、 レ イヤ ー の 描画 部 分 (水滴 ) の 選択 範囲 を 
作り ます 。 さ ら に 新規 レイ ヤー を 作成 後 、 明 る い 色 で 塗 
りつ ぶし た ら 、 レ イヤ ー の 合成 モー ド を [焼き こみ カ 
ラー] に 設定 し ます 。 こ の レイ ヤー は その まま 影 と し て 
使用 する の で 、 水 滴 本 来 の 位置 (マス ク ) より 数 pixel 分 
だ け 移 動 さ せ て お きま す @。 さ ら に 不透明 度 を 下げ て 
お きま し ょ う 。 


⑩ 目立つ 色 で 水 
滴 を 描く 


@ [焼き 込み カ 
2 ラー] で 影 を 作る 


関 水滴 を 作り な じ ま せ る 


水滴 の 影 の レイ ヤー の 上 に 新規 
レイ ヤー を 作成 後 、 再 び マ スク で 選 
択 範囲 を 作っ て 、 明 る い 色 で 塗り つ 
ぶし ます ⑨。 


消し ゴム ツー ル ( サ ブツ ッ ツー ル 「 軟 
ら か め 」) な ど を 使用 し て 、 透 ける 部 
分 や 光 の 当たる 部 分 を 消し 込ん で 
いく こと で 、 水 滴 に 立体 感 を 出し て 
いき ます 。 作業 が 終わ っ た ら 、 レ イ 
ヤー の 合成 モー ド を [オー バー レ 
イ ] に 変更 し ます 。 不透明 度 も 調整 
し て 、 水 滴 を 肌 の 色 と 自 然 に な じ ま NN 
せま す @。 ⑩ 塗り つぶ し て 水滴 の 形 を 作る 
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開 | ハイ ライ ト を 加え る 


水滴 に ハイ ライ ト を 加え ます 。 

新規 レイ ヤー を 作成 し 、 レ イヤ ー の 合成 モー ド を 
[オー バー レイ ] に し て 、 ハ イラ イト を 描き 込ん で いき 
ます ⑨。 あ まり 描き 込み すぎ る と 画面 が うる さく な っ 


ck 回 0 水滴 に ハイ ライ ト を 加え る 
て し まう の で 、 点 を 打っ て いく よう な つも り て で 塗れ ば 
直人 ま 。 攻 圏 100 % オ ー バ ー ル イ 
また 、 現 時 点 の レイ ヤー 構成 も 載せ て お きま し た @。 ハイ ライ ト 
水滴 は 透明 感 を 出し た か っ た の で 、「 影 」 と 「 立 体感 」 em ri 
(Step2 の レイ ヤー) は 不透明 度 を 下げ て いま す 。「 色 マ し SA | 
スク 」 レ イヤ ー は 非 表 示 に し て お きま す 。 影 
100 % 通 常 
色 マ スカ 


@ 現状 の レイ ヤー 構成 


開 浮き 輪 に 水滴 を 足し て 仕上 げ る 


肌 と 同じ よう に 、 浮 き 輪 部 分 の 水滴 も 描き 進め て い る 程度 機械 的 に 描い た 方 が 見 栄え が する た め 、 し っ か 
きま す 。 り と 手順 を 守っ て 作業 し まし ょ う 。 

ほか の 工程 は いわ ゆる 「 厚 塗り 」 で 作業 し て お り 、 描 
いて は 直し を 繰り 返し て いま す が 、 水 滴 に 関し て は 、 あ 


浮き 輪 に 水滴 を 足す 
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Part 


環境 光 を 加え 仕上 げ る 


最後 に 画面 全体 の 色 味 を 調整 し て 仕上 げ ま す 。 色 味 が 複雑 に な る ほど 、 イ 
ラス ト の 深み も 増し て いき ます が 、 そ れ ぞ れ の 要素 が な ぶつ か っ て 画面 の 印 
象 を 損なわ な いよ う 気 を つけ まし ょ う 。 


| 毛 先 の 透明 感 を 表現 する 


髪の毛 の 透明 感 と や わら か さ を 表 現し ます 。 

まず 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 描 画 色 を 肌 に 近い 色 に 
設定 し て 、 顔 まわ り の 髪の毛 を [エア ブラ シ ] ツー ル な 
ど で ぼ ん や り 塗 っ て いき ます ⑨。 

その 後 、 レイヤー の 合成 モー ド [ ソ フト ライ ト ] に 設 
定 す れ ば 、 毛 先 に 肌 が 透け て いる 感じ が 表現 で きま し 
た @。, 


が | 髪 の 質感 を 向上 させ る 


髪 に 水滴 と 環境 光 を 加え ます 。 

髪 も 濡れ て いる 感じ を 出し た か っ た の で 、 水 滴 を 描 
き 足 し ます 。 髪 の 水滴 は 身体 の 水滴 と 同じ 手順 で は な 
く 、 厚 塗り で 直接 描き 込ん で 目立た せま す ⑨。 

また 、 青 空 の 下 に いる 空気 感 を 表現 する た め に 、 環境 
光 を 入れ て いき ます 。 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 浮 き 輪 に 


0 髪 に 水滴 を 描き 足す 


@ 環境 光 を 加え る 


0 顔 回 り を 肌色 で 塗る 


@ [ソフ トラ イト ] で な じ ま せ る 


近い 部 分 は 黄色 、 ほ か の 部 分 は 水色 を 入れ て いき ます 
@ 。 そ の 後 合成 モー ド を [オー バー レイ ] に し て 、 不 透明 
度 を 53% ま で 下げ て な じ ま せ ます 9。 

また この 際 、 花 の 髪 飾り は 一 時 的 に 非 表 示 に し て い 
ます 。 


©⑥ [オー バー レイ ] で な じ ま せ る 


花 飾り を 再 利用 する 


頭 に 花 を つけ て いた 花 飾り を 移動 し て 、 背 景 と し て 
再 利 用 し ます 。 

今回 の イラ スト は 「 海 で た くさ ん 泳い だ 後 」 と いう シ 
チュ エー ショ ン を 想定 し て いた た め 、 リ ゾー ト 感 や バ 


カン ス を イメ ー ジ させ る 花 飾 り は 雰囲気 に 合わ な い 、 
と いう の が 変更 の 理由 で す 。 


し か し アク セン ト と し て 、 赤 系 の 色 は 欲し か っ た の 
で 、 背 景 の 目立つ 場所 に 配置 し 直し まし た 。 


この 際 、 花 の 周囲 に 葉 も 描き 足し て いま す 。 描画 手順 
は ヤシ の 木 な ど と 同様 、 は じ め に シル エッ ト を 取っ て 、 
それ を マス ク に し て 別 の レイ ヤー 上 で 塗り つぶ し 、 さ 
ら に 細か く 描 き 込 ん で いき ます 。 葉 を 描き 足す こと で 、 
ヤシ の 木 の 緑 色 に 対し て 、 赤 い 花 が 浮い て いる 感じ は 
な く な り ま す 。 


ひ 
7 だ 
花 を 背景 に 移動 し 、 葉 を 描き 足す 
先述 し た 通り 、 実 際 に 塗り 進め て いく うち に 、 こ うい っ ーー に eo 
た 大 き な 修正 が 必要 と な る 場面 に 行き 当たる こと が あり “si ha < 
トヨ 
ます 。 こ うし た と き に 備え て 、 バ ー ツ こと 、 ま た は 名 で と ドー BB 
EE いつ 
100 % 通 常 
も ちる ん 、 レ イヤ ー 数 が 増え れ ば 増え る ほど コン |。, 中 
ピュ ー タ ー に か か る 負担 は 大 きく な り ま すし 、 レ イヤ ー |。 1 
の 切り 替え や 管理 も 複雑 に な っ て いき ます の で 、 レ イ | _ 関 遇 
ヤー 数 を 増やす こと が 必ず し も 作業 の 効率 化 に 繋が る と | [moo 
は 限り ませ ん 。 一 枚 の レイ ヤー で ほとん どの 作業 を 完結 ーー 
させ る 方 法 も 存在 し ます 。 $i 
@ 100 % 通 常 
身体 
ゃ Sd 
浮き 輪 
ot 
2 ミ 修 ef 
= ー ゆ 100% 通 常 
EE 構造 は アナ ログ 作画 に は 
ES ha ta 現状 で も これ だ け 
な い 、 デ ジタル 作画 の 強み の 一 つ で す の で 、 活 用 で きる と | 賠 中 中 の 枚数 の レイ ヤー 
ころ で は 活用 し て いき まし ょ う 。 ta を 使用 し て いる 


097 


098 


| ハイ ライ ト を 加え る 


体 に ハイ ライ ト を 加え ます 。 

新規 レイ ヤー を 作成 し 、 合 成 モ ー ド を [発光 ] に 設定 
し て 、 胸 元 や 肩 に 光 を 落と し て いき ます 。 肌 だ け で な く 、 
水着 に も 一 緒 に ハイ ライ ト を 置い て お きま し ょ う 。 こ 
こ で も 最初 は ベタ 塗り で 、 そ の 人 後 必要 な 部 分 を ぼかし 
て いく 、 と いう 手順 を 踏ん で いま す 。 

また 、 レ イヤ ー の 不透明 度 は 509% く らい に 設定 し て 
お きま す 。 


| 印象 的 な 瞳 を 作る 


顔 の 印象 が 薄く 感じ られ た の で 、 瞳 の 色 に 変化 を 加 
えま す 。 

現状 の 瞳 は 彩 度 が 低く 、 少 し 淡白 に も 見 える ⑨ の で 、 
より 鮮やか に し て いき まし ょ う 。 

まず は 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 瞳 の 下方 に 明る い 色 
を 複数 入れ て いき ます @。 そ の 後 レ イヤ ー の 合成 モー 
ド を [オー バー レイ ] に 変更 すれ ば 、 瞳 が 輝い て いる か 
の よう な 効果 を 得る こと が で きま す 9。 


ず テア 


ハイ ライ ト を 加え る 


9 加工 前 。 少 々 淡白 で 物足りな い 


@ 明る い 色 を 入れ る 


⑨ [オー バー レイ ] で 輝 か せる 


開 | アク セ サ リ ー を 描き 加え る 


瞳 だ け で な く 、 キ ャ ラク ター 全体 を より 華やか に す 『 
る た め に も 、 水 着 の ディ ティ ー ル や アク セ サ リ ー を 描 
き 加 えま す 。 
ここ まで 同様 、 ま ず 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、 シ ル エ ッ 
ト を 取っ て マス ク に し て 、 さ ら に 作成 し た 新規 レイ 
ヤー 上 で 色 を つけ て いき ます 。 こ の 際 、 影 は 合成 モー 
ド [ 乗 算 ] の レイ ヤー を 作成 し て 重ね て いき ます 。 シ ル 
エッ ト が 決ま っ て いる と き や 、 後 か ら パ ー ツ を 追加 す 
る と き は 、 こ の 方 法 で 描く と 効率 が 良い で す 。 
ここ で は 首 と 手首 に アク セ サ リ ー を 描き 加え 、 ま た 
水着 に も 1 本 ヒモ を 足し て ディ ティ ー ル アッ プ し まし 
た 。 


WM 
Nm 


| 背景 を 詳細 に 描き 込む 


背景 を 詳細 に 描き 込ん で いき ます 。 

海 、 空 の 青 が 全体 的 に 淡い 印象 の た め 、 濃 い 青 を 足し 
て いき まし ょ う 。 海 は 空 と の 境界 に 近づく ほど 濃い 色 
を 、 空 は 画面 上 方 ほど 濃い 色 を 乗せ て いき ます 。 また 、 
水面 が 光 を 反射 する 様子 も 、 明 る い 色 を 置い て 表現 し 
ます 。 

雲 は 彩 度 の 低い 色 で 明暗 を 塗り 分 け 、 立 体感 を 強調 
し ます 。 
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§ 草 葉 に 瑞 々 し さ を 加 える 


画面 左手 前 の 草 葉 が 暗く 、 少 し 重たい 印象 だ っ た の 
で 、 明 る さと 瑞 々 し さ を 加 えま す 。 

レイ ヤー を 新規 作成 し 、 合 成 モ ー ド を [加算 (発光 )] 
に 設定 し ます 。 手 前 の 草木 の 周囲 に 、 白 い 粒 子 の よう な 
点々 を 打っ て いき ます 。 こ れ に より 、 草 葉 が 日 の 光 を 弾 
いた 様子 を 表現 し つつ 、 画 面 全体 の 印象 を 明る くし ま 
し た 。 


§ レン ズ フ レア を 描く 


画面 に レン ズ フ レア を 加え 、 よ り 印 象 的 な 画面 に し 
て いき ます 。 

レイ ヤー を 新規 作成 し 、 こ こ で も 合成 モー ド を [加算 
(発光 )] に 設定 し ます 。 

画面 の 右上 と 画面 の 左下 、 草 木 に 重ね る よう に 、 丸 く 、 


(0 白い 円 を 描き 込む 


光 を 加え 瑞 々 し さ を 表現 する 


は っ きり と 色 を 入れ て いき ます 総 。 

円 を 描く よう に いく つか 色 を 置い て いっ た ら 、 レ イ 
ヤー の 不透明 度 を 55% に 設定 し ます 符 。 

この 処理 に よっ て 、 ま る で レン ズ を 通し て 撮影 し た 
か の よう な 画面 に よる こと が で きま す 。 


レン ズ フ レア と は 、 レ ンズ を 通し て 撮影 し た 際 
に 、 写 真 や 映像 の 一 部 が 極端 に 明る く な る 現象 を 
指し ます 。 多 く の 場 合 、 光 源 か ら 放 射 状 に 光 の 円 
の よう な も の が 複数 映り 込み ます 。 

通常 、 撮 影 の 際 は マイ ナス の 効果 と し て 扱わ れ 
ます が 、 一 方 で 写真 や 映像 に 雰囲気 を 出す た め に 
用 いら れる 場合 が あり ます 。 いずれ に せよ 、 画 面 
全体 の 印象 を 大 きく 左右 する 要素 の 一 つ で す 。 

レン ズ フ レア を イラ スト に 描き 入れ る こと で 、 
まる で カメ ラ で 撮影 し た か の よう な リア リティ 
を 持た せる こと が 出来 ます 。 通常 、 レ ンズ フレ ア 
は 逆光 時 に 発生 し 、 順 光 時 に は 発生 し な い の で 、 
光源 の 位置 に 注意 し まし ょ う 。 


レン ズ フ レア の 映り 込ん だ 写真 


0 画面 の 色 を 調節 する 


最後 に 、 イ ラス ト 全 体 に 色 を 足し て 仕上 げ ま す 。 

新規 レイ ヤー を 作成 し 、 イ ラス ト 全 体 に 赤い 色 を 入 
れ て いき ます 。 お も に ハイ ライ ト や 、 光 の 当たる 面 、 明 
る く な っ て いる 箇所 、 パ ー ツ の アウ トラ イン 近く に 色 
を 入れ て いま す 総 。 

最後 に レイ ヤー の 合成 モー ド を [ソフ トラ イト ] に 設 


0 イラ スト 全体 に 赤 を 入れ る 


定 し 、 不 透明 度 を 50%% に 変更 し ます 紛 。 あ くま で 雰 囲 
気 作 り の た め に 入れ る 色 で す の で 、 あ まり 不透明 度 を 
高く し て 、 自 己 主張 し すぎ な いよ うに し まし ょ う 。 

改め て 画面 全体 の 引い て 見 て 、 修 正 箇所 が な く な っ 
た こと を 確認 し た ら 、 完 成 と な り ま す 。 


ひ 
た 
き 
ゆめ 
う 


プ ン ンダー 


[ソフ トラ イト ]50% に 設定 
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Making 4 


Title | 少女 の 目覚 め 


し ンジ デ PE 
アク / 
厨 / を 4 
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キャ ラ 魅 せ 
Techmigque 


へ | 色彩 調和 を 考え る 
(P130) 


レー ス と フリ ル 
を 描く (P124) 


llluicent’'s Comment 


自分 の 女の子 に 対す る フェ チズ ム を すべ て 詰め 込み まし た 。 絵 を 描く 
と き に 考え て いる こと を 頑張 っ て 文章 に し て み ま し た の で 、 参 考 に し 
て いた だ けた ら 幸 いで す 。 余談 で す が こ の 女の子 の 名 前 は 「 エ リシア 」、 
身長 146cm の 17 歳 、 気 が 強め な 性 格 で 家 は お 金持ち と いう 設定 で す 。 
よろ し く お 願 いし ます 。 


Making 4 る いせ ん と 


少女 の 優 さ と 
チラ リズ ム を 表現 する 


本 章 で は 「 僅 さ 」 や 「 少 女 ら し さ 」 を 表現 する た め の 具 体 的 な 方 法 を 説明 し 
ます 。 華 秦 な 肢体 や 気 怠 げ な 表情 を 意識 し て 、 と も すれ ば 作り も の の よう に 


も 見 える 雰囲気 を 作り 上 げ て いき ます 。 


> 制作 環境 


OS Windows10 64bit 

CPU Intel® Core™ i7-7700K 

メモ リ 32GB 

グラ フィ ッ ク ボ ー ド NVIDIA GeForce GTX 1080 

タブ レッ ト Intuos Pro size M 

マウ ス Razer Naga Chroma 

メイ ン モ ニタ ー ColorEdge 27.0 イ ンチ 

サブ モニ ター IPS モ ニタ 24 イ ンチ 2 枚 
(1920x1080) 

ツー ル Adobe Photoshop CC 2018、SAI2、 

Coolorus2.5(Photoshop 用 プラ グイ ン ) 


> 制作 過程 

Part 1 ラフ を 描く 一 PF106 

Part2 線画 の 作成 と 色分け P110 
Part3 肌 を 塗る P112 

Part4 瞳 を 塗る 一 P116 

Part5 ブラ ウス を 塗る 一 PF118 
Part6 スカ ー ト と 装飾 を 塗る 一 PF120 
[キャ ラ 絶 せ > レー ス と フリ ル を 描く 一 P124 
Part7 髪 を 塗る 一 P128 

は ゃ 3 双 せ > 色彩 調和 を 考え る 一 P130 
Part8 シー ツ と 小物 を 塗る 一 P134 
Part9 窓 の シル エッ ト を 描く 一 P136 
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Part 


描き 始め る と き 、 と りあ え ず 何 か 描 け な い か と 手 を 動か し て し まい が ち で す 
が 、 ラ ブフ 段階 で は 描く こと より 「 描 きた い 絵 の イメ ー ジ を 明確 に する こと 」 が 
大 切 で す 。 まず 描き た い 画面 を は っ きり 定め て か ら 臨 み ま し ょ う 。 


| ラフ を 起こ す 


ペン を 持つ 前 に 、 ま ず は どん な 絵 を 描き た い の か 
し っ か り RE 


メー ジ が あっ た の で 、 これ を 表現 する た め に 、 より 具体 


的 な アイ デア を 出 SUR 


まず 「 寝 転ん で 広がっ た 髪 と 力 の 抜け た 四肢 」 か ら 、 
「 寝 起き の 少女 」 を 描く こと に 決め まし た 。 寝 起き な の 
で 時 間 設 定 は 朝方 、 場 所 は ベッ ド の 上 と し ます 。 
次 いで 「 は だ けた 服 の チラ リズ ム 」 を 表現 する た め 
少女 は 「 着 替え 途中 」 で あっ た と し ま Pe 


た 話 股 - け た 服 以上 を 踏ま え 「 夜 疲れ て 帰宅 し た 後 、 着 替え 途中 て 
en mre ere’ さら に ディ 上 朝 | 
ティ ー ル を 詰め て 、 シ チュ エー ショ ン を 設定 し ます 。 


| +> 


Adobe Photoshop 上 で 、B5 サ イ 
ズ + 塗 り 足し 分 の カン バス を 新規 
作成 し 、 適 当 な ツー ル で ラフ を 描い 
て いき ます 。 ポ ー ズ や 構図 が 複数 思 
い 浮 か ぶ 場 合 は 、 ひ と まず 描き 出し 
て 見 比べ た 上 で 、 よ り 良 いも の を 選 
びましょう 。 今 回 は 2 枚 の 中 か ら 選 
びました 。 


ショ ン を 設定 し ま し た 。 


ニー ニ ジ を 元 に ラフ を 切る 


また この 段階 で 少女 本 体 (「body」 
レイ ヤー) と 服 (「clothes」 レ イヤ ー) = 
で レイ ヤー を 分 け て いま す 。 


こち ら は ボツ に し た 


グ 


こち ら を ラフ と し て 採用 し た 


現在 の レイ ヤー 構成 


人 体 の 構造 は と て も 複雑 で す の で 、 想 像 で = TS 
描く こと は オス ス メ し ませ ん 。 た と え 描 き 慣 Ma ニン 7 の) 


特に 手 の 構造 は 難し い の で 、 必 ず 資 料 を 用 ーー 
意 し ます 。 手 に つい て は 自分 の 手 を 写真 を た だ 
撮っ て 参考 に する 、 全 身 に つい て は ポー ジン 本 
グフ ィ ギ ュ ア な ど を 使う と 良い で し ょ う 。 ” 2 

今回 の ラフ も 資料 と 見 比べ て 、 体 や 顔 の 大 アレ ノン] 」 
き さ 、 パ ー ツ の 位置 を 調整 し まし た 。 7 月 


ポー ズ 確 認 に は ポー ジン 
グフ ィ ギ ュ ア な ど を 使用 ラフ を 修正 し た 


| シル エッ ト で 形 を 取る 方 法 


今 ま で 描い た ラフ に パー ツ を 描き 足し て いき ます 。 
まず は 乱れ た 長い 髪 が ベッ ド 全 体 に 広がっ て いる 様子 
を 表現 し ます 。 ラ フ の 際 、 髪 は キャ ラ 本 体 の レイ ヤー 
に その まま 描き こむ こと も あり ます が 、 今 回 は 画面 全 
体 に 対し て 、 髪 が 占め る 面積 が か な り 大 きい た め 、 髪 
の ラフ 用 に 新規 レイ ヤー「hair」 を 作成 し ます 。 

ラフ の 線 を 引く 前 に 、 大 きめ の ブラ シ サ イズ で 毛 東 
の シル エッ ト を 取っ て いき ます 。 は じ め か ら 細 い 線 で 
描き 込ん で いく と 、 ぱ っ と 見 密度 が 高く て も 、 塗 り の 
段階 で 色 を 置い て みる と 想像 より スカ スカ し て 見 える 
こと が あり ます 。 ーー 3 
りつ ぶし て 形 を 取っ て みる と 、 よ り わ か りや すく な り 
ます の で 、 活 用 し て みる と 良い で し ょ う 。 


毛 束 を 枝分かれ させ て いく 
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yd 髪の毛 の ラフ を 描く 


大 体 の シル エッ ト が 見 えて きた ら 、 作 業 レ イヤ ー の 
不透明 度 を 下げ ます 。 

さら に 、 上 の 階層 に 新規 レイ ヤー を 作成 し て 、 シ ル 
エッ ト を な ぞ る よう に 、 輪 郭 線 を 描い て いき ます 。 


詞 肥 の ラフ を 描く 


事前 に 作成 し て いた 「clothes」 レ イヤ ー に 切り 替え 
て 、 服 を 描い て いき ます 。 

体 と 服 を 同時 に 描く の で は な く 、 ま ず 裸 体 を 描い て 

ら うに ら 裸 
体 を 描か ず に いき な り 服 を 描 と うと する と 、 ど こ に シ 
ワ が で きる の か が わか り に くく 、 形 が 非常 に 取り づら 
いた めで す 。 

また 服 の シワ も や は り 何 も 見 ず に 描く の は 難し い の 
で 、 実 際 に 観察 し た り 写 真 を 見 た り し な が ら 描 く と 良 
いで し ょ う 。 


診 | フリ ル を 描く 


スカ ー ト 下 の フ リル を 描き 足し ます 。 

まず 、 ス カー ト の 下方 に ざっ くり と 波状 の アウ トラ 
イン を 引い て いき ます 。 こ の 際 、 脚 の 形状 も 考慮 し て 、 
線 に 広がり と 奥行 き を 持た せま し ょ う 。 


髪の毛 の 
ーー シル エッ ト に 沿っ て 
線 を 描く 


「hairy レイ ヤー は 
一 旦 非 表 示 


その 後に シワ と 折り 目 を 描き 足し ます 。 この よう に 、 
一 見 難し く 思 える フリ ル も 、 手 順 さ え 把 握 し て いれ ば 、 
意外 と 簡単 に それ らし く 見 せる こと が で きま す 。 


アウ トラ イン か ら 描 き 、 シ ワ と 折り 目 を 描き 足す 


A リボ ン を 描く 


胸元 に リボ ン を 描き 足し ます 。 胸 
の チラ リズ ム は 、 イ ラス ト の アピ ー 
ルポ イン ト の ひと つ な の で 、 胸 が 隠 

な いよ うな 配置 を 心がけ ます 。 


シル エッ ト を 取り 、 輪 郭 線 を 引く 
ここ で も や は り 大 きめ の ブラ シ 

サイ ズ で シル エッ ト を 取っ た 後 、 上 

か ら 別 の レイ ヤー で 線 を 引き ます 。 

また 、 シ ル エ ッ ト を 取る 際 、 リ ボン 

の 結び 目 の 形 状 な ど を 、 あ る 程度 想 

定 し て お く と 良い で し ょ う 。 


ここ まで の 作業 で 、 全 身 の 線 ラフ 
が 完成 し まし た 。 


現在 の レイ ヤー 構成 線 ラ フ が 完成 し た 


| を 仮 置き する 


Step7 で ラフ が 完成 し た の で 、 絵 の イメ ー ジ を より 
明確 に する た め に 、 こ の 時 点 で ある 程度 色 を 置い て お 
きま す 。 

また 、 上 の 階層 に 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 描 画 モー ド 
を [乗算 ] に 設定 、 差 し 込む 朝日 と 、 窓 枠 の 影 が 落ち る 様 
子 を 表現 し まし た 。 


攻 
還 
加 
に 
因 


現在 の レイ ヤー 構成 ラフ が 完成 し た 
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線画 の 作成 と 色分け 


Part 1 で つく っ た ラフ を 元 に 線画 を 描い て いき ます 。 線 の 強弱 を 意識 し て 、 
メリ ハリ の ある 画面 を つく り ま し ょ う 。 また 、 こ こ で は 下塗り の 工程 も 併せ て 
説明 し まし た 。 


Part 


間 槍 画 の 下 ** 代 


ここ まで の 作業 デー タ を 一 旦 PSD 形 式 で 保存 し た 
後 、 ペ イン ト ツ ー ル SAI(SAI2) を 起動 し て PSD を 開き 
ます 。 

SAI2 は 非常 に 軽い ソフ ト で 、 線 画 を 引く の に と て も 
向い て いる ソフ ト だ と 思い ます 。 綺麗 な 線画 を 引き た 
いと き 、 私 は SAI2 を 使用 し て いま す 。 

まず は 、 線 画 用 の 新規 レイ ヤー セッ ト 「LINE」 を 作り 、 
その 下 に 「body」「hair「clothes」 の 3 レイ ヤー を 格納 し 
ます 。 


Memo ペイ ント ツー ル に は それ ぞ れ 得手 不得 手 が あ り ます 。 パー ツ ご と に レイ ヤー を 使い 分 ける 
スト ロー ク が な め ら か な ツー ル 、 ブ ラ シ の カス タマ イズ 性 が 高 

い ツ ー ル 、 フ ィ ル ター 機能 が 充実 し た ツー ル な ど 、 そ の 特徴 

は 様々 で す 。 工程 に 合わ せ て ツー ル を 使い 分 ける こと は 、 効 

率 的 に 作業 を 行う 上 で 重要 と な り ま す 。 


謗 上 牧 画 を 描く 


まず 「LINE」 レ イヤ ー セ ッ ト 内 の a 証 エラ 水着 
いずれ か の レイ ヤー を 選択 し ます 。 。 ぞ ー ス 還 用 " ィ 


ここ か ら は [ 筆 ] ツ ー ル を 使用 し 、 ラ ク eM 8 

フ に 沿っ て 線 を 引い て いき ます 。 A 
線 と いう の は 繋ぎ 目 が 多けれ ば 

多い ほど 汚く な っ て し まう の で 、 な Es 

る べく 1 スト ロー ク で 長い 線 を 引 弄 Haanm 


a _ 。 プラ シ サ イズ 岡 男 .o 10.0 MUST 
きま す 。 終点 に 向かっ て 、 一 気 に ペ ぺ 。 曲 g イ 7 ュ 096 ws ペペ シー 
に N バ NN ブラ > 濃度 assam100 イン) 
nyc 最小 濃度 。 き 0% AA // 2 
9 〉 [通常 の 円 形 】 園 0 記 IR ジ 4 
ょ | 【 テ 2 スチ ャ な し 】 賠 / ル J 
ャ 混色 る 0 / ノ 過 
水分 量 る 0 4 / 
色 延び 0 ) 
不透明 度 を 維持 % ノ (J 
ぼかし 筆 圧 ーー 10096 0 し ン 
[ 筆 ] ツ ー ル の 設定 一 通り 線 を 引き 終え た 


線 に 強弱 を つけ る 


一 度 線画 を 引き 終わ っ た 後に 、 線 同士 が ぶつ か る 交 
点 や 、 影 に な り そ う な 箇所 を 重点 的 に 加筆 し て 、 線 を 太 
ら せ ま す 。 線 の 強弱 の 付け 方 は 、 慣 れ と 感覚 に よる 部 分 
が 大 きい で す が 、 ま ず は 上 記 の よう な や り 方 で 加筆 し 
て いけ ば 、 あ る 程度 抑揚 の つい た 画面 に な か る で し ょ う 。 


線 と 線 の 交点 や 、 影 に な り そ うな 箇所 を 太ら せる 


ry 色 ご と に レイ ヤー を 作る 


再び PSD デ ー タ を 保存 し た 後 、Photoshop で 開き 直 
し 、「LINE」 レ イヤ ー の 下 に 、 塗 り の グル ー プ レイ ヤー 
「color」 を 作成 し ます 。 

私 の 場合 、 下 塗り レイ ヤー は パー ツ ご と で は な く 、 基 
本 的 に 色 ご と に レイ ヤー を 分 け て いま す 。 レイヤー を 
色 ご と に 分 ける メリ ッ ト と し て 、 パ ー ツ ご と で 分 ける 
より レイ ヤー 数 を 削減 で きる こと と 、 同 じ 色 を 使用 し 
て いる 箇所 を 一 度 に 調整 で きる こと が 挙げ られ ます 。 


下塗り の レイ ヤー 構造 


較 | を ^ け する | sass ra 


色分け に は 、 ブラ シ プ リ セッ ト 
か ら [ ハ ー ド 円 ブラ シ ] を 選択 し て 
使用 し ます 。 この 際 、 画 面 上 部 に あ 
る “ 筆 圧 の 切り 替え で 不透明 度 を 調 
節 " の アイ コン を クリ ッ ク し 、OFF 
に し て お きま す ( 色 分 け 後 は ON に 
戻し まし ょ う )。 


後 は 各 レ イヤ ー 上 で 、 線 画 か ら は 
み 出 さ な い よう に 慎重 に 塗り 分 け 
て いき ます 。 


[ブラ シ 設 定 ] 色分け が 完了 し た 
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Part 


し まう 。 


ここ か ら 本 格 的 に キャ ラク ター の 塗り に 入っ て いき ます 。 まず は 視線 の 集中 
する 上 顔 か ら 塗 り 始め ます 。 ブラ シ の 設定 や 色 を 細か く 変え な が ら 作 業 し ま 


yd 塗る 前 の 準備 


ここ か ら 先 の 肌 の 塗り で は お も に [ソフ ト 円 ブラ シ ] 
[ハー ド 円 ブラ シ ] を 使用 し ます 。 

Part2 の 色分け の 段階 で 、「skin」 レ イヤ ー に 、 ベ ー ス 
の 色 と し て 少し 暗め の 肌色 を 置い て いま す 。 こ の 『「skin」 
レイ ヤー を [透明 ピク セル を ロッ ク ] に 設定 し て 、 塗 り 
込ん で いき ます 。 

また 塗り の 際 に レイ ヤー の 描画 モー ド ( ツ ー ル に 
よっ て は 合成 モー ド ) を [乗算 ] や [オー バー レイ ] に 設 
定 す る や り 方 も あり ます が 、 私 の 場合 は ブラ シ の モー 
ド を 変更 し て 塗っ て いま す 。 こ こ で は 基本 的 に 、 影 の ブ 
ラ シ モ ー ド は [乗算 ]]、 ハ イラ イト は [オー バー レイ ] を 
使用 し まし た 。 


emo 私 は 「Coolorus 2」 と いう Photoshop 用 の カラ ー 
ピッ カー プラ グイ ン を 愛用 し て いま す 。 カ ラー サー クル だ け で 
な く 、 カ ラー ヒス トリ ー 機 能 な ども つい て いて 非常 に 便利 で す 。 
Photoshop に は 様々 な サー ド パ ー テ ィ 製 プラ グイ ン が ある 
の で 、 使 用 し て みる の も 良い で し ょ う ( あ くま で 自己 責任 で !)。 


そう 


まず [ハー ド 円 ブラ シ ] を [乗算 ] 
に 変更 し 、 髪 か ら 落ち る 影 、 目 の 堀 
か ら 落 ちる 影 を 入れ て いき ます 。 目 
頭 に も 濃い 肌色 を 置き ます 。 感 覚 と 
し て は 、 お 化粧 を し て いく よう な イ 
メー ジ で 塗る と 良い で し ょ う 。 


続い て [ソフ ト 円 ブラ シ ] を [オー 
バー レイ ] を 使用 し 、 類 の 辺り を 軽 
く 撫 で る よう に 青 を 入れ て いき ま 
す 。 図 で は 少し わか り づ らい で す 
が 、 肌 に 青 系 の 色 を 置く こと に よっ 
て 、 透 明 感 を 出す こと が で きま す 。 


基本 色 。 図 は Photoshop 標 準 の カ 
ラー パネ ル で は な く 、「Coolorus」 と 
いう 追加 プラ グイ ン 


ブラ シ の 描画 モー ド は オプ ショ ン バ ー で 変更 で きる 


化粧 を する よう な イメ ー ジ で 丁寧 に 塗っ て いく 


上 議 上 胞 まわり を 塗る 


同じ よう に 首筋 、 鎖 骨 、 胸 の 影 を 入れ て いき ます 。 

胸 の 大 き さ は 控え め な が ら 立 体 的 に 、 か つ チ ラリ ズ 
ム を 感じ させ る よう 意識 し な が ら 塗 り 進め ます 。 

また 、 首 筋 、 鎖 骨 の 線画 に つい て 、 主 張 が 強 す ぎる よ 
うに 見 えた た め 消 去 し た 後 、[ ソ フト 円 ブラ シ ] で 肌 の 
や わら か さ が 出 る よう に な じ ま せ ます 。 

リボ ン か ら 落 ちる 影 も 入れ て いき ます 。 
基本 的 に 色 の 使い 分 け は Step2(P111) と 同様 で す 


高め の 肌 


め る 部 婦 i に は 艇 お 


上 | キチ を ※ る 


まず [ハー ド 円 ブラ シ ] で 大 雑 把 に 影 を 置き ます ⑨。 

次 に 「body」 レ イヤ ー(「LINE」 レイ ヤー グル ー プ ) に 
切り 替え 、 手 の ひら の シワ の 線 を 消し ます 。 再 び 「skin」 
レイ ヤー に 戻り 、[ ソ フト 円 ブラ シ ] で 影 色 を な じ ま せ 
た 後 、 先 ほど も 使用 し た 彩 度 の 高い 肌色 ラ 


ン 際 に 入れ て いき ます 8。 

爪 も 描画 し て いき ます 。 爪 の ハイ ライ ト に は ブラ シ 
モー ド [オー バー レイ ] を 使用 し まし た 紛 。 

線画 の 黒 が 浮い て 見 える た め 、 色 を 茶色 系 に 変更 し 
まし た @。 

右手 も 同様 の 手順 で 塗っ て いき ます @。 

手 を 描く と き の コ ツ と し て 、 女 性 の 手 は 男性 より 脂 
肪 が つき や すい の で 、 細 く や わ ら か そう に 描く と 良い 
で じょう 。 


彩 度 の 高い 肌色 


首 や 胸 に は 青 も 入れ て いる 


0⑩ 大 雑 把 に 影 を 置く @ シワ を 消し 影 色 を な じ ま せ る 


@ 爪 も 描画 する @ 線 色 を 変更 する 


0 石手 も 同様 に 塗る 
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議 | 左上 に 影 を 入れ る 


脚 ま わり を 塗っ て いき ます 。 ま ず 左 脚 全体 に 影 色 を 
入れ ます 。 膝 の 下 の 影 は 立体 感 を 表現 する 上 で 重要 な 
の で 、 少 し 形 に も こだわ っ て 入れ て み ま し た ①。 

次 に 、 ス カー ト か ら 落 ちる 影 を 入れ ます 。 影 の 境界 部 
分 に は 少し 強め に ブラ シ を 入れ まし た @。 さ ら に 、 隣 


の 調和 を | 


反する スカ ー ト < 
足し て いき ます 9。 
続い て ブラ シモ ー ド を [オー バー レイ ] に 変更 し 、 膝 、 
膝 の ライ ン に ハイ ライ ト を 追加 し ます ⑨@。[ 描 画 色 ] に 
は ベー ス の 肌色 を 使用 し て いま す 。 


emo あま り 解説 され る こと な い 部 分 で す が 、 影 や ハイ ライ 
ト な どの 色 面 の 形状 は 、 物 体 そ の も の の 形状 だ け で な く 、 質 
感 ・ 量 感 を 表現 する 上 で 非常 に 重要 で す 。 こ こ ぞ ! と 思う 箇 
所 は 色 面 の 形状 に も こだわ る と 、 よ り 説 得 力 の ある 画面 が つ 
くれ ます 。 また 、 実 際 に 物体 を よく 観察 し て 、 材 質 ご と の 反射 
光 の 形状 な ど よく 確認 し て お く と 良い で し ょ う 。 


⑩ 膝 に 特に こだわ っ て 影 を 入れ る 


MK 、 


@ スカ ー ト か ら 落 ちる 影 を 入れ る 


⑩ 影 に 青 を 足す 


@ 膝 、 妥 の ライ ン に ハイ ライ ト 入 れる 


上 ち 乳 を 塗る 


ブラ シモ ー ド を [乗算 ] に 変更 し 、 右 脚 全 体 に 青 系 の ー 通 り 影 を 入れ 終え た ら 、 ブ ラ シ モ ー ド は その まま 
色 を 軽い タッ チ で 入れ て いき ます ⑨。 青 だ け で は 血色 で 、 左 脚 と 同じ よう に 、 膝 、 腔 の ライ ン に ハイ ライ ト を 
が 悪く 見 える の で 、 今度 は ブラ シモ ー ド を [オー バー レ 入れ て いき ます 。 
イ ] に し て か ら 、 濃 い 影 色 を 重ね ます 特 。 


[乗算 ] で 青 系 の 色 を 広く 軽く 乗せ 。@ 濃い 肌色 を スポ イト で 取り 、 上 か ら [オー バー レイ ] で ハイ ライ ト 
る [ブラ シモ ー ド : オー バー レイ ] で 血色 
を 良く し ます 。 


六 | 線画 に 色 を つけ る 


足 の 指先 を ズー ム し て 、 細 い 線 で 爪 の 輪郭 を 描い て 
いき ます 。 細 か く 見 え づ らい 箇所 で は あり ます が 、 マ ト 
リッ クス ( 爪 の 根元 の 白い 部 分 ) や 反射 光 も 描き 入れ る 
と な お 良い で し ょ う 。 爪 を 描き 足す 

ここ で 「body』」 レ イヤ ー(「LINE」 レ イヤ ー グ ルー プ ) 
に 切り 替え 、[ 透 明 ピ クセ ル を ロッ ク ] し ます 。 茶 系 の 描 
画 色 を 選び 、 線 画 に 色 を つけ て 肌 と な じ ま せ ます 。 外 側 
の 線画 を 暗い 茶色 、 内 側 を 明る い 茶 色 で 色 を つけ まし 
た 。 


線画 に 色 を つけ て 
な じ ま せ る 
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Part 


瞳 は キャ ラク ター で 最も 重要 な パー ツ の 一 つ で す 。「 画 意 点 購 を 欠く ]」 と い 
う 言 葉 が ある よう に 、 瞳 の 出来 ひと つ で 絵 全 体 の 印象 が 大 きく 変わ り ま す 。 
細部 まで こだわ っ て 塗っ て いき まし ょ う 。 


| 塗る 前 の 準備 


寝起き まほ と いう シチュ エー ショ ン な の で 、 目 は あま り 
主張 し すぎ ず 、 寝 起き 感 が 出る よう に ぼんやり と し た 
塗り を 意識 し まし た 。 な お 、 目 の 塗り は すべ て [ソフ ト 
円 ブラ シ ] で 行い ます 。 

Part2(P 111) で 行っ た 色分け の 段階 で 、 白 目 と 瞳 で 
レイ ヤー を 分 け て いま す 。 

この 際 、 白 目 に は [R=255 G=255 B=255] の よう な 
完全 な 白色 で は な く 、 少 し 肌色 に 近い 色 を 使用 し まし 
た 。 完全 な 白色 は 、 画 面 に 対し て 浮い て し まっ た り 、 逆 
に 埋もれ て し まう こと が 多い の で 、 ハ イラ イト 以外 に 
使用 する 際 は 注意 し まし ょ う 。 


白目 と 瞳 で レイ ヤー を 分 ける 


| 白目 に 影 を 入れ る 


続い て 白目 に 影 を 入れ ます 。 こ こ で も [透明 ピク セル 
を ロッ ク ] を 使用 し て 、 目 の 球体 を 意識 し な が ら 影 色 を 
置い て いき ます 。 若 干 肌色 に 寄せ て も 良い で し ょ う 。 ま 
た 影 色 を 入れ る 際 は 、 や は り [ 乗 算 ] の ブラ シモ ー ド を 
使用 し て いま す 。 


球体 を 意識 し て 影 を 入れ る 
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瞳 に 影 を 入れ る 


瞳 の 上 部 に 影 を 落と し て いき ま 
す 。 瞳 の 色 面 は 狭い の で 、 す べ て 塗 
りつ ぶさ な いよ う 、 グ ラ デ ー シ ョ ン 
の 具合 に 気 を つけ まし ょ う 。 


その 後 、 ブ ラ シ モ ー ド を [オー 
バー レイ ] に 変更 し 、 瞳 の 下部 に 明 
る い 色 を 落と し ます 。 こ ちら も や は 
りす べ て を 塗り つぶ さ な い よう に 
気 を つけ まし ょ う 。 


上 部 に 影 を 落と す 


瞳孔 を 描き 入れ る 


再び ブラ シモ ー ド を [乗算 ] に 設 
定 し 、 瞳 孔 を 描き 入れ まし た 。 


ここ まで 描き 込ん で みる と 、 瞳 
の 線画 が 邪魔 に 思え て きた の で 、 
「body」 レ イヤ ー(「LINE」 レ イヤ ー 
グル ー プ ) に 切り 替え 、 瞳 の 輪郭 線 
を 消し まし た 。 よ り 寝 起き らし い 、 
ぼん や り と し た 瞳 に な り ま し た 。 


瞳 を 仕上 げ る 


瞳孔 を 描く 


消し た 輪郭 線 の 代わ り に 、 描 画 色 を グレ ー に 設定 し 
て 再び 瞳 を 縁取 り ま す 。 白 目 と 瞳 の 境界 が 自然 に な じ 


む よ う 、 曖 昧 に 処理 し まし た 。 


仕上 げに 、 肌 色 に 近い 色 で 、 う っ すら と ハイ ライ ト を 


瞳 を グレ ー で 縁取 る 


瞳 に ハイ ライ ト を 入れ る 


下部 に 明る い 色 を 落と す 


輪郭 線 を 消す 


追加 し ます 。 大 きす ぎ ず 、 明 る すぎ な いよ うに 注意 し ま 
し ょ う 。 

また 、 最 後に 上 まぶた の 線画 が 薄い と 感じ た の で 、 色 
を 濃く 調整 し まし た 。 


まぶた の 線画 を 濃く 調整 する 
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Part 


す 。 


明る い 色 の ブラ ウス は 、 複 雑 な シワ の 形状 が 目立ち ます 。 シワ に 説得 力 が 
な いと 、 イ ラス ト の 魅力 も 半減 する の で 、 明確 な イメ ー ジ を 持っ て 作業 し ま 


NW 線画 を 修正 する 


塗り に 入る 前 に 、 線 画 を 修正 し まし た 。 ま ず 「clothes」 
レイ ヤー(「LINE」 レ イヤ ー グ ルー プ ) に 切り 替え ます 。 
3 - こ 。 た だ 右上 腕 
な ど は 、 肘 を 大 きく 曲げ て いる こと も 考慮 し 、 最 初 に 描 
き 込 ん だ シワ は 消し た も の の 、 最 終 的 に シワ の 線 数 を 
増やし まし た 。 
また 、 左 肩 は 輪郭 線 か ら 描き 直し て いま す 。 不 自然 に 


ー さき に 


シワ だ け で な く 、 バ ラン ス を 見 て 全体 的 に 線画 を 調整 する 


上 が っ て いた 肩 の ライ ン を 修正 し 、 自 然 な 脱力 感 の あ 
る 角度 に 変更 し まし た 。 

その ほか 、 不 要 な シワ を 消去 し ます 。 ア ウト ライ ン に 
説得 力 が あれ ば 、 立 体感 は 損なわ れ な い の で 問題 あり 
ませ ん 。 む し る ろ る シ ワ の 描き 込み だ け 多 すぎ る と 、 画 面 全 
体 の 密度 感 や バラ ンス が 崩れ ます し 、 シ ャ ツ の 薄い 色 


ここ まで の 工程 で 、 既 に 何 度 も 線画 を 修正 
し て いま す が 、 い ざ 色 を 塗り は じ め る と 、 線 
画 段 階 の イメ ー ジ と 食い 違う こと は よく あ 
り ま す 。 ま た 、 時 間 を 置い て 見 返し て みた ら 、 
ミス を 見 つけ る こと も あり ます し 、 よ り 良 い 
アイ ディ ア が 思い 浮か ぶ こ と も あり ます 。 

解説 中 で も 要 所 で 調整 箇所 を 紹介 し て い 
ます が 、 実 際 に 自分 で 作業 する 際 に も 、 全 体 
の バラ ンス を 見 て 適宜 調整 を 加え る と 良い 
i で よう 5 


解説 中 で は 省略 し た が 、 肌 の 線画 に 着色 する 際 に 、 額 の 高 さや 辱 
の 表情 に 調整 を 施し た 


ます 。 ま た 乗算 効果 を 使用 する の で 、 影 色 の 明度 を あま 
り 低く する 必要 は あり ませ ん 。 

まず は レイ ヤー の [透明 ピク セル を ロッ ク ] し ます 。 
ここ で も [ハー ド 円 ブラ シ ] を 使用 し 、 ブ ラ シ モ ー ド を 
[乗算 ] に 設定 し て 、 線 画 を な ぞ る よう に 影 を 入れ まし 
た 。 


線画 を な ぞ る よう に [乗算 ] で 塗る 


服 の シワ を 描く と き は 、 ど こ か ら シ ワ が 発生 し て 
いる の か を 考え る こと が 重要 で す 。 体 の どこ が 布地 
を 引っ 張ら れ て いる の か を 意識 し まし ょ う 。 

図 で は 青い 丸 が シワ の 始点 と な り 、 赤 い 線 に 沿っ 
て シワ が 流れ て いき ます 。 青 い 丸 に 向かっ て ヘビ が 


ー さぶ 


シ 2 バボ 捉え 


また 、 ほ の か に 膨らみ の ある 胸 も 意識 し て 塗り ま 
し ょ う 。 


前 | シワ に 色 を 足す 


最後 に さり げ な く 肌 色 を シワ 部 分 に 入れ て いき ま 
す 。 隣 り 合 っ て いる パー ツ の 色 を 少し 入れ て あげ る こ 
と に よっ て 、 お 互い の 色 が 調和 し 合い ます 。 


(@) ⑥、、 
シワ に 肌色 を 足し て な じ ま せ る 
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スカ ー ト と 装飾 を 塗る 


シワ の 多い スカ ー ト は 、 一 見 構造 の 把握 も 難し く 思 えま す が 、 シ ャ ツ と 同様 
に 一 定 の 法則 性 を 守っ て 塗っ て いけ ば 、 画 面 に 説得 力 を 持た せる こと が で 
きま す 。 厚み の ある 塗り を 心がけ て 進め て いき まし ょ う 。 


Part 


間 果 色 を 軽く 塗る 


スカ ー ト 、 袖 、 補 、 靴 下 は 同じ ベー 
ス 色 を 置い て いま す 。 ま ず は ここ 
で 同様 、 レ イヤ ー の [透明 ピク セル 
を ロッ ク ] し ます 。 これ で ベー ス 色 
より 外 に は み 出 さ ず に 色 を 塗り 重 
ね る こと が で きま す 。 


ベー ス 色 か ら 少 し ずら し た 色相 
を 影 色 に 選び 、[ ソ フト 円 ブラ シ ] を 
使用 ブラ シモ ー ド [乗算 ] に 設定 
し 、 軽 い タ ッ チ で 各 パ ー ツ に グラ 
デー ショ ン を 加え て いき ます 。 


スカ ー ト は ひと まず 脚 に か か っ 
て いな い 両 サイ ド の 部 分 に 、 大 きめ 
の ブラ シ サ イズ で グラ デー ショ ン 
を 作り まし た 。 


足 先 に も 少し ブラ シ を 入れ て お 
き 因 、 補 も 首 の 後ろ る に ほん の 少し 
だ け 色 を 置き ます 。 4 


⑥⑨ コル セッ ト 部 分 と スカ ー ト 部 分 で 塗り に 変化 を つけ る 


袖 だ け は 一 旦 影 を 足 さ ず に その 
まま に し て お きま す 。 


@ 少し だ け 影 を 入れ る 
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Step 


スカ ー ト に 影 


落と す 


スカ ー ト の 下 に ある 脚 の 形 を 意識 し な が ら 、[ ハ ー ド 
円 ブラ シ ] で 大 ま か に 影 を 入れ て いき ます 。 具 体 的 に は 
太もも の アウ トラ イン 周辺 と 、 お へ そ か ら 太 も も の 付 


け 根 に か け て 影 色 を 落と し まし た 。 


スカ ー ト に シワ を 入れ る 


続い て 細か い シ ワ を 入れ て いき 
ます 。 ベ ッ ド に 広がっ た スカ ー ト の 
シワ は 複雑 な 構造 に な り ま す の で 、 
描き 込み 量 が 多い と 説得 力 が 出 や 
すい で す 。 コ ツ と し て は 感覚 的 で す 
が 、 影 を Y 字 に 枝分かれ させ て いく 
イメ ー ジ で 、 シ ワ と 影 の 範囲 を 広げ 
て いき ます 。Step2 で 塗っ た 影 は あ 
くま で アタ リ と し て 使用 し な が ら 、 
[消し ゴム ] ツー ル な ども 併用 し て 、 
影 の 形 を 作っ て いき まし ょ う ⑨。 


シャ ツ 同 様 、 身 体 の 凹凸 や 角度 を 
考え た 上 で 、 適 切な シワ の 起点 を 複 
数 設定 し 、 そ こ か ら 影 の 線 を 伸ばす 
と 良い で し ょ う 。 


[ハー ド 円 ブラ シ ] で 一 通り 描き 
込ん だ 後 は 、[ ソ フト 円 ブラ シ ] で 雑 
な 塗り の 境界 を な じ ま せ て いき ま 
す に 


[消し ゴム ] ツー ル 以 外 に も 
[ぼかし ] ツ ー ル や [混合 ブラ シ ] ツ ー 
ル な ど で も 代用 で きま す 。 他 の ブラ シ 
プリ セッ ト を 使用 し て みる の も 良い で 
し ょ う 。 より 自然 な 表現 を 追求 する た 
め に も 、 自 分 の 使い や すい ツー ル を 探 
し て み ま し ょ う 。 


境界 を な じ ま せ る 


一 旦 大 ま か に 影 を 落と す 
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靴下 、 袖 、 鶴 を 塗る 


スカ ー ト 以外 の パー ツ を 塗っ て いき ます 。 まず 靴下 
は 朋 の 骨 の 出っ張り を 意識 し つつ 、 シ ワ に 沿っ て 影 を 
入れ ます 。 サ イド に 入れ る 影 は 、 肌 の 影 色 と 形状 を 合わ 
せる と 、 膝 の 形 が わか りや すく な り ま す ⑨。 

補 を 袖 に つい て も 、 ざ っ くり 影 を 入れ ます 。 小 さ な 
パー ツ で す の で 、 影 の 形状 は さほど こだわ ら な く て も 
大 丈夫 で す が 、 袖 は 円 筒 形 を 、 補 は 首 と 頭 の 位置 を 意識 
し な が ら 、[ ハ ー ド 円 ブラ シ ] で 濃い 目 に 影 を 入れ て い 
きま す @。 


⑮ 影 の 境界 線 の 位置 を 肌 と 揃え る 


マン 


スカ ー ト の シワ の 出っ張り 部 分 に も 、[ ソ フト 円 ブラ 
シ ] と 肌色 で 、 ハ イラ イト を 入れ て いき ます 。 肌 色 で 入 
れる 理由 は 、 シ ャ ツ と 同じ く 、 隣 り 合う 肌 と の 調和 を 取 
る た めで す 。 

同じ よう に 靴下 、 袖 、 補 も 、 出 っ 張り を 意識 し て ハイ 
ライ ト を 入れ まし た 。 


| 金 を 表現 する 


説明 が 前 後 し まし た が 、 ス カー ト 
の ライ ン や ボタ ン を 金色 で 塗っ て 
いき ます 。 当 然 実際 に 金色 を 使用 す 
る こと は で き な い の で 、 光 沢 を 表現 
し て 金属 質 に 見 える よう に 塗っ て 
いき ます 。 


ベー ス と な る 色 は 黄 て 茶色 で 、 ス 
カー ト の ライ ン 、 ボ タン 部 分 を 塗り 
分 け て いま す 。 こ の 時 点 で ベル ト の 
紅白 は 塗り 終わ っ て いま す が 、 特 筆 
すべ き 点 も な い の で 解説 を 割愛 し 
ます 。 


[ソフ ト 円 ブラ シ ] を ブラ シモ ー 
ド [ 乗 算 ] に 設定 し て 、 影 色 を 入れ て 
いき ます 。 細 い 線 で す が 、 ス カー ト 
と 色 味 が まっ た く 異 な る た め 、 い い 
加減 に 塗る と 目立っ て し まい ます 。 
きち ん と スカ ー ト の シワ の 影 に 合 
わせ て 、 影 を 入れ まし ょ う 。 


| 人 の 沢 を 末 


ブラ シモ ー ド を [通常 ] に 戻し 、 八 
イラ イト も シワ に 沿っ て 入れ て い 
きま す 。 


また 、 ボ タン に も ハイ ライ ト と 影 
を 加え ます 。 光 源 は 右 か ら の 設定 な = 
の で 、 影 は 左 、 ハ イラ イト は 右側 に ハイ ライ ト の 色 。 ボ タン 
入れ まし ょ う 。 使 用 する 色 は 、 ラ イ で は 影 に も 使用 
ン 部 分 と 同様 で す 。 


さら に スカ ー ト の 青 の 映 り 込み 
も 加え る と 、 光 沢 感 が より 際立ち ま 
す 。 


ボタ ン の 光沢 
を 強調 する 
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胸元 の チラ リズ ム を 強調 する た め 、 レ ー ス の 模様 も 作り 込ん で いき ます 。 ま 
た 、 ス カー ト 下 の フリ ル に つい て も あわ せ て 説明 し ます 。 


胸元 に 使用 する レー ス 部 分 の 素材 を 作り ます 。 こ の 
際 、 一 旦 別 の ドキ ュ メ ント を 新規 作成 し て 作業 する と 
良い で し ょ う 。 

[横書き 文字 ] ツール を 使用 し て 、 適 当 な フォ ント と 
フォ ント サイ ズ で アス タリ スク (*) を 入力 し ます 輸 。 

続い て [本 円 形 ] ツ ー ル で 、 ア スタ リス ク の 中 央 に 円 
を 置き ます @。 

アス タリ スク の 出っ張り 部 分 を 繋ぐ よう に 、 左 右 に 


半 円 を 描き ます ⑲。[ ハ ー ド 円 ブラ シ ] な ど フ リー ハン 
ド で 構い ませ ん が 、 な る べく 線 が ブレ な いよ う 丁 寧 に 
描き まし ょ う 。 

描い た 半 円 を コピ ー& ペ ー ス ト し 、Ctrl+T キ ー で " 自 


貼 変形 */ モ ー ド に し て 、Shift キ ー を 押し な が ら 回 転 さ せ 
ます 人 。Shift キ ー を 押し て いる と 5 度 ず つ 回 転 で きる 
の で 、 角 度 を 合わ せつ つ 半 円 を 移動 させ 出っ張り を 撃 


ぎ ま す 。 < ・ 


0 半 円 で 繋ぐ 


⑥⑨ アス タリ スク (*) を 入力 する 


@ 中 央 に 円 を 置く 


© 半 円 を 複製 し 回 転 させ る 


すべ て の 出っ張り を 繋ぐ 
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騰 有 フラ シ を 作る 


Step1 で 作成 し た すべ て の レイ 
ヤー を 結合 し 、 一 つの パー ツ に し ま 
す 総 。 その後 、 編 集 メ ニュ ーー" ブ 
ラ シ を 定義 "を 選択 し 、 直 後に 出 て 
くる ダイ アロ グ に は 、 好 き な 名 称 を 
入力 し て お きま す @。 


これ で 、Step1 で 作成 し た パー ツ 
と 同じ 形状 の ブラ シ プ リ セッ ト が 
で きま し た 。 


続い て 、 作 成 し た ブラ シ プ リ セッ 
ト を 選択 し た 状態 で 、 ウ ィ ン ド ウメ 
ニュ ー つ “ブラ シ 設 定 " か ら パ ネル 
を 開き ます 。 こ こ で は ブラ シ の 間隔 
を 75% に 変更 し まし た 9。 


最後 に は 実際 に 描い て みて 、 不 自 
然 な 点 が な いか 確認 し て お きま 
し ょ う @。 


⑩ 結合 前 の レイ ヤー の 状態 


@ わか りや すい 名 前 を つけ て お く 


に 
左右 に 反転 し ) 上 下 に 反転 


@ 実際 に 描く と この よう に な る 
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【 
(qs) 


Photoshop の ブラ シ プ リ セッ ト は 、 シ ェ 
イプ (ペン 先 ) さえ 作れ ば 簡単 に 作成 する こ 


新規 プラ シ プ リ セッ ト … 
新規 プラ シグ ルー プ .… 


と が で き 、 作 成 後に 形状 や 描き 味 を 細か く 調 ブラ シ を 

整 する こと も 可能 で す 。 9 
また 、 作 成 し た ブラ シ は .abr フ ァイル と プラン 

し て 書き 出し 、 お よび 読み 込み が 可能 で す の ーー 


で 、 他 の 人 と ブラ シ を や り と りす る こと も 可 


プリ セッ トマ ネー ジャ ー.… 


能 で す 。 初期 設定 プラ シ を 簡 元 .… 
Photoshop 用 の ブラ シフ ァイル を フリ ー 選択 し た プラ シ を 書き 出し .… 
で 配布 し て いる サイ ト な ども あり ます の で 、 ーー 

自分 の 使い や すい も の を 探し て 使っ て みる レガシー ブラ シ 
の も 良い で し ょ う 。 クラ ルプ em 


ブラ シ パ ネル か ら も ブラ シ の 書き 出し 、 読 み 込み が で きる 


開 | キャ ミソ ー ル を 描く 


ブラ シ を 保存 し て し まえ ば 、 現 在 使っ て いる ドキ ュ 
メン ト は 閉じ て し まっ て 結構 で す 。 元 の イラ スト の ド cc な 
キュ メン ト に 戻り 、 胸 元 に 先ほど 作成 し た ブラ シ で 線 と テン / 
を 入れ ます ⑨。 

さら に [横書き ] 文 字 ツ ー ル で 「0」 を 連打 し ます 。 そ れ 
を 、 編 集 メ ニュ ー つ “変形 "つっ “ワープ " で 、 キ ャ ミソ ー ル 
の 形状 を 考え な が ら 変 形 さ せま す @。 

最後 に 周囲 の 薄い 布地 を 描き 足し て 完成 で す @。 胸 


や よ ひつ k のり ナ 人 と 日 


emo ワー プ を 使用 する と 、「 メ ッシュ 」 と よ ば れる 網状 の ラ 
イン が 表示 され ます 。 メ ッシュ の アン カー ポイ ント を 動か すこ 
と で 、 画 像 の 特定 の 領域 の み を 変形 させ る こと が で きま す 。 
特定 の 箇所 だ け を 大 きく 変形 させ た い 際 に 便利 で す 。 


@ 薄い 布地 を 描き 足す 
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0 フリ ルル を 溢 る 


ここ か ら は 、 フ リル の 部 分 に つい て 解説 し ます 。 ス 
カー ト 本 体 の 青い 部 分 より は や わら か い タ ッ チ を 意識 
する 良い で し ょ う 。 

[ハー ド 円 ブラ シ ] を 選択 し 、 ブ ラ シ モ ー ド を [乗算 ] 
に し ます 。 筒 の ひよ うな 立体 が 連なっ て いる こと を 意識 
し て 、 そ れ ぞ れ の 筒 を 強調 する よう に 、 両 サイ ド に 影 を 
加え ます 。 また 、 筒 の 中 央 に 影 を 入れ る と 、 布 が や わら 
か く 凹 ん で いる よう に も 見 えま す 。 さ ら に 、 布 同士 の 重 
な り も 考え て 、 影 を 足し て いき まし ょ う 。 
(実際 の 手順 は 前 後 し て いる た め 、 図 で は 髪 が 既に 塗ら 
れ て いま す ) 


| ハイ ライ ト を 加え る 


スカ ー ト 下 の フ リル は 、 マ ッ ト な 布 を イメ ー ジ し て 
いま す 。 布 自体 、 光 の 反射 率 が 低い の で 、 強 い ハ イラ イ 
ト は 入れ な いよ うに 気 を つけ まし ょ う 。 

まず は フリ ル の レイ ヤー の [透明 ピク セル を ロッ ク ] 
し て 、 全 体 に ブラ シモ ー ド [通常] で 、 青 を 加え て いき ま 
す ( 隣 接し て いる スカ ー ト と 同系 色 )。 こ の 際 、 出 っ 張っ 
て いる 部 分 に 色 を 入れ て いく よう に し まし ょ う 。 

さら に 光源 を 意識 し て 、 画 面 右 方 の フリ ル に 、 肌 と 同 
系 色 の ハイ ライ ト を 加え ます 。 


上 較 59 


最後 に スカ ー ト か ら フ リル に 落ち る 濃い 影 を 入れ て 
いき ます 。[ ソ フト 円 ブラ シ ] に 切り 替え 、 ブ ラ シ モ ー ド 
[乗算 ] に 設定 、 ス カー ト と フリ ル の 境界 を 暗く し て い 
きま す 。 こ の 際 、 光 源 が 右側 に ある こと と 、 脚 や シワ の 
形状 を 意識 し な が ら 影 を 入れ まし ょ う 。 


細か な パー ツ が 組み 合わ さっ て いる と 考え れ ば 、 立 体 が 把握 し や すい 


全体 に 青色 、 右 側 に 肌色 の ハイ ライ ト を 入れ る 


夏 


濃い 影 を 加え る 
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Part 


今回 の イラ スト で は 、 髪 の 面積 が 非常 に 広い の で 、「 丁 寧 に 」 「 根 気 よく 」 を 
キー ワー ド に 塗っ て いき ます 。 ここ で 手 を 抜い て し まう と 、 全体 の クオ リティ 
に 大 きく 影響 を 及ぼ す の で 、 く れ ぐ れ も 慎 重 に 塗り 進め ます 。 


yd 前 と 後ろ に 塗り 分 ける 


ベー ス 色 を 塗る 段階 で 、 ま ず 髪 の レイ ヤー を 顔 よ り キャ ラ 側 に 塗り が は み 出す 分 に は 問題 あり ませ ん 。 


手前 と 奥 の 2 枚 に 分 け て いま す 。 それ ぞ れ レイ ヤー を 塗り 分 けた ら 、 こ こま で 同様 [ 透 
髪 ーー 朋 雑 に 重なり 明 ピ クセ ル を ロッ ク ] し ます 。 
画 か ら は み 出 さ な に 気 を つ ここ で は [ハー ド 円 ブラ シ ] を 選択 、 ブラシ モー ド [ 乗 
け て 塗り ます 。 算 ] で 軽く 色 を 乗せ ます 。 髪 の 影 を 入れ る 際 は 、 髪 の 
一 方 奥 の 髪 は 、 毛 先 こ そ 複 雑 な 形状 で す が 、 キ ャ ラ じ の 位置 


ょ り と 、 つ む < (し な カ いき ます 。 
の 塗り の レイ ヤー の 中 で 最 下 層 に 配置 し て いる の で 、 また 、 腕 や 身体 の 影 が 落ち る こと も 考慮 し ます 。 


NN \WNN\ \ ャ ン / (7 NN NN \ ュ グ (《 | 


€ 


| 


奥 の 髪 を 塗り 分 ける 


[| 有 を を 塗り 重ね る 


ブラ シモ ー ド を [通常 ] に 切り 替え て 、[ ス ポイ ト ] ツー 
ル で 髪 色 を 取り な が ら 厚 塗り し て いき ます 。 

髪 は 今回 の イラ スト の 色 面 の 大 部 分 を 占め て いる の 
で 、 一 東 一 東 、 丁 寧 に 根気 よく 塗っ て いき ます 。 こ こ で 
手 を 抜い て し まう と 、 全 体 の クオ リティ に も 影響 し て 
し まい ます 。 

また 、 適 宜 [ ス ポイ ト ] ツー ル で 、 任 意 の 位置 の 髪 色 を 
拾っ て 、 色 を 切り 替え な が ら 塗 り 進め る と 、 髪 色 に ラン 
ダム 性 が 出 て より 自然 な 色 味 に な り ま す 。 


間 | ハイ ライ ト を 入れ る 


髪 の 各 束 に 肌色 の ライ ン を 加え 、 色 幅 を 増やし 、 か つ 
全体 の 色 の 調和 を 図り ます ⑨。 

さら に 頭頂 部 に も ハイ ライ ト を 加え ます @。 ハ イラ 
イト の 色 は 割 と 好み の 部 分 も ある か と 思い ます が 、 私 
の 場合 は 、 ベ ー ス の 色 と 補 色 関 係 に 位置 する 色 を 置く 
こと が 多い で す 。 今 回 も 、 茶 色 と は 逆 の 青 系 統 の 色 を 置 
いて いま す 。 か つ 青 は スカ ー ト に も 使わ れ て いる 色 な 
の で 、 調 和 を 図り つつ も 目立つ 配色 に な っ て いま す 。 

また 、 画 面 右側 か ら 朝 日 が 当たっ て いる と いう 設定 
で す の で 、 顔 側 の ハイ ライ ト だ け オ レン ジ に し て お き 
ます 。 


⑩ 肌色 の ライ ン を 入れ る 


ュー ア 


ハイ ライ ト を 加え る 
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_ キャ ラ 魅 せ 
Techmique 


イラ スト 全体 の 統一 感 を 保つ た め に 、 一 定 の ルー ル の 元 に 配色 し て いま す 。 
工程 と し て は 既に 完了 し て いま す が 、 色 の 選び 方 に つい て 、 補 足 を 加え つつ 
改め て まとめ まし た 。 


開 | 色 の 調和 を 考え る 


ここ まで の 工程 で 、 し ば し ば 「 色 の 調和 」 に つい て 触 
れ て きま し た が 、 一 旦 こ こと で まとめ て お きま す 。 

イラ スト の 全体 の 色合い と 雰囲気 に 統一 感 を 持た せ 
る た め 、 し ば し ば 私 は 「 あ る パー ツ を 塗る 際 、 ハ イラ イ 
ト な ど 一 部 に 隣接 する パー ツ と 同系 統 の 色 を 使用 」 し 
て いま す ⑨。 

こう する こと で 、 ま っ た く 異 な る 色調 の パー ツ が 隣 
接し て いて も 、 全 体 の 色調 は 調和 が 取れ て いる よう に 
見 えま す 。 また 、 現 実に お いて も 、 隣接 する 物体 の 色 が ⑩ 隣接 する 領域 と 同系 色 を 混ぜ る と 統一 感 が 生ま れる 
映り 込む こと が ある の で 、 部 分 的 に も 自然 な 色 味 に 見 
える こと が あり ます 。 

一 方 で 、 ハ イラ イト を より 際立た せ た い と き に は 、 
「 塗 っ て いる パー ツ の ベー スカ ラー と 補色 関係 に ある 
色 を 使用 する こと も あり ます @。 

補色 と は 、 色 相 環 の 中 で 逆 位 置 に ある 色 の こと を 指 
し ます 。 補 色 同 士 を 組み 合わ せる こと で 、 お 互い の 色 が 
お 互い の 色 を 自然 に 引き 立て 合い 、 調 和 を 取り つつ 、 よ 
り 上 印象 的 に 見 せる こと が で きま す 9。 


@ 色相 環 で 補色 関係 を 確認 で きる 


@ 補色 を 組み 合わ せ て 印象 的 に 見 せる 
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肌 唱 時 控 す る 色 を 足す 


実際 に 、 こ こま で の 工程 で 「 あ る パー ツ を 塗る 際 、 八 
イラ イト な どー 一 部 に 隣接 する パー ツ と 同系 統 の 色 を 使 
用 」 し て いる 箇所 を まとめ て み ま し た 。 

Part3「 肌 を 塗る 」(P112) で は 、 ス カー ト か ら 落 ち た 
影 に 青 を 混ぜ て いま す 総 。 隣 接し て いる (上 に 重なっ て 
いる ) 青い スカ ー ト と 同系 色 を 足す こと で 、 周 囲 の 色 味 
に 調和 を も た らし ます 。 実 際 、 金 属 の よう な 反射 率 の 高 
い 素材 で な く て も 、 隣 接する 物体 の 色 が 映り 込む こと 
が ある の で 、 画 面 を より 自然 に 見 せる 上 で も 有効 で 


⑪ 青 を うっ すら と 入れ る 


ブラ ウス に 足し た 色 


(で べく 


し ょ う 。 

Part5「 ブ ラウ ス を 塗る 」(P118) で は 、 シ ワ の 凸 部 分 
を 肌色 で な ぞ っ て いま す 拓 。 ブ ラウ ス の よう な ベー ス 
カラ ー の 明度 が 高く 白 に 近い よう な 色 面 は 、 周 囲 と 明 
度 差 が 激しく 画面 か ら 浮 きやすい の で 、 周 囲 と 近い 色 
を 要 所 に 入れ る こと で 、 全 体 の 調和 を 図り ます 。 

また 後 の 工程 で 、 差 し 込む 陽光 を 描き 加え ます の で 、 
事前 に 近い 色 味 を 足し て お く と 、 最 終 的 に も 統一 感 を 
出す こと が で きる で し ょ う 。 


@ シワ を 肌色 で な ぞ っ て いく 
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【 
CB 


ハイ ライ ト 、 つ まり 「 最 も 明る い 箇 所 」 を 塗る 際 に は 、 
完全 な 白 を 置い て し まう も 効果 的 で す 。 一 方 、 先 述 し た 
通り 「 塗 っ て いる パー ツ の ベー スカ ラー と 補色 関係 に 
NR Te 


ree ee 
る た め の 色 で す の で 、 厳密 な 意味 で 補色 を 選ん で 使用 
する 必要 は あり ませ ん 。 

また 、 青 は スカ ー ト に も 使用 し て いる の で 、Step2 と 
同様 、 全 体 の 色 の 統一 感 を 保つ 上 で も 役割 を 果たし て 
いま す 。 0 髪 に 補色 を 足す 

また 、 こ こま で の 説明 を 割愛 し て いた リボ ン に つい 
て も 、 陽 光 を 意識 し た 色 を 入れ て いま す @。 こ の 2 色 も 
補色 に 近い 関係 性 に あり ます 。 


emo 補色 と 補色 に 近い 色 ( 色 相 環 に お いて 、 補 色 の 左右 
90 度 以内 に 位置 する 色 ) を 反対 色 と い いま す 。 イラ スト の 色 


選び で 使用 し て いる の は 、 厳密 に は 反対 色 と い うこ と に な り ま 
す 。 わか り づ らい が 、 髪 も 補色 関係 に ある 


リボ ン に 補色 を 足す 


リボ ン の 補色 関係 
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関 隣接 する 色 の 選び 方 


Step2 と 同じ よう に 、 そ の ほか の パー ツ に つい て も 、 
隣接 する パー ツ の 色 を 入れ て いま す 。 し か し その と き 
塗っ て いる 色 面 が 、 複 数 の 色 面 と 隣接 する 場合 、 一 体 ど 
の 色 を 加え る べき な の で し ょ うか 。 

イラ スト で は 、 以 下 の よ うな 対応 関係 に な っ て いま 
す 。 

・ 茶 ( 髪 全体) : 薄 橋 ( 肌 色 ) 
・ 黒 (フリ ル ) : 青 
・ 濃 青 (靴下 、 様 、 袖 ) : 薄 橋 (肌色 ) 


束 ご と に 細か く 肌 色 を 入れ る 


上 記 の 色 の 組み 合わ せ 方 は 、 感 覚 的 な 部 分 も 大 きい 
の で 、 一 概 に どの 色 を 選ぶ べき で ある 、 と いう こと は で 
きま せん 。 

し か し 、 隣 接する 色 を 加え る 最大 の 目的 は 「 イ ラス ト 
全体 に 統一 感 を 出す 」 こ と に あり ます 。 そ の た め 、 組 み 
合わ せる 2 色 の 釣り 合い だ け で な く 、 色 面 の 広 さや 全体 
の バラ ンス を 見 な が ら 、 適 当 な 色 を 選択 する と 良い で 
し ょ う 。 


青 で マッ ト 感 を 強調 


/ 


肌色 で ハイ ライ ト 


完全 な 白 に 近い 、 強 い ハ イラ イト は 、 特 に 金属 の よう な 反射 率 の 高い 素材 
の 質感 を 表現 する の に 適し て いま す 。 金属 な どの 反射 率 の 高い 素材 は 、 コ ン 
トラ スト の 強い 配色 と 、 く っ きり と し た 色 の 境界 線 、 そ し て 強い ハイ ライ ト 
を 加え る こと で 、 ま る で 光 を 放っ て いる か の よう に 見 せる こと が で きま す 。 

ハイ ライ ト や 配色 は 、 質 感 表 現 の 上 で も 重要 な 要素 で す の で 、 う まく 組み 
合わ せ て 使い こなし まし ょ う 。 


金属 光沢 は コン トラ スト 
と ハイ ライ ト で 表現 
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シー ツ と 小物 を 人 塗る 


背景 の シー ツ を 描い て いき ます 。 ラン ダム 性 の 強い シワ に 説得 力 を 持た せ 
る こと は 難し く 、 ま た 労力 の 割 に 単調 な 画面 に 見 えて し まい が ち で す 。 うま 
く 色 味 に 幅 を 持た せつ つ 、 自 然 な シワ 感 を 再現 し て いき まし ょ う 。 


Part 


TT 背景 を 描く 前 に 


シー ツ を 描く 前 に 、 資 料 を 集め て お きま す 。 

特に シー ツ の よう な や わら か い 敷 布 の た ぐい は 、 衣 
服 な ど に 比べ て 、 シ ワ の ラン ダム 性 が 強く 、 い き な り 
自然 な シワ の 形状 や パタ ー ン 、 法 則 性 と いっ た も の を 
見 出 そ う と し て も 難し いで し ょ う 。 こ の よう な と き は 
資料 を 参考 に する の が 一 番 で す 。 イ ンタ ーネット 上 で 
シー ツ の 画像 を 検索 し て みた り 、 実 際 に ベッ ド の 写真 
を 撮っ て みた り し て 、 資 料 を 見 な が ら 作業 を 進め て い 
きま す 。 


資料 を 確認 し な が ら 作業 を 進め る 


| ES RT 


ここ か ら は 、 キ ャ ラ の 塗り の レイ ヤー グル ー プ の 下 
に 、 新 た に 背景 用 の レイ ヤー グル ー プ を 作成 し 、 作 業 し 
て いき ます 。 

まず 、 ラ ンダ ム 性 の 強い シー ツ の シワ を 描く に あ 
た っ て は 、 集 め た 資料 を 元 に 、 よ り 自 然 な 形状 を 模索 し 
な が ら 進 め て いき ます 。 

また 、 イ ラス ト で は シー ツ の 上 に キャ ラ が 寝そべっ 
て いる の で 、 キ ャ ラ の 周囲 に 多め に シワ を 描き 込む と 
良い で し ょ う 。 今 回 は 中 と 接し て いる 箇所 に シワ を 集 
中 させ まし た 。 


7emo ミス を 減ら す た め に も 、 レ イヤ ー を こま め に グル ー プ 
に まとめ た り 、 レ イヤ ー 名 を 細か く 変更 し た り し て お きま す 。 こ 
うす る こと で 、 よ り 作 業 が 効率 的 に 進め ある こと が で きま す 。 今 
回 、 私 は キャ ラ を 「character」、 背景 を 「background」 の 二 
つの レイ ヤー グル ー プ に 分 け て いま す 。 


中 と 接し て 複 雑 な シワ が で きる 


| キャ ラ の 影 を 追加 する 


新規 レイ ヤー を 作成 し 、 レ イヤ ー の 描画 モー ド を [ 乗 
算 ] に 設定 し ます 。 その 後 、[ ソ フト 円 ブラ シ ] を 使用 し 
て 、 人 の 下 に 落ち る ぼん や り と し た 影 を 描き 足し まし 
た 。 灰 色 に 近い 青 を 描画 色 に し て 、 主 に 髪 の 間 や 脚 ま わ 
り に 影 を 落と し て いま す 。 


髪 の 間 や 脚 ま わり に 影 を 落と す 


上 | な し ゃ を 加え ぇ る 


ワ の 凸 部 分 に 陽光 を 意識 し た オレ ンジ を 加え ます 。 太 
陽 の 光 は 画面 の 右 か ら 差 し 込ん で いる 、 と いう 設定 で 
す の で 、 オ レン ジ も 画面 の 右側 を 中 心 に 、 光 の 当たっ て 
いる 面 を 意識 し て 入れ て いま す 。 

細か い 色 味 に つい て は 好み も あり ます し 、 差 し 色 の 
数 も 1 色 で も 良い か も し れ ま せん が 、 こ こ で は 2 色 加 え 
て 、 画 面 の 色 味 に 程よく 幅 を 持た せま し た 。 

また 、 左 下 の 空 間 が スッ キリ し すぎ て いて 寂し か っ 
た の で 、 右 足 の 脱げ た 靴下 を 描き 足し まし た 。 色 は 
Part6(P 120) の も の を その まま 使っ て いま す 。 


femo ここ まで の 工程 で は ほとん どの 箇所 で 、 レ イヤ ー の 
描画 モー ド で は な く 、 ブ ラ シ モ ー ド を 変更 し て 使用 し て いま し 
た 。 こ れ は 細か く ブ ラ シ の 色 味 を 変え な が ら 1 つ の レイ ヤー 上 
で 塗り 重ね て いく た め の 処 置 で し た が 、 ほ と ん ど 塗 り 重 ね る 
必要 の な い 部 分 で 、 か つ 下 の レイ ヤー と な じ ま せ た いと き は 、 
レイ ヤー の 描画 モー ド か ら 変更 し て し まい まし ょ う 。 
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窓 の シル エッ ト を 描く 


最後 に も う 一 手間 加え る こと で 、 イ ラス ト を ぐっ と 印象 的 な も の に 仕上 げ ま 
す 。 ここ で は 窓 桁 の シル エッ ト を 落と し 、 ス ポッ トラ イト の よう に 使用 する こと 
で 、 見 る 人 の 視線 を 見 せ た い 人 箇所 へ と 誘導 し ます 。 


Part 


TF 窓 の シル エッ ト を 描く 


最後 に 、 窓 か ら 差 し 込む 朝日 を 描い て いき ます 。 こ こ 
で は 光 そ の も の を 描く の で は な く 、 窓 の 影 を 描く こと 
で 光 を 表現 し ます 。 

一 番 上 の 階層 に レイ ヤー を 作成 し 、 合 成 モ ー ド を [ 乗 
算 ] に 設定 し ます 。 そ の 後 、 直 線 と 塗り つぶ し で 、 お お ま 
か に 窓 桁 の シル エッ ト を 表現 し ます 。 窓 枠 で 視線 を 集 
中 させ た い 人 箇所 を トリ ミン グ す る よう な 、 ス ポッ トラ 
イト を 当て る よう な イメ ー ジ で 、 暗 い ス ペー ス と 明る 
い ス ペー ス の バラ ンス を 考え な が ら 色 を 置き まし た 。 


顔 な ど 見 せ た い 部 分 に は 影 を 置か なかい よう に する 


| ぼかし を か ける 


フィ ルター メニ ュー つつ “ぼかし " つ 
"ぼかし (ガウ ス )" を 使用 し 、 シ ル エ ッ 
ト の アウ トラ イン を ぼかし ます 。 


[半径 ] の 数 値 は お 好み で 構い ま 
せん が 、 プ レビ ュー に チェ ッ ク を 入 
れ た 状態 で は 、 フ ィ ル ター 処理 を か 
けた 結果 を 確認 し な が ら 数 値 を 調 
整 する こと が で きる の で 、 実 際 に 目 ぼかし (ガウ ス ) の 設定 
で 見 て ちょ うど 良い 数 値 を 見 つけ 
る と 良い で し ょ う 。 今回 は 数 値 を 
10 に 設定 し まし た 。 


シル エッ ト を ぼかす 


シル エッ ト を 変形 する 


体 の 立体 に 合わ せ て 、 シルエット の 形状 を 変え て い 
きま す ⑨。 

また 、 窓 が 一 つ だ と 少し 物足りな いよ うに 感じ た の 
で 、 下 方 も ライ ン を 引く よう に 塗り を 取り 除い て 、 光 の 
帯 を 付け 加え まし た @。 


シル エッ ト の 形状 を 変更 する 


光 の 淀 を 足す 


ff 画面 を 明る くす る 


窓 か ら 落 ちる ほのか な 明か り を 描き 足し ます 。 まず 、 
新規 レイ ヤー を 作成 し 、 描 画 モー ド を [オー バー レイ ] 
に 設定 し ます 。[ ソ フト 円 ブラ シ ] で 、 画面 右側 を ほん 
の り と 明る くし て いき まし ょ う 。[ グ ラ デ ー シ ョ ン ツ ー 
ル ] な ど で 明 る くし て も 良い で し ょ う 。 


光源 を 意識 し つつ 顔 ま わり な ど を 明る くす る 


Step 


日 差し を 強調 する 


新規 レイ ヤー を 作成 し 、[ ソ フト 
円 ブラ シ ] で 明る い 箇 所 と 暗い 箇所 
の 境界 に 、 黄 色 い ラ イン を 入れ て い 
きま す ⑨。 日 の 差し て いる 感じ が 
強調 され る と 同時 に 、 差 し 色 と し て 
も 機能 し て 画面 が 引き 締まり ます 。 


最後 に 服 回 り に オレ ンジ を 追加 4 
すれ ば 完成 で す @。 影 と の 境界 に 黄色 を 入れ る 光源 を 意識 し て オレ ンジ を 加え る 
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Making 5 


四 章 発 氏 


Title | 木漏れ日 


キャ ラ 魅せ 
Techmigque 


レー ス の 透明 感 を 
』 表 現す る (P164) 


描く (P158) 


Shirai Hidemi’s Comment 


フリ ル と レー ス が 盛り だ くさ ん の 絵 を 描き まし た ! 

描く の が 好き な も の を た くさ ん か け て と て も 楽し か っ た で す 。 

これ まで メイ キン グ を する 機会 は あま りな か っ た の で 、 自 分 で も 作業 
を 振り 返る 良い 機会 に な り ま し た 。 

な る べく 詳細 まで 工程 を 解説 し て み ま し た の で 、 少 し で も 見 て くだ 
さっ た 方 の 参考 に な れ ば 嬉し いで す 。 
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Making 5 日 井 秀実 
華やか な 衣装 
買 感 を 描き 分 ける 


本 章 で は 複雑 な 構造 を 持っ た 衣装 に つい て 、 質感 と ボリ ュー ム 感 の 表現 に 
フォ ー カ ス し て 解説 し て いま す 。 衣装 の 持つ 素材 感 や 立体 感 を 、 よ り 説 得 
力 の ある 形 で 描き 表す 方 法 を 考え て きま し ょ う 。 


制作 環境 > 制作 過程 

OS Windows8.1 64bit Part 1 ラフ を 描く P142 
CPU Intel" Core™ i7-3632QM Part2 塗る 前 の 準備 PF146 
メモ リ 16GB Part3 肌 を 塗る 一 P148 
タブ レッ ト Ointiq 13HD Part4 瞳 を 塗る 一 P152 
ツー ル CLIP STUDIO PAINT PRO Part5 髪 を 塗る P154 


[キャ ラ 絶 せ > 華やか な フリ ル を 描く 一 P158 
[r 如 を > レー ス の 透明 感 を 表現 する 一 P164 
Part6 遠近 感 を 強調 する 一 P168 

Part 7 色 味 を 調整 し 仕上 ぼる 一 P170 


滴 源 菩 下 
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Part 


お きま す 。 


まず は ラフ を 作っ て いき ます 。 テー マ に つい て 考え て 要素 を 絞り 込ん だ 後 、 
実際 に 手 を 動か し て イメ ー ジ を 固め ます 。 この 段階 で 、 大 ま か な 配 色 も し て 


旧 有 イメ ー ジ を 回 め る 


ラフ を 描き 始め る 前 に 、 ど の よう な イラ スト を 描き 
た い の か 、 イ メー ジ を 固め て お きま す 。 こ の 時 点 で で き 
る 限り イメ ー ジ を 詰め て お く と 、 描 いて いる 最 中 、 方 向 
性 に 悩む こと も 少な く な る で し ょ う 。 

a j マニ 因 
っ レース と フリ ル を ふん だ ん に 使っ た お 洋服 が 描き 
た い の で 、 ボ ン ネ ッ ト (帽子 ) と ロリ ー タ 服 を 着用 し た 
キャ ラク ター に する 。 


ze 
づつ 色 の コン トラ スト で 目立た せる 。 

つっ レー ス 、 フ リル 部 分 は 白 、 そ の 他 の 部 分 は 黒 、 緑 な ど 
暗め の 色 を 配置 し て 、 白 と 対比 させ て 目立た せる 。 


脱 | ラフ で 使用 する ツー ル 


実際 に ラフ に 入る 前 に も う 一 つ 、 ラ フ で 使用 する ツー 
ル に つい て 紹介 し て お きま す 。 

基本 的 に [鉛筆 ] ツー ル 内 に 格納 され て いる サブ ツー 
ル 「 シ ャ ー ペ ン 」 を 使用 し て いま す 。CLIP STUDIO 
PAINT に デフ ォ ル ト で 登録 され て いる ツー ル で す が 、 
[サブ ツー ル 詳 細 ] パ ネル より [紙質 ] の 項目 を 調整 し て 
いま す 。 


Memo CLIP STUDIO PAINT で は ブラ シ の 設定 を 細か く 
調節 で きま す 。 デ フォ ルト の も の を その まま 使っ て も 良い で す 
が 、 実 際 に 描き 味 を 試し な が ら 、 自 分 の 使い や すい よう に 調節 
し て みる と 、 よ り 効 率 的 に 作業 を 行え る で し ょ う 。 


* 差し 色 の 赤 を 入れ て 絵 を 引き 締め た い ( 赤 は 緑 の 補 
色 )。 

つ 赤 を キャ ラク ター の 顔 付 近 に 配置 し て 、 顔 に 視線 が 

引き 付け られ る よう に する 。 


* レー ス の 透け 感 、 透 明 感 を 表現 し た い 。 

つ 光 に 透け させ て 表現 する 。 

つ 逆 光 に する 。 

つ 服 に レー ス の 透け 部 分 を 作っ て 、 う っ すら 肌色 が 見 
える よう に する 。 


ひと まず 以上 を 踏ま えて 、 実 際 に ラフ を 描い て いき ま 
す 。 


画像 の 濃淡 を 紙質 と し て 


紙質 
紙質 濃度 


[紙質 ] を 調整 し て 使用 


ER 


Step1 を 踏ま え 、 大 ま か な イ メー ジ を 描き 出し ます 。 

画面 の 中 央 に キャ ラク ター を 、 背 景 は 生い茂る 木 の 枝 
を 配置 し ます 。 ま た 、 キ ャ ラ の 手前 に も 、 前 景 と し て 枝 を 
少し だ け 配 置 し ます 。 

加え て 、 画 面 の 右 か ら 左 へ と 、 風 が 吹き 抜け て いく 様 
子 を イメ ー ジ し て いま す 。 正 面 か ら の 構図 は 動き が 少な 


と 二 ュ 


に 髪の毛 や ドレ ス を 風 に な び か せま す 。 また 、 風 を 吹か 
せる こと に よっ て 、 画 面 の 中 の 空間 、 奥 行き を 表現 する 
こと が で きま す 。 


イラ スト で は 、 画 面 の 中 の 空間 を 表現 する た め 
に 、 吹 き 込む 風 を 設定 し て いま す 。 で は 、 そもそも 
な ぜ 風 が 吹け ば 空間 と 奥行 き が 表現 で きる の で 
し ょ うか ? 

風 が 吹い て いれ ば 、 ス カー ト 、 リ ボン 、 髪 の 毛 な 
ども は た めき ます 。 そ し て 、 そ れ ぞ れ の パー ツ が 


髪 や 服 が 画面 に 流れ を 作る 


ざっ くり と キャ ラ の イメ ー ジ を 描き 出す 


画面 の 手前 か ら 奥 、 ま た は 奥 か ら 手 前 に は た めく 
こと で 、 目 に 見 えな い 「 流 れ 」 を 意識 させ る こと が 
で きま す 。 これ に より 、 画 面 の 中 に 『 近 景 」『 中 景 


r 三 行 


ー ヽ < 


三 つ の 階層 を 意識 させ る 
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yd 詳細 に 描き 込む 


新規 レイ ヤー を 作成 し 、 よ り イ ラス ト の 詳細 が わか 
る よう に 描き 込ん で いき ます 。 キ ャ ラク ター の 表情 、 
ポー ズ な ど 最 終 的 な み 仕上がり が イメ ー ジ で きる 程度 ま 
で 描き 込み ます 。 

また 、 こ の 時 点 で 背景 、 前 景 に 使用 する 枝葉 も 配置 し 
て いま す 。 今回 は 実際 に 撮影 し た 木 の 写 真 を 素材 に し 
まし た 。 枝葉 の 部 分 を トリ ミン グ し て 、 塗 りつ ぶし て 使 
用 し ます 。 


写真 を 素材 に する 


議 | ラフ に る を 置 < 


Step1 時 点 で 考え て いた 色 を 画面 に 配置 し ます 。 
最終 的 な 仕上 が り が イメ ー ジ で きる 程度 に は 、 ざ っ 
くり と 明暗 も 決め て お きま し ょ う 。 当初 の イメ ー ジ 通 


ト 上 こ 画 面 に 、 赤 の 差し 色 を 


= ILE ゼ 


また この 時 点 の 着色 に は [鉛筆 ] ツー ル ( サ ブツ ー ル 
「 濃 い 鉛筆 」) な ど を 使用 し まし た 。 


詳細 な イメ ー ジ を 描き 込む 


全体 の 配色 イメ ー ジ を 固め る 


に | ラフ に 明暗 を 加え る 


ここ か ら さ ら に ラフ に 明暗 を 加え て いき ます 。 
暗い 色 は 乗せ る 際 は ブラ シ の 合成 モー ド を [乗算 ] に 、 
明る い 色 を 乗せ る 際 は [オー バー レイ ] や [スク リー ン ] 
に 設定 し ます 費 。[ 乗 算 ] を か ける 色 は 彩 度 が 低め の 青 っ 
ぽい 紫 、[ ス クリ ー ン ] を か ける 色 は 彩 度 の 低い 黄色 っ ぽ 
い 白 を 使用 し ます @。 
逆光 の 画面 で す の で 、 キ ャ ラ 全 体 に 大 きく 影 を か け て 
いま す 。 キ ャ ラク ター の 輪郭 を 浮か び 上 が ら せ る よう 
に 、 顔 な ど を 中 心 に ラフ の 線 に 沿っ て 明る い 色 を 入れ て 
いま す 。 
また この 時 点 で 、 肌 や 髪 、 ボ ン ネ ッ ト に 少し 彩 度 の 高 
い 影 色 を うっ すら 乗せ て お きま す 。 こ の 色 を ベー ス 
に 、Part2(P 146) 以降 で 塗り 重ね て いき ます 。 


© 彩 度 の 高い 影 色 を 乗せ る 
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Part 


塗る 前 の 準備 


今回 の イラ スト は 、 パ ー ツ ご と に 細か く レ イヤ ー を 分 ける 塗り 方 で は な く 、 
キャ ラク ター は 一 枚 、 背 景 は 一 枚 、 と いっ た 風 に 少な い レ イヤ ー 数 で 塗り 進 


FT 使用 ツー ル に つい て 


本 格 的 に 塗り 重ね て いく 前 に 、 全 体 の 作業 に 共通 す 
る 手順 や 、 注 意 点 に つい て 説明 し て お きま す 。 

まず 、 私 は いわ ゆる 「 厚 塗り 」 と 呼ば れる 方 法 で 塗り 
進め て いく タイ プ で す の で 、 ラ フ の 上 か ら [ 鉛 筆 ] ツ ー 

| 開成 WI ミー ボ ミ 

て いき ます 。 

塗り 進め る と き は 、 基 本 的 に 「 シ ャ ー ペ ン 」 の み を 使 
い 、 ぼ か し た い 箇 所 の み [ エ アブ ラ シ ] ツ ー ル を 使用 し ま 
す 。 と は いっ て も 、 あ まり ぼ か さ ず に 描き 進め る よう に 
し て いま す 。 ぼ か す と ころ を 必要 最低 限 に 絞る こと で 、 
絵 全体 が ば や ぼや し た 印象 に な る の を 防ぐ た めで す 。 


| 名 ラフ に つい て 


Part1 (P 144) で ラフ に 軽く 色 を 置き まし た が 、 こ の 
時 点 で は 、 画 面 全体 を 暗め に 設定 し て いま す 。 後 々 、 明 
る いと ころ を 描き 起こ し て いく の で 、 全 体 に 影 が 落ち 
て いる くら い の 方 が 、 バ ラン ス と し て は ちょ うど 良い 
し よう 。 


サブ ウー ル [ 鉛筆 ] 
"鉛筆 きき バス テル 


濃い 5 革 
薄い 3 財 


色鉛筆 
租 い 鉛 箇 


デフ ォ ル ト の ツー ル を 中 心 に 使用 する 


ラフ 時 点 で は 全体 に 暗め の 色 を 落と し て いる 


開 レイ ヤー 構成 に つい て 


イ 棚 成 は 基本 中 月 京 一 羽 、 レフ IX o 
厚 塗り と 呼ば れる 手法 で は 、 塗 っ て は 直し 、 塗 っ て は 直 
し を 繰り 返し て 、 完 成 ま で 近づけ て いき ます 。 

その た め 、 影 の レイ ヤー、 光 の レイ ヤー、 肌 の レイ 
ヤー、 目 の レイ ヤー な ど 個 別に 分 け て し まう と 、 複 数 の 
レイ ヤー を 往復 し な が ら 描 き 進め る こと に な り 、 効 率 
的 で あり ませ ん 。 

また 、 私 の 場合 は 元々 アナ ログ で 描い て いた 経験 が 
ある の で 、 一 枚 で 塗り 進め る 方 が 、 紙 に 描く 感覚 と 近く 
描き や すか っ た こと も 、 こ の 手法 で 作業 を 進め て いく 
理由 の 一 つ で す 。 

デジ タル 環境 で の 作業 が 中 心 だ っ た 人 や 、 厚 塗り に 
挑戦 し た こと の な い 人 は 、 厚 塗り の 場合 で も 、 レ イヤ ー 
を パー ツ ご と に 分 け て 、 塗 り 重ね て いく も の 良い で 
し ょ う 。 


ーー 日 ケ で 


HN 


最終 的 な レイ ヤー 構成 (一 部 )。 
キャ ラ は 「01 の コピ ー7」 レ イヤ ー に の み 描 画 さ れ て いる 


ry 塗り 進め る 上 の 注意 


実際 の 作業 を 進め て いく 上 の 注意 点 と し て 、 最 初 か 
ら 細 部 を 描き 込ん で いこ うと し な いで 、 全 体 の 立体 感 
を 確認 し な が ら 塗 り 進 め て いき ます 。 

細部 か ら 描き 進め て いく と 、 全 体 の 立体 感 を 把握 す 
る の が 難し く 、 立 体感 の な い 平たい 絵 に な る こと が あ 
り ま す 。 


な お 実際 の 工程 と は 異な り ま す が 、 以 降 の ペー ジ で 
は パー ツ ご と に 解説 を し て いま す 。 


全体 の 40% 程 度 の 進捗 状況 
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Part \\ 
実際 の 手順 で は すべ て の 部 位 の 塗り を 並行 し て 行っ て いま す が 、 こ こ で は 
肌 の 塗り の み 解 説 し ます 。 肌 を 塗る 際 は 、 胸 の ボリ ュー ム 感 や 、 顔 の 血色 な 
ど に 特に 気 を つけ て 、 や わら か い 塗 り を 実現 し まし ょ う 。 


TF 肌 に 明る い 色 を 乗せ る 


Part1(P144) で 置い た 色 を ベー ス に 、[ ス ポイ ト ] 点 的 に 、 少 し 明る い オ レン ジ を 使っ て 描き 込み まし ょ 
ツー ル で 色 を 拾い な が ら 、 立 体感 を つけ て いき ます 。 う 。 図 で は 青い 丸 で 描き 込ん だ 箇所 を 示し て ます 。 こ の 

まず は 青み が か っ た 影 の 上 か ら 色 を 重ね て 、 盛 り 上 よう に 色 の 強弱 を 使っ て 、 キ ャ ラ の 立体 感 を 表現 し て 
が っ て いる 部 分 を 表現 し ます 。 胸 、 顔 、 鼻 筋 、 肩 な ど を 重 "いき ます 。 


青 丸 の 部 分 に オレ ンジ で 描き 込む 


脱 | 点 に ホ み を 乗せ る 


現状 の 青み が か っ た 影 だ け だ と 、 血 色 が 悪く 生気 が 
な いよ うに 見 える の で 、 ま ぶた と 類 に 赤み を か け ま す 。 
あま り 強 く か け 過 ぎ て も け ば け ば し く な る の で 、 派 手 
に な りす ぎ な いよ う 、 バ ラン ス に は 気 を つけ て 色 を 入 
れ ま し ょ う 。 


まぶた と 類 に 赤み を か ける 
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顔 ま わり を 描き 込む 


引き 続き 色 を 拾い な が ら 、 上 か ら 色 を 塗り 重ね て 、 手 が 高く な る よう に し ます @。 明 る い 色 と 暗い 色 、 両 方 の 
の 形 を は っ きり と 描き 起こ し て いき ます ⑨。 ま た 瞳 の 彩 度 が 高い と 、 イ ラス ト 全 体 か ら 肌 が 浮い て 見 えて し 
進行 と 合わ せつ つ 、 さ ら に 二 重 や 前 髪 の 影 な ど を 描画 "まい 、 逆 に 両方 の 彩 度 が 低い と 、 血 色 が 悪く 見 えて し ま 
し て いき ます 。 うか ら で す 。 具 体 的 に は 、 腕 や 頭 の 影 の 部 分 の 彩 度 を 高 

この と き 、 明 る い 箇 所 の 彩 度 を 低く 、 暗 い 箇 所 の 彩 度 く 、 肩 か ら 腕 に か け て の 明る い 部 分 の 彩 度 を 下げ ます 。 


0⑩) 手 の 形 を 描き 起こ し 、 二 重 や 前 髪 の 影 も 描画 する @ 暗い 箇所 の 彩 度 を 上 げ 、 明 る い 箇 所 の 彩 度 を 下げ る 


胸 の 明る い 面 を 描く 


同じ よう に 、 胸 の 明る い 面 に 色 を 
塗り 重ね て 、 立 体感 を 出し て いき ま 
す 。 ひ と まず 光 の 当たる 箇所 ( 胸 上 
部 ) に 彩 度 の 低い 明る い 色 を 置き ま 
し た 。 手 の 描き 込み と 違っ て 、 こ の 
時 点 で は まだ 明る い 色 を 置い て お 
くだ け で 、 形 を は っ きり と させ て お 
く 必 要 は あり ませ ん 。 


胸 の 明る い 面 を 描き 出す 
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Step 


呈 修正 ガイ ド を 引く 


さら に 塗り 進め て いく 前 に 、 ラ フ で 描い た 上 半身 が 
歪ん で いる こと に 気がつい た の で 、 調 整 し て お きま す 。 

新規 レイ ヤー を 追加 し て 、 目 立つ 色 で ガイ ドラ イン 
を 引き ます 。 首 か ら 胴 体 に か け て の 歪み を 修正 、 胸 の 形 
も 分 か りや すく ガイ ド を 引い て お きま す 。 後 は 両 腕 が 
開き すぎ て いた の で 、 も う 少 し 脇 を 締め て 、 腕 を 胴体 に 
近づけ る 形 で ガイ ド を 引き まし た 。 

この よう に 、 常 に 全体 の バラ ンス に 気 を 払い な が ら 、 
お か し いと ころ を 見 つけ た ら 適 宜 修 正 し て いき まし ょ 
つ 。 


ガイ ド を 元 に 修正 する 


先ほど の ガイ ド を 元 に 、 体 の バラ ンス を 調整 し な が 
ら 塗 り 進 め て いき ます 。 手 や 腕 の 形 を 整え る よう に 塗 
り 重 ね まし ょ う 総 。 

さら に 球体 を 意識 し な が ら 胸 まわ り に 影 を 加え て 、 
より 具体 的 な 形状 を 描き 出し て いき ます 《。 


Memo 厚 塗り で は 基本 的 に [消し ゴム ] ツ ー ル な ど を 使用 せ 
ず 、 塗 り 重 ね て いく こと に よっ て 、 す で に 描き 込ん で いた 箇所 
を 消し 、 形 状 や 色 を 修正 し ます 。 一 見 難し い 作業 の よう に も 
思え ます が 、 特 に まだ 全体 の 形状 の は っ きり と し て いな い 段 
階 で は 、 大 幅 の 変更 や 修正 、 方 向 性 の 転換 な ど を 、 比 較 的 容 
易 に 行う こと が で きま す 。 


@ 胸 を より 具体 的 な 形状 に 描き 出す 


ハイ ライ ト を 加え る 


胸 に ハイ ライ ト を 描き 入れ て 、 丸 み と 大 き さ を 表現 し 
まし ょ よう 。 

明度 の 高い 同系 色 を 描画 色 に 設定 し 、 胸 の 高い 位置 、 
一 番手 前 に せり 出し て いる 箇所 に 、 強 め に ワン ポイ ント 
で 描き 入れ ます 。 


また 、 描 画 色 を ハイ ライ ト よ り 少 し 弱い 色 に 変更 し 
て 、 胸 の 谷間 に 逆 三 角形 の 明る い 面 を 描き こみ ます 。 さ 
ら に 周囲 の 影 を 整え る こと で 、 胸 の ボリ ュー ム 感 を 強調 
で きま す 。 


胸 の ボリ ュー ム を 強調 する 


細部 を 詰め て 仕上 げ る 


細部 の ディ ティ ー ル を 詰め て いき ます 。 肩 まわ り の 明 
る い 人 箇所 も 塗り 重ね て 、 腕 に か け て グラ デー ショ ン を 作 
り ま し た ⑨。 胸 は 球体 を 意識 し て 、 影 の 形 を さら に 整 
え 、 立 体 的 に 仕上 げ ま す 。 

さら に 手 や 衣服 か ら 落 ちる 影 を 、 暗 く 濃い 色 で 、 は っ 
きり と 描画 し て お きま す 欠 。 特 に 落ち 影 は 、 周 囲 の 進捗 
に 合わ せ て 、 最 後 の 方 に 描き 込む と 良い で し ょ う 。 

手の甲 や 腕 、 肩 の 形 と 色 も 、 最 後 は は っ きり と 輪郭 が 
分 か る よう に な る まで 整え て お きま し ょ う 。 


⑩ 細部 の デ テ ィ ー ル を 詰め る 


jemo Part2(P 147) で も 説明 し た 通り 、 実 際 に は イラ スト 
全体 を 並行 し て 塗っ て いま す 。 そ の た め 影 一 つ 加 える に し て 
も 、 周 囲 の 進捗 に 合わ せ て 適当 な 順序 と タイ ミン グ を 選ぶ 必 
要 が あり ます 。 特 に 落ち 影 な ど を 配置 する と き は 、 影 を 落と し 
て いる 本 体 の 描き 込み が 終わ っ て か ら の 方 が 、 作 業 と し て や 
りや すく な る で し ょ う 。 


@ 落ち 影 を 加え 、 さ ら に 輪郭 を 整え る 
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Part 


瞳 に つい て も 、 実 際 に は ほか の 塗り と 同時 に 進め て いま す 。 イラ スト 全体 の 
アク セン ト と な る 部 分 で す の で 、 よ り 印 象 的 な 表現 を 目指 し 、 塗 り 重 ね て い 
きま し ょ う 。 


卓上 中 を 浴 り 始め る 


瞳 も ほか の 部 分 と 同時 に 塗り 進め ます 。 パ ー ツ ご と さて 、 ま ず は 目 の フ チ ・ ま つげ を 暗め の 赤 茶 で 描き 込 
に レイ ヤー 分 け を せ ず 、 全 て 一 枚 の レイ ヤー で 作業 し み ま す 。 そ の 後 同じ 色 で 瞳 の 上 部 に 影 を 入れ ます 介 。 
て いる た め 、 肌 を 調整 する と 瞳 、 髪 な ど ほ か の パー ツ に 暗い 色 を 入れ た ら 、 今 度 は 瞳 の 下 半 分 に 明る め の 色 
も 影響 が 及び ます 。 そ の た め 、 必 然 的 に 全て の パー ツ を で 反射 光 を 入れ ます 。 こ の 際 、 ブ ラ シ モ ー ド を [オー 
同時 進行 で 進め て いく 必要 が あり ます 。 バー レイ ] に 変更 し て 、 彩 度 の 高い 赤 で 塗っ て いき ます 。 


⑩ 暗い 赤 茶 で 描き 込む @ 明る く 彩 度 の 高い 赤 を 入れ る 


| 瞳孔 を 描き 加え る 


瞳孔 を 暗め の 赤 茶 で 瞳 中 央 に 描き ます 。 ま た 瞳 の 輪 
郭 、 ま つげ も 同じ 色 で さら に 描き 足し まし た 。 この 際 、 
下地 に お いた 色 を 完全 に 塗り つぶ し て し まわ な いよ う 
に 、 細 い ブ ラ シ サ イズ で 、 タ ッ チ を 残す 感じ で 描き 込ん 
で いき まし ょ う 。 


瞳孔 や まつ げ を 描き 加え る 


虹彩 を 描き 加え る 


虹彩 を 表現 する た め に 、 瞳 の 下 半 分 に サー クル 状 に 
線 を 描き 入れ ます 。 や は り 小 さ な ブ ラ シ サ イズ で 、 細 か 
く 強 い タ ッ チ で 描き 込み ます 。 

また 、 白 目 の 部 分 も あわ せ て 塗っ て お きま し ょ う 。 ま 
ぶた か ら 沙 ちる 影 も 入れ て お く と 、 よ り 立 体 的 に な り 
ます 。 


ハイ ライ ト を 描く 


瞳 右 上 に ハイ ライ ト を 描き 入れ ます 。 遊び で 入れ る 
ハイ ライ ト な の で 、 好 き な 色 で 構い ませ ん 。 右 上 に ご く 
小さ い サ イズ で 一 箇所 ずつ 入れ まし た 。 

また 、 今度 は 瞳 左 上 に 灰色 寄り の 反射 光 を 描き 入れ 
ます 。 こ ちら は ハイ ライ ト よ り は 少し 大 きめ に 、 し か し 
ハイ ライ ト よ り は 目立た な いよ うに うっ すら と 入れ て 
お きま す 。 


目 の バ ラン ス を 整え る 


この 時 点 で 、 顔 の バラ ンス が 歪ん で いた こと に 気 が 
つい た の で 、 目 の 位置 その も の を 移動 させ ます 。[ 選 択 
範囲 ] ツ ー ル の 中 か ら 使 いや すい も の を 使用 し て 、 両 目 
を わずか に 外側 に 移動 させ ます 。 

さら に 目 の 形 状 を 整え ます 。 顔 の 曲面 を 意識 し つつ 、 
下 ま ぶた に 表情 を つけ る よう に 、 暗 い 茶 色 で 線 を 修正 
し ます 。 ま た 、 ま つげ も 数 本 描き 足し て 、 よ り 眼 力 を 強 
くし ます 


ハイ ライ ト 、 反 射 光 を 描き 入れ る 


目 の 形状 を 整え る 
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Part 


髪 は 広い 色 面 を 持ち 、 ま た 顔 と 隣接 する 人 箇所 で も あり ます 。 暗い 色 で 塗っ 
て いく の で 、 過 度 に 重たい 印象 に な ちな いよ うに 気 を 払う 必要 が あり ます 。 
髪 の 東 感 、 繊 維 感 、 奥 行き な ど に つい て も こだわ っ て 塗っ て いき ます 。 


状 | 前 髪 を 軽く する 


ここ まで 同様 、 実 際 に は ほか の 工程 と 並行 し な が ら 
作業 を 進め て いま す 。 

まず 、 色 ラフ の 段階 で 既に 加え て いた 処理 で は あり 
ます が [エア ブラ シ ] ツー ル で 前 髪 に ふわ っ と 肌色 を 吹 
きか け て いま す 。 これ は 、 前 髪 の 先 の 方 に 肌 の 透け て い 


一 見 地味 な 処理 で す が 、 こ れ を し な いと 最終 的 に 前 
髪 が 重たい 印象 に な りや すい の で 、 イ メー ジ を 先 に 舞 
ん で お く た め に も 、 早 め に 色 を 加え て お く と 良い で 
し ょ う 。 


良 胡豆 を 描き 込む 


目 と 肌 の 進行 に 合わ せ て 、 前 髪 も 描き 進め ます 。 

「 シ ャ ー ペ ン 」 を 使用 し て 、 髪 の 束 を 描い て いき ます 。 
暗め の 描画 色 で つむ じ か ら 毛 先 へ 、 下 地 に 置い た ハイ 
ライ ト を 横断 する よう に 描き 込み まし た 。 


較 細部 を 描き 起こ す 


ツイ ン テ ー ル 部 分 と 姫 カ ッ ト 部 分 を 描き 起こ し て い 
きま す 。 類 を 覆う 髪 の 束 の 形状 な ど 、 こ の 時 点 で 可能 な 
限り 整え て お きま す 。 


ツイ ン テ ー ル と 姫 カ ッ ト を 描き 起こ す 


呈 頭 部 の 形状 を 整え る 


顔 の 角度 と 頭 部 の 形状 が 気 に な っ た の で 、 全 体 的 に WPS 頭頂 部 
整え て いき ます 。 、 豆 ト り 自 
現状 の 上 目 遣 い に 見 える 顔 の 角度 だ と 、 頭 頂部 ~ 後 TT 目 の 形状 な どの 修 
頭 部 の 見 えて いる 範囲 が 広く 、 暗 い 色 面 も ちまた 広い た 正 と あわ せ て 、 姫 カッ ト 部 分 も 整え て お きま す @。 
め 、 重 た い 印象 に な っ て し まっ て いま す 倫 。 


( 電 


⑩ 現状 の まま だ と 頭 の 形 が 少し 気 に な る @ 頭 部 全体 と 毛 先 の 形状 を 整え る 


塗り 進め て いく うち に 、 事 前 に 乗せ て いた 前 髪 の 肌 
色 が 明る すぎ て 、 少 し 浮い て いる よう に 見 え は じ め た 
の で 、 暗 い 色 を 乗せ て 抑え ます 。 こ の 際 、 完 全 に 塗り つ 
ぶし て 、 前 髪 の 軽 さ を 損なっ て し まわ な いよ うに 、 注 意 
し て 色 を 入れ まし ょ う 。 


前 髪 の 色 を 抑え る 


髪 全 体 を 整え る 


[消し ゴム ] ツー ル を 使用 し て 、 は み 出 し て いた 明る 
い 色 を 消し 込ん で いき 、 髪 全体 の 形 を 整え ます 。 

髪 の 形状 が は っ きり し て きた ら 、 さ ら に 「 シ ャ ー ペ 
ン 」 を 使用 し て 、 細 か い 髪 の 毛 を 描き 足し まし ょ う 。 


髪 全 体 の 形状 を 整え る 
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遠近 感 を 表現 する 


PS 回 近 感 を 表現 し て いき ます 。 


ーー ご ト この 隊 、 一 時 的 に 
作業 レイ ヤー の [透明 ピク セル を ロッ ク ] し て お く と 良 
いで し ょ う 。 髪 の 毛 だ け に 色 を 乗せ る こと が で きま す 。 
青 を 乗せ た ら ロ ッ ク を 解除 する の も 忘れ な いよ う 気 を 
つけ ます 。 

この 処理 に よっ て 、 髪 の 毛 に 遠近 感 を 加え る こと が 
で きま し た 。 


灰 み が か っ た 青 を 乗せ る 


一 般 に よく いわ れる 「 遠 近 法 」 は 、 し ば し ば 
「 線 遠近 法 」 と いう 「 視 点 か ら 遠 ご か っ て いく ご 
SSR 


実際 に 目 で 見 て 確認 し て み ま し ょ う 。 画 像 に 
は 手前 、 奥 、 そ し て 中 間 に そ れ ぞ れ 岩 壁 が 写っ 
て いま す が 、 奥 に ある 岩 壁 ほど 、 色 が 淡く な っ 
て いる こと が わか り ま す 。 こ れ を イラ スト に 応 
用 する こと で 、 画 面 に 奥行 き を 与え る こと が で 
きる で し ょ う 。 


§ 髪の毛 の 流れ を 描く 


[エア ブラ シ ] ツ ー ル で 明る い 色 を 入れ た 箇所 に 、 今度 
は 暗く は っ きり と し た 色 で 、 髪 の 毛 の 流れ を 描き 込ん で 
いき ます 。 こ の 際 、 や は り 明 る い 色 を 完全 に 塗り つぶ し 
て し まわ な いよ うに 注意 し まし ょ う 。 


髪 の 流れ を 描き 込む 
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| 髪の毛 を 仕上 げ る 


周囲 の 進捗 と 合わ せ て 、 髪 の 毛 を 流れ を さら に 描き 込 
ん で いき ます 総 。 や は りこ こ で も 空気 遠近 法 の 効果 が 
損なわ れ て し まわ な いよ う 、 塗 り の バラ ンス に は よく 気 
を つけ ます 。 

徐々 に 徐々 に アウ トラ イン を 整え な が ら 、 デ ティ ー ル 
も 描き 込ん で いき ます 。 頭 頂部 に は 明る い 色 で つむ じ 
を 表現 し まし た @。 

光源 を 常に 意識 し 、 そ れ に よっ て で きる ハイ ライ ト 、 


ロ 


ハイ ライ ト や 反射 光 、 陰 影 を 加え る 


反射 光 、 陰 影 を バラ ンス 良く 配置 し て 、 髪 の 束 感 と 立体 
感 を 強調 し ます ⑲。 

背景 が 仕上 が り は じ め 、 具 体 的 な シチュ エー ショ ン が 
確定 し て きた ら 、 環 境 光 や 、 木 の 葉 の 影 を 髪の毛 に 落と 
し 、 色 に 幅 を 持た せ て いき ます @⑳。 な お 環境 光 や 落ち 影 
に つい て の 詳細 は Part6(P168) で 解説 し て いま す の で 、 
ここ で は 割愛 し ます 。 


髪 は 無数 の 毛 が 束 に な っ て 形 を 作っ て い 
る の で 、 イ ラス ト を 描く 上 で も 「 東 感 」 や 「 繊 


維 感 」 の 表現 が 重要 と な り ま す 。 

例え ば 今回 の 作品 で は 、 : 

は 、 基 本 的 に [エア ブラ シ ] な ど 、 ぼ や けた 
ブラ シ は 使用 せ ず に 、 く っ きり と し た 線 で 描 
き 込 ん で いき ます 。 ぼ や けた 線 を 使う の は 、 


キュ ー テ ィ ク ル 部 分 だ け に と ど め て お く と 
良い で し ょ う 。 こ うす る こと で 、 画 面 全体 が 
曖昧 な 印象 に な る の を 防ぐ こと が で きま す 。 


キュ ー テ ィ ク ル 部 分 だ け を ぼかす 
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キャ ラ 魅せ 
echmique 


華やか な フリ ル を 描く 


フリ ル は 構造 が 難し く 、 手 間 の か か る 装飾 で す が 、 パ ター ン を 理解 すれ ば あ 
る 程度 作業 を 効率 的 に 行う こと が で きま す 。 華 や か で 見 栄え の する 表現 で す 
の で 、 是 非 コ ツ を 掴ん で 応用 し て みて くだ さい 。 


開 服 に 陰影 を つけ る 


まず は ラフ の 段階 で 、 服 全体 に 大 ま か な 陰 影 を つけ 
て いき ます 倫 。 こ の 時 点 で は 、 フ リル の 細か い シ ワ や 、 
レー ス の 模様 な ど に 関し て は 考え ず に 塗っ て いき ま 
す 。 ま た この 際 、 イ ラス ト 全 体 を 一 旦 「 引 いて 」 見 て か 
ら 、 影 に な る 範囲 と 、 光 の 当たる 範囲 を は っ きり 分 か る 
よう に 塗り 分 け ま す 。 図 で は 、 影 に な る 範囲 を 赤い 線 
で 、 光 の 当たる 範囲 を 青い 線 で 囲っ て 示し て いま す @。 

続い て 、 光 が 当たっ て いる 範囲 と 、 影 に な る 範囲 の 境 
目 あ た り に 色 味 を 足し て いき ます 。 使 用 し て いる ブラ シ 
モー ド を [オー バー レイ ] に し て 、 黄 色 で 塗り まし た 9。 

さら に [スポ イト ] ツー ル で ラフ の 色 を 拾い な が ら 、 
「 シ ャ ー ペ ン 」( ブ ラ シ モ ー ド は [通常 ]) を 使っ て 、 少 し 
細か く 陰 影 を つけ て いき ます 。 


Memo 細部 を 塗っ て いく と き は どう し て も 拡大 し て 作業 する 
必要 が あり ます が 、 時 折 縮 小 し て 全体 を 見 渡し 、 バ ラン ス を 
確認 し て お く よ う 意識 し まし ょ う 。 


@ 暗い 箇所 は 赤い 線 、 明 る い 箇 所 は 青い 線 


© 影 に 黄色 み を 足し 、 少 し ムラ を 出す 


騰 生 の 昌 暗 を 意識 する 


ここ か ら は 、 フ リル を 塗っ て いき ます 。 ま ず ボ ン ネ ッ 

ト 部 分 に つい て 説明 し ます 。 

フリ ル を 塗る 際 は 、 立 体 を し っ か り 意 識 し て お きま 
す 。 ま ず は 上 を 向い て いる 面 を 明る く 、 下 を 向い て いる 
面 を 暗く 塗り 分 け て いき ます 。 図 で は 上 を 向い て いる 
面 を 赤 で 、 下 を 向い て いる 面 を 青 で 示し まし た 総 。 

上 記 の 考え 方 に 基づい て 、 あ る 程度 明暗 を 塗り 分 け 
た ら 、 次 は フリ ル の 前 を 向い て いる 面 (輪郭 線 ) を 描き 
込ん で いき ます 。 描画 色 は 先ほど 塗り 分 けた 明る い 面 
と 同じ 色 で 構い ませ ん 。 ーッ * 波 打 た 
る よう に 描き 込ん で いき ます 。 図 で は 一 旦 、 描 き 込 ん だ 
線 を 紫色 で も 示し て お きま し た @9。 


開 ボン ネッ ト の 外側 を 描く 


ボン ネッ ト を より 詳細 に 塗っ て いき ます 。 

Step2 で 大 ま か に 明暗 を つけ た ら 、 ボ ン ネ ッ ト の 形 
を 整え 、 ボ ン ネ ッ ト の 端 に も フリ ル の 輪郭 線 を 描き 入 
れ ま す 。 また 、 ツ バ パ 部 分 に 三角 形 を 連ね る よう に 描き 足 
し て いき ます 総 。 

また 、 明 る い 色 で シワ の 出っ張っ た 部 分 を 描き 込み 
ます @。 周 囲 の 色 と の コン トラ スト で 、 シ ワ の 質感 も 
豊か な も の に な り ま す 。 


立体 を 意識 し 塗り 分 ける 


@ 明る い 色 で シワ を 表現 する 


いい 


いい 
@ 輪郭 は 明 色 
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2 ボン ネッ ト を 描き 進め る 


周囲 の 進捗 と 合わ せ て 、 さ ら に ボン ネッ ト に 描き 込 
ん で いき ます 。 

ボン ネッ ト の ツバ の 三角 形 を 明る い 色 で 縁取 っ て い 
き 、 輪 郭 を は っ きり と させ ます 。 さ ら に 、 細 か い ド ッ ト 
も ツバ に 添え る よう に 打っ て 、 デ ィ テ ィ ー ル を 描き 足 
し て いき ます ⑨。 

また 、 手 前 | 


ーー ~ こ ー ニ ホー 


いき ます @。 


旗 スカ ー ト の アタ リ を 取る 


スカ ー ト も 少し ずつ 描き は じ め て いき ます 。 

まず は 周囲 の 線画 と 合わ せ て 、 ス カー ト 全 体 の 形状 を 
整え ます 。 こ の 際 、 や は り 暗 色 と 明 色 を 配置 し て 、 構 造 

徐々 に また この 時 点 で 、 ス 
カー ト の 下 に 、 明 る い 線 で フリ ル の アタ リ を 取っ て お き 
ます 。 

さら に [消し ゴム ] ツー ル な ども 使い な が ら 、 ス カー 
ト 全 体 の シル エッ ト を 修正 し ます 人 。 ス カー ト の 大 ま 
か な 形状 は ここ で 確定 させ て お いて 、 以 降 は フリ ル 部 分 
を より 詳し く 描き 込ん で いき ます 。 


電 


⑥⑨ ツバ を 縁取 り 、 ド ッ ト を 打つ 


@ フリ ル の 輪郭 を 波 打 た せる 


©@ スカ ー ト の シル エッ ト を 確定 する 


スカ ー ト の 構造 を 把握 する 


ここ で ボン ネッ ト 同 様 、 ス カー ト と その 下 の フ リル の 
構造 を 把握 し て お きま す 。 

フリ ル が 上 を 向い て いる 面 と 、 下 を 向い て いる 面 を 意 
識 し まし ょ う 。 上 を 向い て いる 面 は 明る く 、 下 を 向い て 
いる 面 は 暗く 描画 し ます 。 図 で は 、 上 を 向い て いる 面 を 


⑩ は 明 色 、 青 は 暗色 


関 スカ ー ト の フリ ル を 描く 


大 ま か な 陰 影 が つい た と ころ で 、 徐 々 に 細か い 所 を 
描き こん で いき ます 。 

スカ ー ト 全体 、 フ リル 全体 に は ざっ くり と 影 が つい 
て いま す が 、 個 々 の フリ ル の シワ は まだ まだ 描け て い 
な い の で 、 こ こ か ら 進 め て いき ます 。 


青い 線 で 、 下 を 向い て いる 面 を 赤い 線 で 囲っ て 示し て い 
ます ⑨。 

上 記 の 考え 方 に 基づい て 、 実 際 に 少し 影 を 描き 込ん で 
いき ます @。 


@ 構造 を 把握 で きた ら 塗り 進め る 


[スポ イト ] ツー ル で 色 を 拾い な が ら 、 フ リル 自体 の 
形 と シワ を 描き ます 。 こ の 際 、 こ こま で で 塗っ た 陰影 そ 
の も の を ガイ ド と し て 、 少 し ずつ フリ ル の 形 を 作っ て 
いき ます 。 


フリ ル の 形 を 描き 込む 


キャ ラ 魅 せ 


IN 1 
V ] 

の / NNTM TT Mo 
Mm | ( 


( [a 
レル し LAL MI OL レン 


より 詳細 に 描き 込む 


ボン ネッ ト 、 ス カー ト と も 、 こ こま で の 作業 を 繰り 返 
し て 、 形 を 整え て 、 ま た 詳細 に 描き 込ん で いき ます 。 

細か く 形 を 整え て いく と きも 「 上 の 面 は 明る く 」「 下 の 
面 は 暗く 」 を 守っ て いれ ば 、 イ ラス ト 全 体 の 整合 性 も 保 
つこ と が で きる で し ょ う 。 

まず 、 ボ ン ネ ッ ト に つい て は 、 上 段 の フリ ル の 大 き さ 
を 揃え まし た ⑨。 

そし て すべ て の フリ ル の 輪郭 を 、 波 打 た せる よう に 細 
か く 描 き 込 ん で いき ます @。 

スカ ー ト は 、 ま ず そ れ 自 体 の 形 が まだ 曖昧 だ っ た の 
で 、 も う 少 し 整え まし た 。 ま た 、 パ ニ エ と フリ ル の 重層 


明暗 を より は っ ミ = 


© 全体 を 明暗 を 整え る 
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開 模様 を 描き 込み 仕上 げ る 


腰 の 部 分 の フリ ル を 一 段 描き 足し ます 介 。 

そし て 最後 に に 、 ス カー ト 部 分 の パニ エ の 一 番 上 の フリ 
ル に 、 模 様 を 書き 込め ば 完成 で す 人 @。 模 様 を 最後 に 描く 
の は 、 描 いて は 消し 、 描 いて は 消し を 繰り 返し な が ら 進 
行 し て いく た め 、 模 様 を 途中 で 描き 込ん で も 、 後 で 描き 
直す 羽目 に な る か ら で す 。 最 終 的 な フリ ル の 形 が 決ま っ 
て か ら 模 様 を 描き 込む と 良い で し ょ う 。 また 今回 は 模 
様 と し て 、 フ ルー ル ・ ド ・ リ ス ( 百 合 の 紋章 ) を モチ ー フ 
に 使用 し まし た 。 


い 


⑩ フリ ル を 描き 足す @ 模様 を 描き 足す 


周囲 の 進捗 に 合わ せ 、 最 終 的 な 仕上 げ の 前 に ここ まで の 作 
業 を 終え る 


[ETT 


フリ ル の 凸凹 を 描く と き に 、 大 き さ と 形 を ラン 布 の 厚み や 質感 で 、 や わら か い フ リル に な る 
に ら ! か 、 硬 い フ リル に な る か が 決ま り ま す 。 


ル に する こと が で きま す @ 。 こと の イラ スト で は 、 薄 手 の や わら か い 布 を 使用 
逆 に 2 > に ト し て いる の で 、 や わら か い 印 象 に な る よう 、 フ リ 
リル に な ル の 形 を ラン ダム に し まし た 。 


⑩ 形 と 大 き さ が ラン ダム な フリ ル @ 形 と 大 き さ が 同じ フリ ル 
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キャ ラ 魅 せ 
echmique 


レー ス の 矢 明 感 を 表現 する 


フリ ル 同 様 、 レ ー ス も 一 見 複雑 な 装飾 で す 。 し か し レー ス に も 、 や は り 説 得 
力 を 持た せる た め の コ ツ が あり ます 。 き め 細 か さ が モ ノ を いう 部 分 で も ある 
の で 、 細 部 まで 手 を 抜か ず に 描き 込ん で いき ます 。 


開 胸元 の レー ス の 形 を 作る 


これ まで 通り 、「 シ ャ ー ペ ン 」 を 使用 し て 、 ラ フ の 上 か 私 の や り 方 で は 、 基 本 的 に 「 シ ャ ー ペ ン 」 一 本 で 描い 
ら 、 胸 元 の レー ス 部 分 の 大 ま か な 形 を 描画 し ます 。 こ の て いく 都合 上 、 塗 り が 平坦 に な ら な いよ うに 、 筆 圧 で 線 
際 、 弱 い 筆 圧 を 描く こと で 、 下 の 肌 の 色 を 少し 透 か す こ の 強弱 、 色 味 の 強 弱 を つけ な が ら 描 画 し ます 。 
と が で きま す 。 


ラフ の 上 に 色 を 乗せ る 薄く レー ス の 形 を 描く 


関 | レー ス に 白線 を 引く 


今度 は 、 肌 色 が 透け な い 濃 く 白 い 線 を 、 レ ー ス の 上 に よう に 線 を 引き ます 。 ま た 、 そ の 内 側 に も う 一 回 り 小 さ 
引い て いき ます 。Step1 で 描い た レー ス の 形 を フチ 取る く 同 じ 形 を 描い て いき ます 。 


この 図 で は 赤く 強調 し て いる 実際 の イラ スト 
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実際 に レー ス を 手 に 取っ て 見 て みる と 、 透 
ける 箇所 と 透け な い 部 分 が ある の が わか り ま 
す 。 薄 手 の 布 部 分 は 透け ます が 、 糸 で 模様 が 刺 
繍 され て いる よう な 部 分 は 透け ませ ん 。 

参考 と し て 、 図 で は 透け な い 部 分 を 赤 、 う っ 
すら と 透け て いる 部 分 を 青 で 描画 し まし た 。 

この よう に 構造 を し っ か り と 把握 する た め 
に も 、 事 前 に 資料 を 集め る な ど し て お く と 良 
いで し ょ う 。 実 際 の 構造 を よく 確認 し な が ら 、 
イラ スト に 落と し 込ん で いき ます 。 


8 パフ スリ ー ブ を 描く 


パフ スリ ー ブ ( 腕 ) 部 分 も 、 弱 い 筆 圧 で 大 ま か な 形 を 描 
画 し ます 。 後 で きち ん と 描き 込む の で 、 こ の 時 点 で あく 
まで うっ すら 腕 ( 肩 下 て 肘 上 ) を 覆う 程度 で 構い ませ ん 。 
ヒラ ヒラ し た 箇所 や 、 膨 らん だ 箇所 が 、 シ ル エ ッ ト で わ 
か る よう に し て ある と な お 良い で し ょ う 。 


ee レー ス の 形 を 整え る 


胸元 の レー ス の 形 を 整え ます 。 

形 を 整え て いく と き 、 基 本 的 に は 透け な い 部 分 を 描 
き 足 し て いき ます 。 透 け て いる 部 分 に 関し て は 、 こ の 先 
あま り い じ り ま せん 。 透 け な い 部 分 を 描き 足す こと で 、 
ディ ティ ー ル を 詰め て いき ます 。 

まず は 輪郭 部 分 や 、 大 枠 か ら 塗 っ て いき 、 徐 々 に 細か 
い 部 分 を 描き 込ん で いく と よい で し ょ う 。 こ の 際 、 胸 の 


Ma. 
大 枠 か ら 描 き 始 め る 


細部 を 描き 込む 


レー ス の 構造 


大 ま か に 形 を 描き 込む 


形 を 意識 し て 描き 込む こと で 、 立 体感 を 出し て いき ま 
す 。 

また 、 レ ー ス の 模様 部 分 の 描き 込み は 、 適 当 に 想像 で 
描い て いく の も 良い で す が 、 想 像 の み で 説得 力 を 持た 
せる の も な か な か 難し いで し ょ う 。 実 際 に 身近 に ある 
レー ス を 見 た り 、 ネ ッ ト で 写真 を 探し て みる な ど し て 、 
何 か 参 考 に し な が ら 描 く と 良い で し ょ う 。 


立体 感 を 意識 し て 描く 
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同位 用 元 の 組 を 描く 


胸元 の レー ス の 上 か ら 、 紐 を 描き 加え ます 。 
最初 は 明る い 色 で 、 線 2 本 を 交差 させ る よう に 引い て 
いき ます 。 こ の と き 、 胸 の 立体 を 意識 し な が ら 描 き 込む 
と 良い で し ょ う 。 

その 後 で 明暗 を 塗り 分 け て 、 立 体感 を 強調 し ます 。 
レー ス 部 分 と は 少し 違う 質感 を 意識 し て 塗る と 良い で 
し ょ う 。 黒 で 輪郭 線 も 描き 加え て お きま す 。 


eo 異な る 質感 を 表現 する 際 は 、 光 の 反射 の 仕方 、 つ ま 


り 影 の 形状 と コン トラ スト に 気 を つけ る と 、 よ り 説 得 力 を 持た 
せる こと が で きま す 。 


胸元 に 紐 を 加え る 


レー た 2 上 ゴス 


パフ スリ ー ブ 部 分 を さら に 描き 込み 、 胸 元 の レー ス を 
合わ せ て 仕上 げ ま す 。 

まず 、 パ フス リー ブ を 描き 込み ます 。 ス リー ブ は 後 る 
に 髪の毛 が ある の で 、 髪 の 毛 の 黒 が 透け て 見 える よう に 
し ます 。 筆 圧 を 弱め に し て 、 影 に な る 部 分 に 黒 の 透け 感 
を 描き 込み ます 。 加 えて 明る い 色 で 、 一 部 に 輪郭 線 を 


NN P/ 
N 


⑩ 影 と 輪郭 線 を 入れ る 


@ 胸 の レー ス を 加筆 


取っ て いき ます 総 。 

まわ り の 進捗 を 見 な が ら 、 胸 元 の レー ス も 少し 描き 加 
えま す @。 

さら に 、 パ フス リー ブ の 上 方 に レー ス を 追加 し ます 。 
また パフ スリ ー ブ の 下方 も 少し 影 を 描き 加え た り 、 デ ィ 
ティ ー ル アッ プ し まし た ⑥。 


NN 6 


© スリ ー ブ 上 に レー ス を 追加 


| レー ス に 境界 線 を 引く 


最後 に 、 胸 元 の レー ス と 、 隣 接する 肌 の 間 に 、 境 界 線 
を 描き 加え ます 。 


レー ス は 透明 感 を 持っ た 素材 で は あり ます が 、 レ ー ス 
と 肌 は 質感 も 明らか に 異な る 、 そ れ ぞ れ 別 個 の も の で 
す の で 、 境 界 線 を 描き 加え て 、 両 者 の 違い を 強調 し て お 
きま し ょ う 。 


関 スカ ー ト に レー ス を 足す 


イラ スト 全体 の 描き 込み が 一 通り 終わ っ た 後 、 手 前 
の スカ ー ト 部 分 の 描き 込み 量 が 少な く 、「 ス カー ト が 手 
前 に 広がっ て いる 」 こ と が 伝わり づら いこ と に 気づい 
た の で 、 ス カー ト の フチ に レー ス を 描き 加え る こと に 
し まし た 。 


境界 線 を 描き 加え る 


明る く 強 い 色 で 、 細 か く 、 少 し ずつ フチ に レー ス を 描 
き 加え ます d。 
ー 会 + が に = ~ 
= え @。 地 道 で 根気 の いる 作業 
で す が 、 一 個 ずつ 丁寧 に 描き 込ん で いき まし ょ う 。 


⑩ 一 つ ず つ レ ー ス を 描き 込む 


sm 


レー ス の 描き 込み は 手順 が 複雑 で し た の で 、 最 後に コツ を まとめ 


て お きま す 。 


薄 さ で OK。 


な い 箇 所 を 描き 込ん で いく 。 


* 弱い 筆 圧 で ベー ス の 色 を 置く 。 下 地 の 色 が 透け て 見 える くら い の 


* 光 が 当 た っ て 明る く な る 箇所 に 、 ハ イラ イト を 置く 。 
* 明る い 色 で レー ス の フチ や 、 東 繍 模様 部 分 な ど 、 下 地 の 色 が 透け 


@ 立体 に 合わ せ て 端 か ら 端 まで 描く 
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中 近 感 を 強調 する 


全体 が 完成 に 近づい て きた ら 、 一 旦 画 面 を 引い て みて 、 全 体 の 陰影 を 整え 
た り 、 細部 を さら に 描き 込ん だ り 、 色 味 を 調整 し た り し ます 。 ここ で は 、 お も 
に 遠近 感 を 強調 し て いき ます 。 


Part 


賠 | な を 演出 する 


ここ まで キャ ラク ター も 背景 も それ ぞ れ 一 枚 の レイ さら に 木漏れ日 の 光 を 描画 し ます 。 新規 レイ ヤー を 
ヤー で 作業 し て きま し た が 、 この 段階 で は レイ ヤー を [覆い 焼き (発光 )] に 設定 し 、 点 々 と し た 光 を 描き 加え 


次 々 と 加え て いき 、 効 果 を か け て いき ます 。 ます @。 
まず この イラ スト は 、 木 々 の 生い茂る 森 の 中 と いう 
設定 な の で 、 木 漏れ 日 を 描写 し ます 。 
ラフ を 描く と き に も 使用 し た 木 の 枝 の 画像 を 、 キ ャ Memo レイ ヤー の モー ド に つい て 、CLIP STUDIO PAINT 


で は 「 合 成 モ ー ド 」、Adobe Photoshop で は 「 描 画 モ ー ド 」 と 
表記 され ます 。 機能 と し て は 同等 の も の で す 。 


ラク ター レイ ヤー の 上 に 乗せ て 、 合 成 モ ー ド を [乗算 ] 
に 設定 し ます ⑨。 


⑩ 木 の 影 を 落と す の 木漏れ日 を 描く 


脱 | きみ を か ぇ る 


新規 レイ ヤー を [比較 ( 明 )] に 設定 し 、 描 画 色 に 青み 
の ある 色 を 選ん で 、 キ ャ ラ の 後ろ の 髪 や 、 画 面 端 の フリ 
ル な ど に 被せ て いき ます 。 こ うす る こと で コン トラ ス 


さ マ レー 


顔 ま わり を は っ きり させ る 


顔 ま わり の ぼや けた 印象 を は っ きり させ ます 。 
この 時 点 だ と 顔 ま わり の 色 味 に メリ ハリ が な く 、 ぼ 
2 PPT 


工程 は 、 新規 レイ ヤー CO キャ ラ 
レイ ヤー に 直接 描き 込ん で も 構い ませ ん 。 


ry 手前 に リボ ン を 配置 する 


画面 の 手前 側 に オブ ジェ クト を 配置 し て 、 奥 行き を 
強調 し ます 。 

まず 新規 レイ ヤー を 最上 層 に 作成 し ます 。 そ の レイ 
ヤー 上 に リボ ン を 描き 込み ます 。 ま ず は 軽い 筆 圧 で 帯 


輪郭 を は っ きり させ る 


状 の も の を 描い て いき ます 。 風 の 流れ を 意識 させ る よ 
うに 、 自 然 に な び か せる こと が で きる と 良い で し ょ う 。 
その 後 は レー ス と 同じ 要領 で 、 強 い 白 で 不透明 な 刺繍 
模様 部 分 を 描き 込ん で いき ます 。 


| コン トラ スト を 調整 する 


画面 全体 を 改め て 確認 する と 、 ウ エス ト ま わり の コ 
ント ラス ト が 強い た めか 、 ま だ 少し 遠近 感 が 弱い よう 
に 感じ られ まし た 。 

さら に 新規 レイ ヤー[ 比 較 ( 明 )] を 作成 し 、Step2 同 
様 、 え トラ 

ひと まず 全体 の 遠近 感 の 調整 が 終わ り ま し た 。 


ウエ スト まわ り に 青み を 加え た 
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色 味 を 調整 し 仕上 げ る 


最後 に 全体 の 色 味 を より 細か く 調整 し て いき ます 。 素材 や レイ ヤー の 合成 
モー ド を 活用 し な が ら 、 イ メー ジ に し て いた 雰囲気 に 近づけ て いき まし ょ う 。 


Part 


同人 を を 調整 する 


最後 に 、 全 体 の 色 味 を 細か く 調 整 し て いき ます 。 

まず 、 画 面 の 色 数 が 少な く 感 じ ら れ た の で 、 素 材 を 使 
用 し て 色 数 を 増やし まし ょ う 。 

素材 を 重ね て 、 素 材 レ イヤ ー の 合成 モー ド を [オー 
バー レイ ]、 不 透明 度 を 8% に 設定 し ます 。 

使用 し た 素材 は 、 水 彩 絵の具 で 作っ た も の を スキ ャ 
ン し て いま す 。 こ の 素材 は 、 ほ か の 絵 で も よく 使用 し て 
いま す 。 こ の よう に 、 一 つ で も 素材 作っ て お く と 、 色 々 
な 使い 方 が で き て 便利 で す 。 


素材 は 何 も ア ナ ロ グ で つく る 必要 は あり 
ませ ん 。 ラ ンダ ム な パタ ー ン が 必要 な ら 、 デ 
ジタル で 作成 し た り 、 ま た イン ター ネッ ト 
上 か ら 素 材 を ダウ ン ロ ー ド し て 使用 する の 
も 一 つの 手段 で す 。 

いずれ に せよ 、 こ うい っ た 素材 を 常 日 頃 
か ら ス トッ ク し て お く よ う に する と 便利 で 

。 今回 使用 し た よう な 、 一 見 何 に 使え る か 
わか ら な いよ うな も の で も 、 特 に 「 厚 塗り 」 
や 「 水 彩 塗り 」 と 呼ば れる よう な 、 タ ッ チ や 


色 の ラン ダム 性 が 強い 塗り 方 で は 、 色 味 に 
る a 
hs と が で き る で ! bg 


[オー バー レイ ] で 重ね る 


コン トラ スト を 抑え る 


Part6(P 169) で も 行い まし た が 、 ウ エス ト ま わり の 
コン トラ スト が まだ 強く 見 えた の で 、 さ ら に 低く し ま 
す 。 

新規 レイ ヤー を 作成 、 合 成 モ ー ド [比較 ( 明 )] に 設定 
後 、 青 み が か っ た 色 を か け て いき ます 。 ま た 、 こ こ で は 
レイ ヤー の 不透明 度 を 429% と 調整 し て いま す 。 


ドレ ス の 色 数 を 増やす 


さら に 色 数 を 増やし て いき ます 。 

まず は 新規 レイ ヤー を 作成 、 合 成 モ ー ド を [オー バー 
レイ ] に 設定 し ます 。 そ こ か ら 描 画 色 を ピン ク 系 に 設定 
し て 、 ド レス 全体 に 色 を 加え て いき ます 。 こ こ で は レイ 
ヤー の 不透明 度 を 58% に 設定 し まし た 。 


ドレ ス に 影 を 描き 込む 


ドレ ス に 影 を 描き 加え て いき ます 。 

まず は 新規 レイ ヤー を 作成 、 合 成 モ ー ド を [乗算 ] に 
設定 し ます 。 お も に 体 の 中 央 付近 に 、 濃 い め の 影 を 描画 
し ます 。 体 が 円 筒 形 で ある こと を 意識 し つつ 、 体 の 正中 
線 に 近い 位置 ほど 影 を 濃く 入れ ます 。 こ こ で 入れ た 影 
が 、Step5「 逆 光 に する 」(P172) で も 大 きく 関わ っ て 


⑩ 影 を 入れ る 


vE 


ウエ スト に 再び 青み を 加え る 


[オー バー レイ ] で ピン ク を 加え る 


くる の で 、 立 体感 に 特に 注意 し て 、 影 を 描き 入れ て いき 
ます 。 ま た 、 こ こ で は 不透明 度 74% に 設定 し まし た ⑨。 

さら に 、 新 規 レ イヤ ー を 追加 し [乗算 ] に 設定 、 胸 の 落 
ち 影 を 描き 込み ます 。 落 ち 影 は ば か さ ず に 、 く っ きり と 
描画 し まし ょ う 。 よ り 強 い 色 味 に する た め に 、 不 透明 度 
は 27% に し まし た @。 


@ 落ち 影 を 描き 込む 
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逆光 に する 


キャ ラク ター を 背景 か ら 浮 き 上 
が ら せ る た め に 、 逆 光 に 見 える よう 
色 を 加え て いき ます 。 


新規 レイ ヤー を 作成 し 、 髪 の 毛 や 
ドレ ス 、 路 出し た 肩肘 、 パ フス リー 
ブ な ど 、 キ ャ ラ 全 体 の 輪郭 線 付近 に 
明る い 色 を 入れ て いき ます 。 


Step4 で 描き 加え た 「 体 の 正中 線 
に 近い ほど 暗い 」 影 と 、 輪 郭 線 付近 
に 入れ た 反射 光 が 相 まっ て 、 逆 光 を 
演出 する こと が で きま し た 。 


また この 際 、 ほ つれ た 髪の毛 も 、 
明る い 色 で 描き 込ん で お きま す 。 


顔 ま わり に 色 を 足す 


キャ ラ の 顔 ま わり に も 色 味 を 足し て いき ます 。 明度 は 68% に 設定 し ます ⑨。 

まず 新規 レイ ヤー を 作成 し [比較 ( 明 )] に 設定 し 、 目 さら に 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 首 後ろ の 髪の毛 を 描き 
元 に 赤 を 入れ て いき ます 。 最終 的 に 、 不 透明 度 は 409% に 込み ます 9。 こ の 際 合 成 モ ー ド は [比較 ( 明 )] な ど を 使 
設定 し まし た 。 さ ら に 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 合 成 モ ー 用 する と 良い で し ょ う 。 
ド は その まま 、 首 元 の 髪 付近 に 青み を 足し まし た 。 不当 


目元 と 首 ま わり に 色 を 足す 3 髪の毛 を 描き 込む 


印象 的 な 顔 に する 


顔 の 印象 が まだ 少し 弱い た め 、 よ り 視 線 が 集まる よう 
な 処理 を 加え て いき ます 。 

まず 新規 レイ ヤー を 作成 、 合 成 モ ー ド を [加算 (発光 )] 
に 設定 し 、 赤 系 の 色 を 描き 入れ て 、 ま る で 瞳 が 赤く 光っ 
て いる か の よう に 見 せ て いき ます 総 。 これ で 視線 が 瞳 


付近 に 集まり や すく な り ま し た 。 

さら に 、 顔 全体 を 印象 的 に 見 せる た め に 、 目 元 や 前 髪 
な ど を 描き 込ん で いき ます 。 そ れ ぞ れ レ イヤ ー を 新規 作 
成 し 、 ハ イラ イト や 暗め の 色 を 入れ て 、 コ ント ラス ト を 
上 げ る こと で 印象 を 強め まし た 。 


瞳 を 赤く 光ら せる 


影 の 彩 度 を 上 げ る 


改め て イラ スト 全体 を 確認 し て みる と 、 ま だ 少し 画面 
全体 が 暗い 印象 に 感じ られ た た め 、 影 に な っ て いる 箇所 
の 彩 度 を 上 げ る こと で 、 鮮 や か な 印象 に し て いき ます 。 

新規 レイ ヤー を 作成 し 、 合 成 モ ー ド を [オー バー レイ ] 
に 設定 。 全体 の バラ ンス を 見 な が ら 、 影 と な っ て いる 箇 
所 に 青み や 赤み を 足し て いき ます 。 最 後 の 仕 上 げ で す の 
で 、 や りす ぎ な いよ う 、 全 体 を よく 確認 し な が ら 作 業 し 
まし ょ よう 。 

以上 で イラ スト が 完成 し まし た 。 


影 に 青み や 赤み を 足す 
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ソフ トウ ェ ア 紹 介 


本 書 で 使用 され て いる ペイ ント ツー ル に つい て 紹介 し ます 。 
ほか に も いろ いろ な ツー ル が あり ます の で 、 操 作 性 や 機能 で 選ぶ も 良し 、 
用 途 に よっ て 使い 分 ける の も 良い で し ょ う 。 


> CLIP STUDIO PAINT EX 


ブラ シ サ イズ や テク スチ ャ 強度 の 出力 曲 
線 を 自由 に コン トロ ー ル で き 、 ア ナ ロ グ 
の 描き 味 に 近い 線 を 引け る の が 特徴 。「 自 
由 変 形 . や 「 メ ッシュ 変形 」 を 、 複 数 の レイ 
ヤー に また が っ て 行う こと で きる 。 


Adobe Photoshop 


写真 編集 ソフ ト の 流れ を 流 み 、「 色 調 補正 」 
や 「 フ ィ ル ター」 な どの 画像 加工 機能 に 長 
じ る 。「CMYK カ ラー マネ ー ジ メン ト 」 な 
どの 印刷 用 機能 も 搭載 し た 、 圧 倒 的 な ブ 
ラン ドカ を 誇る 業界 標準 ソフ ト 。 


レ > ペイ ント ツー ル SAI 


優秀 な 筆 圧 感知 機能 に こより 、 な め ら か な 
線 の 描画 が 可能 。 ほか の ソフ ト と 比べ 動 
作 が 非常 に 軽く 、 低 スペ ッ ク な PC で も 快 
適 に 作業 が で きる 。 価 格 も 比較 的 安価 で 
あり 、 入 門 者 に 最適 。 


@ 最 新 バ ー ジ ョ ン Version 1.7.4 

WOS Windows7(SP1)/8.1/10 

macOS 10.10/10.11/10.12/10.13( 日 本 語 版 の み ) 

WCPU Intel Pentium 4(2.0GHz 以 上 )、Intel Xeon シリ ー ズ 、Intel 
Core シリ ー ズ 、AMD Athlon 64、AMD Opteron 以 降 の プロ セッ 
サ 

@ メ モリ OS が 推奨 する メモ リ 容 量 

eHDD 3GB 以 上 

eHP https://www.clipstudio.ne/ 


最新 バー ジョ ン Creative Cloud 

WOS Windows7(SP1)/8/8.1/10 

macOS 10.11/10.12/10.13 

WCPU IntelCCore2、AMD AthlonC64 プ ロ セ ッ サ ー(2GHz 以 上 ) 、 
Intel マ ル チ コ アプ ロ セ ッ サ ー(64-bit 対 応 ) 

@ メ モリ 2GB 以 上 

eHDD 3.1GB 以 上 (Windows) 、4GB 以 上 (Mac) 

WHP https://www.adobe.com/jp/ 


基本 的 な 設定 に つい て 

メニ ュー の 「 編 集 」…「 環 境 設定 」「 パ フォ ー マ ン ス 」 で は 、 動 作 に 関 
する 設定 が で きま す 。「 ヒ スト リー 数 」 で は 作業 履歴 を 記録 し て 、 動 作 
を さか の ぼれ る た め 、 複 雑 な 作業 を する と き は 、 数 値 を 大 きく し た ほ 
う が 良 いで し ょ う 。「 メ モリ の 使用 状況 」 で は Photoshop が 使用 する 
パソ コン の メモ リ の 容量 を 指定 で きま す 。 


e 最 新 バ ー ジ ョ ン Ver.1.2.0-Beta.6 

WOS Windows 98/2000/XP/Vista/7/8/8.1/10 
eCPU MMX 対 応 Pentium 450MHz 以 上 

@ メ モリ OS が 推奨 する メモ リ 容 量 

eHDD 512MB 以 上 

WHP https://www.systemax.jp/ja/sai/ 


索引 


【 英 数 字 】 
Adobe Photoshop 


CLIP STUDIO MODELER 


106, 111, 168 
081 


CLIP STUDIO PAINT-012,015, 034, 044, 080-081, 


Coolorus 
Maya 

2 値 

DCG 

3D レ イヤ ー 


【 あ 】 

明る さ ・ コ ント ラス ト 
厚 塗り 

アニ メ 塗 り 

色 ト レス 
覆い 焼き (発光 ) 


090, 142, 168 


112 
081 
013 
081 
090 


034 
095,146,150 
052 
069 
168 


オー バー レイ 022, 091, 094-096, 098, 112-115, 117, 
145,152,158,170-171,173 


019,053 


021, 025, 037,053, 061, 065, 067, 071, 


074, 091, 098, 100, 173 


【 さ 】 

参照 レイ ヤー に 設定 
色相 環 

色相 ・ 彩 度 ・ 明 度 
色調 補正 

順 光 


033, 091 

088, 101, 145, 172 
156 

168 

156, 169, 171 


017 

130, 132 

034 

020, 033, 034, 091 
101 


乗算 022,025, 027, 029, 031-032,052,054,057-058, 
060-065, 067,070-072,082, 085,099,109,112, 
115-117, 119-120, 123, 127-128, 135-136, 145, 


168, 171 
水彩 塗り 
スク リー ン 
線 遠近 法 
ソフ トラ イト 


170 

021,.027,145 

156 

085, 088, 096, 101 


【 た 】 
透明 ピク セル を ロッ ク 045,055-056, 068, 072, 112, 
115-116, 119-120, 127-128, 


156 

トー ンカ ー ブ 020,033 
【 な 】 

塗り 足し 039,106 
【 は 】 

反対 色 132 
比較 ( 明 ) 168-169, 171-172 
被 写 界 深度 036 
描画 モー ド 168 
プラ グイ ン 112 
ブラ シ プ リ セッ ト 111,125-126 
フル ー ル ・ ド ・ リ ス 163 
補色 130,132 
ペイ ント ツー ル SAI(SAI2) 034,110 
ベク ター レイ ヤー 014,015,016 
【 ら 】 

レイ ヤー セッ ト 110 
レイ ヤー フォ ル ダ 020-022,035,044-047 
レベ ル 補 正 034 
レン ズ フ レア 100-101 
レン ダリ ング 081, 090 
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